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はじめに

このマニュアルでは、IOSXRQoS設定について説明します。 『Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services Router Modular Quality of Service Configuration Guide』の「はじめに」で説明する内容は、
次のとおりです。

• マニュアルの変更履歴, xiii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xiii ページ

マニュアルの変更履歴
表 1に、初版後、このマニュアルに加えられた技術的な変更の履歴を示します。

表 1：マニュアルの変更履歴

変更点日付リビジョン

このマニュアルの初版2012年 12月OL-28380-01-J

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

この表では、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Modular Quality of Service
Configuration Guide』のリリース 4.3.0の新機能および変更情報の概要を示します。

• 新機能および変更された機能に関する情報, 1 ページ

新機能および変更された機能に関する情報

参照先このリリースで導入/変更さ
れた機能

説明機能

明示的輻輳通知につ

いて, （76ページ）
Ecnコマンドについ
ては、『Cisco ASR
9000シリーズアグリ
ゲーションサービス

ルータモジュラ QoS
コマンドリファレン

ス』の「Congestion
Management」の章を
参照してください。

リリース 4.3.0この機能が導入され

ました。

ECNサポート

ブリッジグループ仮

想インターフェイス

の QoS, （78ペー
ジ）

リリース 4.3.0この機能が導入され

ました。

IRB（BVI）に対する
QoS

衛星システム上の

QoS, （130ページ）
リリース 4.3.0この機能が変更され

ました。

衛星通信の QoS
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参照先このリリースで導入/変更さ
れた機能

説明機能

PWHE上の QoS, （
132ページ）

リリース 4.3.0この機能が導入され

ました。

疑似配線ヘッドエン

ドの QoS
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第 2 章

モジュラ QoS の概要

Quality of Service（QoS）は、トラフィックフローの優先順位付けを行い、高プライオリティパ
ケットの優先的な転送を実現するための技術です。ネットワークに QoSを実装する基本的な理
由は、より優れたサービスを特定のトラフィックフローに提供することです。トラフィックフ

ローは、送信元アドレスと宛先アドレス、送信元ソケット番号と宛先ソケット番号、およびセッ

ション IDの組み合わせとして定義できます。より広い意味では、トラフィックフローは、発信
インターフェイスを宛先として送信された、着信インターフェイスから移動しているパケットと

して説明できます。エンドツーエンドの QoS提供を実現するためには、トラフィックフローを
すべてのルータ上で識別、分類、および優先順位付けし、ネットワーク全体のデータ転送パス上

でトラフィックフローを転送する必要があります。このモジュールでは、トラフィックフロー

とパケットの用語が同義的に使用されています。

ネットワーク上に QoSを実装するには、帯域幅割り当てのサポート、損失特性の向上、ネット
ワークの輻輳回避/管理、ネットワークトラフィックの測定、またはネットワーク全体でのトラ
フィックフローのプライオリティ設定により、より優れた予測可能なネットワークサービスを

提供する QoS機能を設定する必要があります。

ここでは、サービスプロバイダーネットワーク内のモジュラ QoS機能の概要について説明しま
す。

• モジュラ QoSの概要について, 3 ページ

• 次の作業, 8 ページ

• その他の関連資料, 9 ページ

モジュラ QoS の概要について
ネットワーク上のモジュラ QoSを設定する前に、次の概念を理解する必要があります。

• Cisco IOS XR QoS機能の利点

• QoS技術
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•「Cisco IOS XRソフトウェアのディファレンシエーテッドサービスモデル」（QC-4ペー
ジ）

•「Access Node Control Protocol」（QC-5ページ）

•「Cisco IOS XRの QoSでサポートされるその他の機能」（QC-5ページ）

Cisco IOS XR QoS 機能の利点
Cisco IOS XRの QoS機能を使用すると、ネットワークは、さまざまなネットワークアプリケー
ションとトラフィックタイプを制御し、予測どおりにサービスを提供できるようになります。

ネットワーク内に Cisco IOS XR QoSを実装することにより、次の利点が得られます。

•リソースの制御。使用するリソース（帯域幅、機器、ワイドエリアファシリティなど）を
制御できます。たとえば、FTP転送によって消費されるバックボーンリンクの帯域幅を制限
したり、重要なデータベースアクセスを優先させたりすることができます。

•特別仕立てのサービス。インターネットサービスプロバイダー（ISP）にとっては、QoSに
よって提供される制御と可視性により、慎重に調整を行った、サービス等級の差別化を顧客

に提供できます。

•ミッションクリティカルアプリケーションの共存。 Cisco IOS XRの QoS機能により、次の
条件を確認できます。

◦ビジネスにとって最も重要なミッションクリティカルアプリケーションによってWAN
が効率的に使用されます。

◦時間に敏感なマルチメディアおよび音声アプリケーションで必要な帯域幅と最小遅延が
利用できます。

◦リンクを使用している他のアプリケーションは、ミッションクリティカルなトラフィッ
クに影響を与えることなく、公平なサービスを受けます。

QoS 技術
Cisco IOS XRソフトウェア上の QoSは、次の技術に依存して、異種ネットワーク全体にエンド
ツーエンドの QoSを提供しています。

•パケットの分類とマーキング

•輻輳管理

•輻輳回避

すべての技術が使用するネットワーク環境に適しているわけではないため、これらの技術の QoS
機能を実装する前に、ネットワークのトラフィック特性を識別し、評価する必要があります。
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パケットの分類とマーキング

パケットの分類/マーキング技術では、トラフィックフローを識別して、ネットワークトラフィッ
クを複数のプライオリティレベルまたはサービスクラスに区切ることができます。分類が完了

すると、他の任意の QoSアクションを実行できます。

トラフィックフローの識別は、単一のルータ内で複数の方法（アクセスコントロールリスト

（ACL）、プロトコル一致、IP precedence、IP DiffServコードポイント（DSCP）、MPLS EXP
ビット、サービスクラス（CoS））を使用して行えます。

トラフィックのマーキングは、次により実行されます。

•タイプオブサービス（ToS）バイトに IP precedenceビットまたはDSCPビットを設定する。

•レイヤ 2ヘッダー内に CoSビットを設定する。

•インポーズされた、または最上位のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベル
内に EXPビットを設定する。

• qos-groupビットおよび discard-classビットを設定する。

マーキングは次のように実行できます。

•無条件：クラスアクションの一部として。

•条件付き：ポリサーアクションの一部として。

•条件付きと無条件の組み合わせ。

パケットマーキングの詳細な概念および設定情報に関して、無条件マーキングについては、この

マニュアルの「モジュラ QoSパケットの分類の設定（Cisco ASR 9000シリーズルータ）」のに
関するモジュール、および条件付きマーキングについては、このマニュアルの「モジュラQoSの
輻輳管理の設定（Cisco ASR 9000シリーズルータ）」のに関するモジュールを参照してくださ
い。

デフォルトのマーキング動作

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスがVLANタグまたはMPLSラベルを追加する
際には、これらのタグおよびラベルに入力するCoS値およびEXP値のデフォルト値が必要です。
デフォルト値は、ポリシーマップに基づいて上書きできます。 CoSおよび EXPのデフォルト値
は、システムに入る時点のパケット内の信頼フィールドに基づいています。ルータは、パケット

タイプおよび入力インターフェイスの転送タイプ（レイヤ 2またはレイヤ 3）に基づいて、特定
のフィールドの暗黙的な信頼を実装します。

デフォルトでは、ルータは設定されているポリシーマップなしでは IP precedenceまたは DSCPを
変更しません。デフォルトの動作の説明は、次のとおりです。

xconnectやブリッジドメインなどの入力レイヤ 2インターフェイスまたは出力レイヤ 2インター
フェイス上では、入力インターフェイスで追加されるすべてのフィールドに最も外側の CoS値が
使用されます。レイヤ 2リライトが原因で追加された VLANタグがある場合は、新しい VLAN

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュレー
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タグに最も外側の着信 CoS値が使用されます。MPLSラベルが追加された場合は、MPLSタグの
EXPビットに CoS値が使用されます。

（IPv4パケットまたは IPv6パケットに対してルーティングされた、またはラベルにより重み付け
された）入力レイヤ 3インターフェイスまたは出力レイヤ 3インターフェイス上では、3つの
DSCPビットおよび precedenceビットが着信パケット内で識別されます。MPLSパケットの場合
は、最も外側のラベルのEXPビットが識別され、この値は、入力インターフェイスで追加される
すべての新しいフィールドに使用されます。MPLSラベルが追加された場合は、識別された
precedence値、DSCP値、またはMPLS EXP値が、新たに追加されたMPLSタグの EXPビットに
使用されます。

プロバイダーバックボーンブリッジ（PBB）の設定

PBB設定では、パケットが PBBカプセル化を使用して顧客ネットワークからサービスプロバイ
ダーネットワークに入る際に、バックボーンVLANタグ（Bタグ）で使用されるサービスクラス
（CoS）と廃棄適性インジケータ（DEI）、およびPBBヘッダーのサービスインスタンスタグ（I
タグ）が、デフォルトでは着信パケットの最上位タグの CoSおよび DEIになります。

パケットがサービスプロバイダーから顧客ネットワークに移動すると、PBBヘッダーが削除さ
れ、顧客インターフェイス上でインポーズされるすべてのタグにおいて、IタグのCoSおよびDEI
がデフォルトで使用されます。デフォルトのマーキングはインポーズされたタグに対してのみ実

行され、既存のタグまたは変換されたタグには実行されません。

輻輳管理

輻輳管理技術は、発生した後に輻輳を制御します。ネットワーク要素が着信したトラフィックの

オーバーフローを処理するための1つの方法は、キューイングアルゴリズムを使用してトラフィッ
クを並べ替え、それを出力リンク上で優先順位付けする何らかのサービス手段を決定することで

す。

Cisco IOS XRソフトウェアにより、ストリクトプライオリティキューイング（PQ）をModified
DeficitRoundRobin（MDRR）スケジューリングメカニズムに提供する低遅延キューイング（LLQ）
機能が実装されます。 LLQとストリクト PQでは、音声などの遅延に影響されやすいデータを、
他のキューのパケットをキューから取り出す前にキューから取り出して送信できます。

Cisco IOS XRソフトウェアには、クラスベースのシェーピングだけではなく、クラス単位で使用
可能なトラフィックポリシング機能が含まれています。

トラフィックポリシング機能では、ユーザ定義の基準に基づいてトラフィッククラスの入力また

は出力の伝送レートを制限し、IP precedence、QoSグループ、DSCP値などの設定値によりパケッ
トをマーキングできます。

トラフィックシェーピングでは、インターフェイスから出力されるトラフィックを制御して、リ

モートターゲットインターフェイスの速度にトラフィックフローを合わせ、指定されているポ

リシーにトラフィックを適合させることができます。このように、ダウンストリーム要件を満た

すように、特定のプロファイルに適合するトラフィックをシェーピングできるため、データレー

トが一致しないトポロジで発生するボトルネックが排除されます。

Cisco IOS XRソフトウェアでは、パラメータがクラス単位で適用される CLIメカニズムを使用し
たクラスベースのトラフィックシェーピング方式がサポートされます。
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輻輳管理に関する詳細な概念および設定情報については、Cisco ASR 9000シリーズルータでのモ
ジュラ QoSの輻輳管理の設定に関するモジュールを参照してください。

輻輳回避

輻輳回避技術では、トラフィックフローをモニタすることにより、問題が発生する前に、共通

ネットワークおよびインターネットワークのボトルネックでの輻輳を予測し回避します。これら

の技術は、輻輳状況下においてリアルタイムクリティカルとして分類されているトラフィック

（ビデオストリームなど）の優先的な処理を実現すると同時に、ネットワークスループットお

よびキャパシティ使用率を最大化しつつ、パケットの損失や遅延を最小限に抑えるよう設計され

ています。 Cisco IOS XRソフトウェアでは、ランダム早期検出（RED）、重み付け RED
（WRED）、およびテールドロップによる QoS輻輳回避機能がサポートされます。

輻輳管理に関する詳細な概念および設定情報については、このガイドの Cisco ASR 9000シリーズ
ルータでのモジュラ QoSの輻輳管理の設定に関するモジュールを参照してください。

Cisco IOS XR ソフトウェアのディファレンシエーテッドサービスモデ
ル

Cisco IOSXRソフトウェアでは、異なるQoS要件を満たすことが可能な複数サービスモデルであ
るディファレンシエーテッドサービスがサポートされます。しかし、統合サービスモデルと異

なり、ディファレンシエーテッドサービスを使用するアプリケーションは、データを送信する前

に明示的にルータにシグナリングを行いません。

差別化サービスでは、ネットワークは各パケットによって指定されたQoSに基づいて特定の種類
のサービスを提供しようとします。この指定はさまざまな方法で行われます。たとえば、IPパ
ケット内の IP precedenceビットの設定や、送信元アドレスと宛先アドレスが使用されます。ネッ
トワークでは、このQoS仕様に基づいてトラフィックのマーキング、形成、およびポリシングを
行い、インテリジェントキューイングを実行します。

ディファレンシエーテッドサービスモデルは、いくつかのミッションクリティカルアプリケー

ションで使用されたり、エンドツーエンド QoSを提供するために使用されます。一般に、この
サービスモデルでは、比較的粗いレベルのトラフィック分類が行われるため、集約フローに適し

ています。

Access Node Control Protocol
Access Node Control Protocol（ANCP）は、QoS関連、サービス関連、加入者関連の操作を実行す
るために、サービス指向の集約デバイスとアクセスノード（AN）間のコントロールプレーン
（DSLAMなど）を作成します。 ANCPネットワークアクセスサーバ（NAS）は、ANCP隣接
（ANCPネイバーとのセッション）を受け入れて維持し、ANCPメッセージの送受信を行います。

ANCPを使用すると、ANポートと VLANサブインターフェイス間でのスタティックマッピング
を行うことができ、これにより、ANCPサーバが受信した特定の加入者のDSLレートの更新を、
その加入者に対応するQoS設定に適用できます。ANCP経由で受信したDSLトレインレートは、
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ルータの加入者側インターフェイスとサブインターフェイスのシェーピングレートを変更するた

めに使用されます。

Cisco IOS XR の QoS でサポートされるその他の機能
ここでは、Cisco IOS XRソフトウェア上での QoS実装において重要な役割を担う、その他の機能
について説明します。

モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス（MQC）
Cisco IOS XRソフトウェアでは、モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス（MQC）機能
を介して QoS機能を使用します。 MQCはコマンドラインインターフェイス（CLI）構造を採用
しています。これを使用すると、ポリシーを作成し、作成したポリシーをインターフェイスにア

タッチできます。 1つのトラフィックポリシーには、1つのトラフィッククラスと 1つ以上の
QoS機能が含まれます。トラフィッククラスは、トラフィックの分類に使用されます。これに対
して、トラフィックポリシーのQoS機能は、分類されたトラフィックの処理方法を決定します。
MQCの主な目的の1つは、プラットフォームに依存しないインターフェイスを提供することによ
り、シスコプラットフォーム全体の QoSを設定することです。

MQC機能に関する詳細な概念および設定情報については、このマニュアルの Cisco ASR 9000シ
リーズルータでのモジュラQoSパケットの分類の設定に関するモジュールを参照してください。

ファブリック QoS
ファブリックQoS向けの個別の設定はありません。ファブリックのプライオリティは、入力サー
ビスポリシーのプライオリティアクションから取得されます。

次の作業
トラフィックフローの識別およびマーキングを含むパケット分類機能を設定するには、このマ

ニュアルの Cisco ASR 9000シリーズルータでのモジュラ QoSパケットの分類の設定に関するモ
ジュールを参照してください。

キューイング、スケジューリング、ポリシング、およびシェーピング機能を設定するには、この

マニュアルの Cisco ASR 9000シリーズルータでのモジュラ QoSの輻輳管理の設定に関するモ
ジュールを参照してください。

WREDおよび RED機能を設定するには、このマニュアルの「Configuring Modular QoS Congestion
Avoidance on Cisco ASR 9000 Series Routers」モジュールを参照してください。

AccessNodeControl Protocol（ANCP）機能を設定するには、このマニュアルの「ConfiguringAccess
Node Control Protocol on Cisco ASR 9000 Series Routers」モジュールを参照してください。
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その他の関連資料
ここでは、QoSの実装に関する関連資料について説明します。

関連資料

参照先関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Getting Started Guide』

初期システム起動と設定

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Master Command Listing』

マスターコマンドリファレンス

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Modular Quality of Service Command Reference』

QoSコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Security Configuration Guide』の「Configuring
AAA Services on Cisco ASR 9000 Series Router」モ
ジュール

ユーザグループとタスク ID

標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準また

は変更された標準はありません。また、既

存の標準のサポートは変更されていませ

ん。
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MIB

MIB リンクMIB

Cisco IOSXRソフトウェアを使用してMIBを検索お
よびダウンロードするには、http://cisco.com/public/
sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlにある Cisco MIB
Locatorを使用し、[Cisco Access Products]メニューか
らプラットフォームを選択します。

CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFC
または改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更は
ありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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第 3 章

Access Node Control Protocol の設定

Access Node Control Protocol（ANCP）は、QoS関連、サービス関連、加入者関連の操作を実行す
るために、サービス指向の集約デバイスとアクセスノード（AN）間のコントロールプレーン
（DSLAMなど）を作成します。ANCPサーバはANCP隣接（ANCPネイバーとのセッション）、
ANCPメッセージの送信と受信を受け入れ、維持します。 ANCPでは、ANCPサーバが受信し
た、特定の加入者のDSLレート更新がその加入者に対応するQoS設定に適用されるようにANCP
ポートと VLANサブインターフェイスの間でスタティックマッピングできます。 ANCP経由で
受信した DSLトレインレートは、ルータの加入者側インターフェイスとサブインターフェイス
のシェーピングレートを変更するために使用されます。 ANCPはルートプロセッサ（RP）の 1
つのプロセスとして動作します。

このモジュールでは、ANCPの実装に関する概念的および設定情報を提供します。

ラインカード、SIP および SPA のサポート

ASR 9000 用 SIP 700ASR 9000 イーサネットライ
ンカード

機能

noyesAccess Node Control Protocol

Cisco ASR 9000 シリーズルータ上でのアクセスノードプロトコルの設定に関する機能の履歴

変更内容リリース

Access Node Control Protocol機能が導入されました。リリース 3.7.2

イーサネットバンドル上の VLANインターフェイスへの ANCPポー
トマッピングが追加されました。

リリース 3.9.0

マルチシャーシリンク集約上の ANCPが導入されました。リリース 4.0.0

• ANCPの設定の前提条件, 12 ページ
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• ANCPの設定に関する制約事項, 12 ページ

• ANCPの設定に関する情報, 12 ページ

• シスコでの ANCPの設定方法, 17 ページ

• ANCPの設定例では次の例を紹介します。, 26 ページ

• その他の関連資料, 39 ページ

• Access Node Control Protocolの設定, 40 ページ

ANCP の設定の前提条件

ANCP の設定に関する制約事項
次の制限は、ネットワークの ANCPの設定時に適用されます。

• Cisco IOS XR Release 3.7.2では、レートアダプティブモードだけがサポートされます。

• VPNルーティングおよび転送（VRF）認識は、Cisco IOS XRリリース 3.7.2ではサポートさ
れません。 ANCPのトラフィックを受信するすべての IPインターフェイスはデフォルトの
VRFにある必要があります。

• IPv6を介した ANCPは Cisco IOS XR Release 3.7.2ではサポートされません。

• ANCPを使用してイーサネットとイーサネットバンドルポート上のVLANサブインターフェ
イスだけを ANポートにマッピングできます。

ANCP の設定に関する情報
ANCPを実装するには、次の概念について理解する必要があります。

ANCP 隣接
ANCPサーバはアクセスノードからの TCP接続を許可します。ANCPネイバーは、ANCPサーバ
との隣接関係を確立するアクセスノードです。ANCPはグローバルに設定され、IP対応であれば
ANCPメッセージが物理インターフェイスまたは論理インターフェイスのどちらで受信されるか
は制限されていません。

TCPは各アクセスノードの個別の接続ソケットを作成します。アクセスノードがANCPメッセー
ジで明示的に識別されていないため、TCPソケットがANCPサーバのANCP隣接識別子として機
能します。

ANCPネイバー間の TCP接続が行われると、ANCP隣接プロトコルはその接続上で ANCPセッ
ションを確立し、ANCP機能についてネゴシエーションを行います。 ANCPネイバー 1つにつき
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1つの ANCPセッションがあります。 ANCPセッション情報は、対応するネイバーの情報のサブ
セットになります。

ANCPプロトコルはダイナミックネイバー検出をサポートしているので、アクセスノードの設定
は必要ではありません。 ANCPネイバーは ANCPサーバに静的に事前設定することもできます。
このような場合、アクセスノードは IDで明示的に識別されます。IDは ANCP隣接プロトコル
メッセージの sender-nameフィールドと一致する必要があります。

ネイバーとの隣接関係のタイミング

隣接タイマーは、ANCPセッション確立の異なるステージ間の最大遅延および ANCPキープアラ
イブの間隔を定義します。

ANCP隣接のライフタイムは、隣接プロトコルによって制御されます。ピアアクセスノードとの
同期が失われると（たとえば隣接のデッドタイマーが切れると）、ANCPサーバによって隣接関
係が削除され、ベースとなる TCP接続が閉じます。

ANCP メッセージ
Port Upと Port Downの 2つのANCPメッセージタイプが、ANCPサーバによって処理されます。
Port Upメッセージには、DSLレート情報が含まれます。Port Downメッセージは、対応するアク
セス回線が利用できないことを示します。 Port Upメッセージからの DSLレート更新は、QoSサ
ブシステムが使用できます。 Port Downメッセージは ANCPポートのステートを内部的に追跡す
るために使用されます。

これらのメッセージは、ANCP隣接が確立された後でサーバだけで受信できます。ただし、Port
Upメッセージを受信すると、含まれるDSLレート情報は、AN-port-to-interfaceマッピングがその
ポートに設定されている場合、無期限に有効と見なされます。これは、このポートの別のPortUp
メッセージによって上書きされるかまたは手動で削除されるまで ANポートデータベースに保存
されます。隣接の削除または Port Downメッセージの受信は表示およびトラブルシューティング
の目的でデータベースに反映されますが、DSLレート情報は無効にはなりません。

ポートマッピング

ANポートは、VLANサブインターフェイスにスタティックにマッピングされます
（AN-port-to-interfaceマッピングと呼ばれます）。これは加入者線に対して設定された、少なく
とも 1つの VLANサブインターフェイスがあることを示します。 ANポートにマッピング可能な
インターフェイスの数に制限はありません。

ANポートにマッピングされている VLANサブインターフェイスを作成または削除できます。
マッピングが設定されている場合、VLANサブインターフェイスは ANCPモジュール内で名前で
参照されます。この名前は、インターフェイスの作成および削除の通知に使用され、DSLレート
の更新に使用する情報を提供します。

ANポートデータベースは Port Upメッセージから学習したすべてのポートに対して維持されま
す。このデータベースには、AN-port-to-interfaceマッピングデータベースも含まれます。ANポー

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュレー
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トのPortUpメッセージが到着して、インターフェイスがそのポートにマッピングされていない場
合、レート情報は、ANポートデータベースに保存されますが、パブリッシュされません。その
ポートのマッピングが設定されている場合、マッピングを設定する前にこのポートで受信された

ANCPメッセージを識別するために、ANポートデータベースがスキャンされます。検出された
場合は、既知のレートがパブリッシュされます。

比率調整

ANCPでは、システムにレート更新をパブリッシュする前に、Port Upメッセージで報告された
DSL回線レートに補正係数を適用できます。この補正係数または比率調整は、DSLタイプとアク
セスカプセル化タイプ（ATMやイーサネット）ごとのグローバルコンフィギュレーションモー
ドで設定可能です。 DSLタイプおよびカプセル化タイプは Port Upメッセージの必須のタイプ、
長さ、値（TLV）のデータで提供されます。

デフォルト以外のループタイプ（イーサネット）の比率調整機能を使用するには、DSLAMは
オプションのアクセスループカプセル化サブ TLVをサポートする必要があります。

（注）

ANCPレートアダプティブモード情報は、特定の加入者線に使用できる最大帯域幅（シェーピン
グレート）を決定するためにANCPモジュールによって処理されます。固定補正係数が、異なる
DSLテクノロジーのオーバーヘッドを考慮して、DSLタイプに基づいてANCPの帯域幅に適用さ
れます。たとえば、特定の加入者の ANCP帯域幅が 15 Mbpsの場合、DSLテクノロジーのオー
バーヘッドが原因で、その加入者の有効な帯域幅は 15Mbpsの 80 %である 12Mbpsに制限されま
す。この修正された有効帯域幅は、加入者のトラフィックの最大レートを制限するためにQoSモ
ジュールに伝えられます。

ANCP比率は ANCP比率が現在設定されている QoSシェーピングレートより大きい場合に限
りQoSシェーピングレートとして使用されます。（QoSで使用されるANCP比率は、最も近
い 128 kbpsの単位に切り捨てられます）。

（注）

ANCP トラフィックの優先順位
輻輳時には、Cisco ASR 9000シリーズルータは、ネットワークアクセスサーバ（NAS）とアク
セスノード（AN）間の集約ネットワークで他のトラフィックより ANCPメッセージにプライオ
リティを設定できるように、ANCPメッセージに高プライオリティとしてマークします。

プロセスの再起動

プロセスの再起動時に、ANCPネイバーとの TCP接続は一般的にドロップします。ANCPサーバ
がオンラインに戻ると、TCP接続および ANCPセッションは、ネイバーによって再確立されま
す。サーバへの再接続時に、DSLAMはすべてのアクティブなポートのPort Upメッセージを送信
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します。再起動前に受信されたパブリッシュされているレート情報は ANCP設定に復元されま
す。再起動がクラッシュが原因で発生した場合は、パブリッシュされたデータと設定データの間

に競合が検出され、パブリッシュされたデータは修正されます。

ANCP および QoS の相互作用
ANCP値が適切に適用されると、設定されたQoSのシェーパー値を上書きします。誤って適用さ
れた ANCP値の例、および ANCP値が正しく適用された場合の QoSとの相互作用の例について
は、ANCPおよび QoSの相互作用：例の項を参照してください。

マルチシャーシリンク集約

マルチシャーシのリンク集約（MC-LAG）は、Cisco ASR 9000シリーズルータの接続に Digital
Subscriber Line Access Multiplexer（DSLAM）の単純な冗長メカニズムを提供します。冗長性は、
2台のルータへのデュアルホーム接続を可能にすることによって実現されます。 DSLAMはデュ
アルホーム接続を単一のLAGとして見なしているため、DSLAMでソフトウェアが複雑になるこ
とはありません。MC-LAG用語では、DSLAMはデュアルホーム接続デバイス（DHD）と呼ば
れ、各ルータは接続ポイント（PoA）と呼ばれます。MC-LAGの詳細については、『Cisco ASR
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9000 Series Aggregation Services Router L2VPN and Ethernet Services Configuration Guide』を参照して
ください。

図 1：MC-LAG による ASR 9000 シリーズルータへの DSLAM の接続

MC-LAG 上の ANCP
Access Node Control Protocol（ANCP）はDSLAMへのMC-LAG接続を含むネットワークトポロジ
をサポートするために必要です。 CPE回線は DSLAMに接続し、レートアダプティブ DSとの信
号品質に基づいて回線速度を調整します。アップリンクは、DSLAMにルータを接続します。回
線速度がアップリンクより低いデータレートに調整されると、加入者データが DSLAMで失われ
る可能性があります。データの損失を防ぐために、DSLAMはANCPにより新しいDSLレートを
ルータに通知し、アップリンクのデータレートが CPE回線のデータレートを超えないようにダ
ウンストリームシェーピングをルータに動的に適用します。

ANCPは、加入者回線にマッピングされたMC-LAG VLANサブインターフェイスに、学習した
DSLAM加入者回線のDSLレートデータを適用します。レートは、QoSのシェーパーに適用され
ます。 ANCPがMC-LAG VLANサブインターフェイスに適用した DSLレートは、ICCP（シャー
シ間通信プロトコル）を使用して、MC-LAGのスタンバイPoAで実行しているANCPアプリケー
ションにMC-LAGのアクティブ PoA上で実行する ANCPアプリケーションによって配布されま
す。MC-LAGのスタンバイ PoAの ANCPは、対応するMC-LAG VLANサブインターフェイスに
DSLレートデータを適用します。MC-LAGのアクティブロールをスタンバイ PoAの 1つが担う
原因になるイベントが発生した場合、新しいアクティブ PoAのANCPアプリケーションはすでに
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MC-LAGVLANサブインターフェイスのシェーパーにDSLレートを適用しているので、このLAG
がアクティブになり、輻輳とそれに続くデータの損失が DSLAMに発生しなかった場合に正しい
DSLレートが適用されます。

DSLAMは TCP接続を介してルータとの ANCP隣接関係を確立します。 DSLAM加入者回線の
DSLレートはこの TCP接続を介して伝達されます。 DSLレートは加入者回線にマッピングされ
ているレイヤ 2 VLANサブインターフェイスに適用されます。MC-LAGのレイヤ 2 VLANサブイ
ンターフェイスの DSLレートの送信に使用する ANCP TCP接続は、L2VLANサブインターフェ
イスと同じMC-LAGにあるレイヤ 3 VLANサブインターフェイス上にある必要があります。こ
の制約は、MC-LAGあたりの DSLAMとルータ間で 1つの ANCP TCP接続があることを示してい
ることに注意してください。

図 2：MC-LAG VLAN サブインターフェイス上の ANCP

MC-LAGのアクティブ PoAがスタンバイになると、DSLAM ANCP TCP接続は終了します。
DSLAMはMC-LAGのアクティブロールを担う PoAとの ANCP TCP接続を再確立します。

シスコでの ANCP の設定方法
ここでは、次のタスクの手順を示します。

• ANCPのイネーブル化

• ANCPサーバ送信元名の設定

• ANCPネイバーの設定

• VLANサブインターフェイスへの ANポートのマッピング

• ANCP比率調整の設定

ANCP のイネーブル化
ANCPをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで ancpコマンドを
使用します。

前提条件
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このコマンドを使用するには、ANCPの適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられ
ているユーザグループに属している必要があります。

手順の概要

1. configure RP/0/RSP0/CPU0:router# configure RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
2. ancp RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp
3. end
4. または commit
5. show ancp summary [statistics][detail] RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure RP/0/RSP0/CPU0:router#
configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 1   

ANCPをイネーブルにします。ancp RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
ancp

ステップ 2   

endステップ 3   

設定変更を保存します。または commitステップ 4   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ancp)#
end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them before exiting
(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ancp)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータが EXECモードに戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレーショ
ンセッションで継続されます。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

（任意）ANCPの要約と一般的な設定情報を表示します。show ancp summary [statistics][detail]
RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp
summary

ステップ 5   
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ANCP サーバ送信元名の設定
ANCPサーバ送信元名は DSLAMへの隣接プロトコルメッセージで ANCPサーバによって使用さ
れます。

手順の概要

1. configure RP/0/RSP0/CPU0:router# configure RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
2. ancp server sender-name {H.H.H | A.B.C.D} RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp server sender-name

0013.1aff.c2bd
3. end
4. または commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure RP/0/RSP0/CPU0:router#
configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 1   

ローカル送信元の名前を設定します。ancp server sender-name {H.H.H |
A.B.C.D}

ステップ 2   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp
server sender-name 0013.1aff.c2bd

endステップ 3   

設定変更を保存します。または commitステップ 4   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ancp)#
end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them before exiting
(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ancp)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータが EXECモードに戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終
了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレーショ
ンセッションで継続されます。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

ANCP ネイバーの設定
ネイバーからの TCP接続はどのインターフェイスでも許可されます。各 TCP接続にネイバー設
定を一致させるため、ANCPネイバーは隣接プロトコルメッセージの対応するフィールドと一致
する必要のある送信元名によって識別されます。必要に応じて、システム上のANCPネイバーと
設定された隣接タイマー間隔を識別するために説明ストリングを使用できます。

手順の概要

1. configure
2. ancp neighbor sender-name {H.H.H | A.B.C.D}[description string]
3. ancp neighbor sender-name {H.H.H | A.B.C.D} [adjacency-timer interval]
4. endまたは commit
5. show ancp neighbor {description description-string| sender-name {H.H.H | A.B.C.D}} [statistics][detail]

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor sender-name 0006.2aaa.281b
6. show ancp neighbor summary [statistics][detail] RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor summary
7. clear ancp neighbor {all | description description-string | sender-name {H.H.H | A.B.C.D}}[state | statistics]

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ancp neighbor all
8. clear ancp summary [statistics | detail] RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ancp summary statistics
9. show ancp neighbor [all] [statistics] RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor statistics
10. show ancp neighbor state [none | synsent | synrcvd | estab} [statistics] RP/0/RSP0/CPU0:router# show

ancp neighbor none

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

簡単にDSLAMを識別するためにネイバーの descriptionパ
ラメータを設定します。

ancp neighbor sender-name {H.H.H |
A.B.C.D}[description string]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp

ステップ 2   

neighbor sender-name oo13.1aff.c2bd
description vendorA1

ネイバーの adjacency timerパラメータを設定します。ネイ
バーセッションがすでに確立されている場合は、このタ

イマーが有効になるようにリセットされます。

ancp neighbor sender-name {H.H.H | A.B.C.D}
[adjacency-timer interval]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp

ステップ 3   

（注） •設定されているポートはダウンステートに
置かれ、未設定のポートは解放されます。

neighbor sender-name 0013.1aff.c2bd
adjacency-timer 20

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 4   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ancp)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before exiting
(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ancp)# commit yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

（任意）個々の ANCP隣接または隣接のセットに関連付
けられたデータまたはメッセージの統計情報を表示しま

す。

show ancp neighbor {description
description-string| sender-name {H.H.H |
A.B.C.D}} [statistics][detail]
RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor
sender-name 0006.2aaa.281b

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ステート別に隣接関係の数を表示します。show ancp neighbor summary [statistics][detail]
RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor
summary

ステップ 6   

（任意）ANCPネイバーをすべてまたは個別に消去しま
す。設定されているポートをダウンステートにして、未

clear ancp neighbor {all | description
description-string | sender-name {H.H.H |
A.B.C.D}}[state | statistics]

ステップ 7   

設定のポートを開放します。ステートが選択されている
RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ancp neighbor
all 場合、隣接は TCPソケットを消去せずにリセットされま

す。

（任意）集約メッセージの統計情報だけをクリアします。

個別のネイバーまたはポートの統計情報は変更しません。

clear ancp summary [statistics | detail]
RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ancp summary
statistics

ステップ 8   

（任意）ANCPネイバー情報を表示します。show ancp neighbor [all] [statistics]
RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor
statistics

ステップ 9   

（任意）隣接プロトコルステート情報を表示します。show ancp neighbor state [none | synsent | synrcvd
| estab} [statistics] RP/0/RSP0/CPU0:router#
show ancp neighbor none

ステップ 10   

VLAN サブインターフェイスへの AN ポートのマッピング
ポートマッピングは、VLANサブインターフェイスとDSLAMアクセスポートまたはDSLAMの
顧客宅内機器（CPE）クライアントを関連付けます。 VLANは IEEE 802.1Qまたは QinQ階層
VLANにすることができます。 ANポートを VLANサブインターフェイスにマッピングするに
は、グローバルコンフィギュレーションモードで ancp an-portコマンドを使用します。
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手順の概要

1. configure
2. ancp an-port circuit-id Access-Loop-Circuit-ID [interface type interface-path-id | interface Bundle-Ether

bundle-id] RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp an-port circuit-id circuit1 interface gigabitethernet
2/0/1/1.1

3. endまたは commit
4. show ancp an-port {circuit-id Access-Loop-Circuit-ID | interface type interface-path-id | interface

Bundle-Ether bundle-id |mapping} [statistics | detail]
5. show ancp an-port [configured | dynamic-only][statistics]
6. show ancp an-port summary [statistics][detail]
7. clear ancp an-port {all | circuit-id Access-Loop-Circuit-Id | interface type interface-path-id | interface

Bundle-Ether bundle-id | neighbor {description string | sender-name {H.H.H | A.B.C.D}}[statistics]
8. show ancp an-port {description description-string | sender-name {H.H.H | A.B.C.D}}
9. show ancp an-port state [up | down | none] [statistics]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 1   

一意のアクセスノード IDを定義します。この ID情報は、
ANCP Port Upおよび Port Downメッセージに含まれます。

ancp an-port circuit-id Access-Loop-Circuit-ID
[interface type interface-path-id | interface
Bundle-Ether bundle-id]

ステップ 2   

アクセスノードポートの設定をコミットする前に、回線

IDを指定する必要があります。
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp an-port
circuit-id circuit1 interface gigabitethernet
2/0/1/1.1

共有ポリシーインスタンスをANCPとのサブインターフェ
イスで使用する場合は、同じ共有ポリシーインスタンスを

持つすべてのサブインターフェイスに ANポート回線 ID
をマッピングする必要があります。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 3   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ancp)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before exiting
(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ancp)# commit yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ
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目的コマンドまたはアクション

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変
更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

（任意）DSLAMのアクセスポート（または DSLAMの
CPEクライアント）と VLANサブインターフェイスのア
ソシエーションに関する情報を表示します。

show ancp an-port {circuit-id
Access-Loop-Circuit-ID | interface type
interface-path-id | interface Bundle-Ether
bundle-id |mapping} [statistics | detail]

ステップ 4   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port
gigabitethernet 2/0/1/1.1

（任意）インターフェイスにマッピングされている、また

はされていないANポートのサマリーデータまたは統計情
報を表示します。

show ancp an-port [configured |
dynamic-only][statistics]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port
configured

ステップ 5   

（任意）ステート別にポートの数を表示します。show ancp an-port summary [statistics][detail]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port
summary

ステップ 6   

（任意）個別に、またはグループで、動的データまたは統

計情報のANポートをクリアします。パブリッシュされた
clear ancp an-port {all | circuit-id
Access-Loop-Circuit-Id | interface type
interface-path-id | interface Bundle-Ether

ステップ 7   

情報がクリアされ、DSLAMから学習した情報がクリアさ
れます。

bundle-id | neighbor {description string |
sender-name {H.H.H | A.B.C.D}}[statistics]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ancp an-port
all
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ANポート情報を表示します。show ancp an-port {description
description-string | sender-name {H.H.H |
A.B.C.D}}

ステップ 8   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port
description vendor3b

（任意）ANポートステート情報を表示します。show ancp an-port state [up | down | none]
[statistics]

ステップ 9   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port
state up

ANCP 比率調整の設定
シェーパーレートとして適用する前に ANCP比率の更新に数学的な補正を適用するには、ancp
rate-adjustmentコマンドを使用します。

手順の概要

1. configure RP/0/RSP0/CPU0:router# configure RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
2. ancp rate-adjustment dsl-type access-loop-type percent-factor factor
3. endまたは commit
4. show ancp summary detail RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp summary detail

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure RP/0/RSP0/CPU0:router#
configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 1   

ANCPのシェーパーパーセント係数のパラメータを設定します。
dsl-typeおよび access-loop-typeは、ANCPPortUpメッセージのオプショ

ancp rate-adjustment dsl-type
access-loop-type percent-factor factor

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 2   

ンの Type-Length Value（TLV）の適切な値と比較され、一致する場
合、ANCPの比率は設定されている係数によって調整されます。

• dsl-type：（必須）DSLタイプコードを設定します。ancp rate-adjustment adsl2
ethernet percent-factor 90 adsl1 adsl2 adsl2+ vdsl1 vdsl2 sdsl
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目的コマンドまたはアクション

• access-loop-type：（必須）access-loop-typeをATMまたはEthernet
に設定します。

• percent-factor factor：（必須）シェーピングレートとして設定す
る前に ANCPで報告される比率の更新に適用されるパーセント
値。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 3   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求され
ます。

Uncommitted changes found, commit them before exiting (yes/no/cancel)?
[cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに変更
が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了して、

ルータが EXECモードに戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了し
て、ルータがEXECモードに戻ります。変更はコミットされませ
ん。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレーション
セッションで継続されます。コンフィギュレーションセッション

は終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、コンフィ
ギュレーションセッションを継続するには、commitコマンドを
使用します。

（任意）比率調整設定情報とともに汎用ANCP設定情報を示します。show ancp summary detail
RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp
summary detail

ステップ 4   

ANCP の設定例では次の例を紹介します。
• ANCPサーバ送信元名の設定：例

• ANCPネイバーの設定：例

• VLANサブインターフェイスへの ANポートのマッピング：例

• ANCP比率調整の設定：例

• ANCPおよび QoSの相互作用：例
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•インターフェイス上の QoSポリシーの不一致：例

ANCP サーバ送信元名の設定：例

ANCP ネイバーの設定：例
次に、ANCPネイバーのパラメータを設定する例を示します。

configure
ancp neighbor sender-name 0001.2222.3333 description VendorA-1
ancp neighbor sender-name 0001.2222.3333 adjacency-timer 20

commit

次に、sender-nameMACアドレスを使用する特定のネイバーからの出力例を示します。

show ancp neighbor sender-name 0006.2aaa.281b

ANCP Neighbor Data
-------------------------------------------
Sender Name 0006.2aaa.281b
Description first
State ESTAB
Capability Topology Discovery
Ports:
State Up 25
State Down 5
Total 30

次に、同じコマンドに detailキーワードを追加して、ネイバーからレポートされた ANポートの
サマリーを表示する例を示します。

show ancp neighbor sender-name 0006.2aaa.281b detail

ANCP Neighbor Data
-------------------------------------------
Sender Name 0006.2aaa.281b
Description first
State ESTAB
Capability Topology Discovery
Ports:
State Up 4
State Down 0
Total 4

Remote IP Addr/TCP Port 209.165.200.225/11126
Local IP Addr/TCP Port 209.165.200.250/6068
Server Sender Name 0013.1aff.c2bd
Remote Timeout 25500 msec
Local Timeout 10000 msec
Adjacency Uptime 01:25:20
Time Since Last Port Msg 00:00:04
Remote Port 0
Remote Instance 1
Local Instance 1
Remote Partition ID 0

List of AN port data for neighbor sender name 0006.2aaa.281b
------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------

Line Num Adjusted DS
Circuit-id State Uptime State Intf Rate (kbps)
------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
circuit1 UP 00:27:49 SHOWTIME 3 2250
circuit2 UP 00:00:49 SHOWTIME 2 2250
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circuit3 UP 00:00:49 SHOWTIME 2 2250
circuit4 UP 00:00:49 SHOWTIME 0 2250

次に、同じコマンドに statisticsキーワードを追加して、選択されたネイバーのメッセージ統計情
報のサマリーを表示する例を示します。

show ancp neighbor sender-name 0006.2aaa.281b statistics

ANCP Neighbor Message Statistics
for Sender-name -, Description 0006.2aaa.281b
-----------------------------------------------

Sent Received
SYN 1 2
SNYACK 1 0
ACK 589 238
RSTACK 0 0
Port Up - 10
Port Down - 0
Drops 0 0
Total 600 250

次に、ANCP設定に関する基本情報に加えてステート別のネイバー数とポート数を表示する例を
示します。

show ancp summary

ANCP Summary Information
----------------------------------------------
Capability: Topology Discovery
Server sender-name: 0013:1aff.c2bd

Neighbor count by state:
- 0
SYNSENT 0
SUNRCVD 0
ESTAB 1
----------------------------------
Total 1

Port count by state:
State Up 1
State Down 0
State Unknown 0
----------------------------------
Total 1

No. configured ports 1
No. mapped sub-interfaces 4

次に、前の例で表示した基本情報に加えて比率調整設定情報を表示する例を示します。

show ancp summary detail

ANCP Summary Information
----------------------------------------------
Capability: Topology Discovery
Server sender-name: 0013:1aff.c2bd

Neighbor count by state:
- 0
SYNSENT 0
SUNRCVD 0
ESTAB 1
----------------------------------
Total 1

Port count by state:
State Up 1
State Down 0
State Unknown 0
----------------------------------
Total 1
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No. configured ports 1
No. mapped sub-interfaces 4

Rate adjustment configuration:
-------------------------------------------
DSL Type Loop Type Percent-Factor
-------------------------------------------
ADSL1 ETHERNET 90
ADSL2 ETHERNET 100
ADSL2PLUS ETHERNET 100
VDSL1 ETHERNET 100
VDSL2 ETHERNET 100
SDSL ETHERNET 100
ADSL1 ATM 100
ADSL2 ATM 100
ADSL2PLUS ATM 100
VDSL1 ATM 100
VDSL2 ATM 100
SDSL ATM 100

次に、ANCPメッセージ統計情報のサマリーを表示する例を示します。

show ancp summary statistics

ANCP Summary Message Statistics
--------------------------------------

Sent Received
SYN 3 6
SYNACK 4 0
ACK 7105 2819
RSTACK 2 0
Port Up - 6
Port Down - 0
Drops 0 0
Total 7114 2831

次に、すべてのネイバーデータと統計情報をクリアする方法の例を示します。

clear ancp neighbor all

次に、特定のネイバーをクリアする方法の例を示します。

clear ancp neighbor description vendor1a

次に、集約メッセージ統計情報をクリアする方法の例を示します。

clear ancp summary statistics

VLAN サブインターフェイスへの AN ポートのマッピング：例
次に、一意のアクセスノード IDを定義する例を示します。

configure
ancp an-port circuit-id circuit1 interface gigabitethernet 2/0/1/1.1
次に、サブインターフェイスで識別されるポートの情報を表示する例を示します。

show ancp an-port interface gigabitethernet 0/0/0/37.1

AN port circuit-id ccc1:

State UP
UPtime 02:23:45
Time Since Last Message 00:00:00
Encap Type ETHERNET
DSL type ADSL1
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DSL Line State SHOWTIME
Number of Mapped Interfaces 3
Neighbor sender-name 0006.2aaa.281b
Neighbor description 7200-client
Configured Rate Adjustment 90%
Actual Downstream Data Rate (kbps) 2500
Effective Downstream Data Rate (kbps) 2250

次に、detailキーワードを使用して、ポート情報とポートにマッピングされたインターフェイスの
リストを表示する例を示します。

show ancp an-port circuit-id ccc1 detail

AN port circuit-id ccc1:

State UP
UPtime 02:31:36
Time Since Last Message 00:00:00
Encap Type ETHERNET
DSL type ADSL1
DSL Line State SHOWTIME
Number of Mapped Interfaces 3
Neighbor sender-name 0006.2aaa.281b
Neighbor description 7200-client
Configured Rate Adjustment 90%
Actual Downstream Data Rate (kbps) 2500
Effective Downstream Data Rate (kbps) 2250
Actual Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 2500/2500
Minimum Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Attainable Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Maximum Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Minimum Low Power Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Maximum Interleaving delay Upstream/Downstream (ms) 0/0
Actual Interleaving Delay Upstream/Downstream (ms) 0/0

Sub-interface Summary: total 3
-----------------------------------------------
Sub-interface Name ifhandle
--------------------------------- ----------
GigabitEthernet0/0/0/37.1 0x0
GigabitEthernet0/0/0/37.11 0x0
GigabitEthernet0/0/0/38.10 0xb80

次に、特定の ANポートのポートメッセージの統計情報を表示するために、statisticsキーワード
を使用する例を示します。

show ancp an-port circuit-id ccc1 statistics

Port message statistics for circuit-id ccc1:

Port Up 5
Port Down 0

次に、ステート別にポートの数を表示する例を示します。

show ancp an-port summary

AN Port Count Summary
------------------------------
State UP 4
State DOWN 0
Config only ports 0
Total 4
# Configured ports 1
# Mapped sub-interfaces 4

次に、すべての ANポートのメッセージの統計情報をクリアする例を示します。

clear ancp an-port all statistics
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次に、すべての ANポートの動的データをクリアする例を示します。

clear ancp an-port all

次に、特定のインターフェイスの動的データをクリアする方法を示します。

clear ancp an-port interface gigabitethernet 0/1/0/10.5

ANCP 比率調整の設定：例

ANCP および QoS の相互作用：例
次に、ANCP値を適用した場合と適用しない場合の階層型 QoSポリシーの設定例を示します。

policy-map child-3play
class 3play-voip
priority level 1
police rate 65 kbps
!
!
class 3play-video
priority level 2
police rate 128 kbps
!
random-detect cos 3 10 ms 100 ms
random-detect cos 4 20 ms 200 ms
!
class 3play-premium
bandwidth percent 100
!
class class-default
!
end-policy-map
!
policy-map parent-3play-subscriber-line
class class-default
service-policy child-3play
shape average 1 mbps
!
end policy-map
!

ポリシーは、ANCPなしでインターフェイスで適用されます。

interface GigabitEthernet 0/1/0/0.1 l2transport
encapsulation dot1q 2
service-policy output parent-3play-subscriber-line
!

show qosコマンドは、ANCPが適用されていないことを確認します（ANCPは 0 Kbpsとして示さ
れます）。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show qos interface GigabitEthernet 0/1/0/0.1 out

Interface: GigabitEthernet0_1_0_0.1 output Bandwidth: 1000000 kbps
ANCP: 0 kbps
Policy: parent-3-play-subscriber-line Total number of classes: 5
---------------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: parent-3-play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: N/A
Shape Profile: 1 CIR: 960 kbps CBS: 1024 bytes PIR: 960 kbps PBS: 13312 bytes
WFQ Profile: 1 Committed Weight: 1 Excess Weight: 1
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 0: 1000000 kbps, Excess Ratio: 1
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---------------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-voip
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 8 (Priority 1)
Queue Limit: 16 kbytes Profile: 3 Scale Profile: 0
Policer Profile: 0 (Single)
Conform: 65 kbps (65 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
---------------------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-video
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 9 (Priority 2)
Queue Limit: 8 kbytes (11 Unknown) Profile: 4 Scale Profile: 0
Policer Profile: 24 (Single)
Conform: 128 kbps (128 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
WRED Type: COS based Table: 0 Profile: 4 Scale Profile: 0 Curves: 3
Default RED Curve Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
WRED Curve: 1 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8kbytes
Match: 3
WRED Curve: 2 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
Match: 4
---------------------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3-play-premium
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 10 (Priority Normal)
Queue Limit: 16 kbytes Profile: 1 Scale Profile: 1
WFQ Profile: 4 Committed Weight: 100 Excess Weight: 100
Bandwidth: 1000 kbps, BW sum for Level 1: 1000 kbps, Excess Ratio: 1
---------------------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: class-default
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 11 (Priority Normal)
Queue Limit: 8 kbytes Profile: 1 Scale Profile: 0
WFQ Profile: 5 Committed Weight: 1 Excess Weight: 1
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 1: 1000 kbps, Excess Ratio: 1
--------------------------------------------------------------------------------
RP/0/RSP0/CPU0:router#

ANCP AN-Port-to-Interfaceマッピングが適用されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp an-port circuit-id dslam1_port1 interface GigabitEthernet
0/1/0/0.1

show ancp an-port interfaceコマンドはインターフェイスの ANCP比率を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port interface GigabitEthernet 0/1/0/0.1 detail

AN port circuit-id dlsam1_port1:

State UP
Uptime 00:00:32
Time Since Last Message 00:00:32
Encap Type ATM
DSL Type ADSL1
DSL Line State SHOWTIME
Number of Mapped Sub-interfaces 1
Neighbor sender-name 0000.0000.1bec
Neighbor description -
Configured Rate Adjustment 100%
Actual Downstream Data Rate (kbps) 2000
Effective Downstream Data Rate (kbps) 2000
Actual Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 2000/2000
Minimum Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Attainable Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Maximum Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Minimum Low Power Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
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Maximum Interleaving Delay Upstream/Downstream (ms) 0/0
Actual Interleaving Delay Upstream/Downstream (ms) 0/0

Sub-interface Summary: total 1
------------------------------------------------------
Sub-interface name ifhandle
---------------------------------- ----------
GigabitEthernet0/1/0.1 0x215e042

show qosコマンドは、ANCPが適用されていることを確認します（ここでは ANCPは 1920 kbps
として示しされます）。

RP/0/RSP0/CPU0/router# show qos interface GigabitEthernet 0/1/0.1 out

Interface GigabitEthernet0_1_0_0.1 output Bandwidth: 1000000 kbps
ANCP: 1920 kbps
Policy: parent-3play-subscriber-line Total number of classes: 5
--------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: parent-3-play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: N/A
Shape Profile: 1 CIR: 1920 kbps CBS: 1024 bytes PIR: 1920 kbps PBS: 13312 bytes
WFQ Profile: 1 Committed Weight: 1 Excess Weight: 1
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 0: 1000000 kbps, Excess Ratio: 1
---------------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-voip
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 8 (Priority 1)
Queue Limit: 16 kbytes Profile: 3 Scale Profile: 0
Policer Profile: 0 (Single)
Conform: 65 kbps (65 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
---------------------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-video
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 9 (Priority 2)
Queue Limit: 8 kbytes (11 Unknown) Profile: 4 Scale Profile: 0
Policer Profile: 24 (Single)
Conform: 128 kbps (128 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
WRED Type: COS based Table: 0 Profile: 4 Scale Profile: 0 Curves: 3
Default RED Curve Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
WRED Curve: 1 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8kbytes
Match: 3
WRED Curve: 2 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
Match: 4
---------------------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3-play-premium
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 10 (Priority Normal)
Queue Limit: 24 kbytes Profile: 1 Scale Profile: 8
WFQ Profile: 4 Committed Weight: 100 Excess Weight: 100
Bandwidth: 1920 kbps, BW sum for Level 1: 1920 kbps, Excess Ratio: 1
---------------------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: class-default
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 11 (Priority Normal)
Queue Limit: 8 kbytes Profile: 1 Scale Profile: 0
WFQ Profile: 5 Committed Weight: 1 Excess Weight: 1
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 1: 1920 kbps, Excess Ratio: 1
---------------------------------------------------------------------------------
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インターフェイス上の QoS ポリシーの不一致：例
絶対値またはパーセント値が設定された有効な QoSポリシーは次の要件を満たす必要がありま
す。

インターフェイス速度 > ANCP比率 > QoS親シェーパーレート

正常にインターフェイスに適用されている QoSポリシーは 2種類の外部要因により無効になるこ
とがあります。これらの 2つの要因は、ANCP比率変更またはポート速度の変更です。

• ANCP比率変更：ANCP比率が低下すると、つまり ANCP比率調整係数により ANCP比率が
最上位の QoSポリシーマップのシェーパーレートを下回ると、インターフェイス上の QoS
ポリシーは無効になります。

•ポート速度の変更：ギガビットイーサネットインターフェイスポートはデフォルトの 1000
Mbpsから 10Mbpsまたは 100Mbpsモードに設定できます。この場合、インターフェイス速
度は ANCP比率および QoS親シェーパーレート未満に低下します。インターフェイス上の
QoSポリシーが無効になります。

これらの変更のいずれかが発生すると、インターフェイス上のQoSポリシーは不一致ステートに
置かれます。不一致ステートから回復するには、次のいずれかの作業を行います。

• QoSポリシーをインターフェイスから削除して、QoSポリシー値を調整し、インターフェイ
スに QoSポリシーを再適用します。

• ANCPの調整レートまたはANCP比率が変更された場合、QoSポリシーレート要件を満たす
ように ANCP比率を更新します。

•ポート速度が変更された場合、QoSポリシーレート要件を満たすように速度を更新します。

次に、ANCP比率変更およびポート速度の変更のギガビットイーサネットインターフェイス上の
次の QoSポリシーの設定への影響の例を示します。

policy-map child-3play
class 3play-voip
priority level 1
police rate 65 kbps
!
!
class 3play-video
priority level 2
police rate 128 kbps
!
random-detect cos 3 10 ms 100 ms
random-detect cos 4 20 ms 200 ms

!
class 3play-premium
bandwidth percent 100
!
Class class-default
!
end-policy-map
!
policy-map parent-3play-subscriber-line
class class-default
service-policy child-3play
bandwidth 200 mbps
bandwidth remaining percent 100
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shape average 800 mbps
!
end-policy-map
!

ANCPレート値が 999936 kbpsで、ANCP比率係数が 100 %の場合、999936という ANCPレート
値がインターフェイスに適用されます。これは要件を満たします。

インターフェイスの速度（1000000 kbps）>ANCPレート（999936 kbps）>QoS親シェーパーレー
ト（800000 kbps）

次の show qos interfaceコマンドの出力で示されているように、これはポリシーが正しく適用され
ています。

show qos interface gig0/0/0/11.1 output

Wed Mar 18 18:25:20.140 UTC
Interface: GigabitEthernet0_0_0_11.1 output Bandwidth: 1000000 kbps ANCP: 999936 kbps
Policy: parent-3play-subscriber-line Total number of classes: 5
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: N/A
Shape Profile: 1 CIR: 200000 kbps (200 mbps)
CBS: 100352 bytes PIR: 999936 kbps PBS: 12517376 bytes
WFQ Profile: 1 Committed Weight: 51 Excess Weight: 100
Bandwidth: 200000 kbps, BW sum for Level 0: 1000000 kbps, Excess Ratio: 100
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-voip
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 136 (Priority 1)
Queue Limit: 16 kbytes Profile: 3 Scale Profile: 0
Policer Profile: 0 (Single)
Conform: 65 kbps (65 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-video
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 137 (Priority 2)
Queue Limit: 8 kbytes (11 Unknown) Profile: 4 Scale Profile: 0
Policer Profile: 24 (Single)
Conform: 128 kbps (128 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
WRED Type: COS based Table: 0 Profile: 4 Scale Profile: 0 Curves: 3
Default RED Curve Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
WRED Curve: 1 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
Match: 3
WRED Curve: 2 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
Match: 4
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-premium
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 138 (Priority Normal)
Queue Limit: 2097 kbytes Profile: 2 Scale Profile: 0
WFQ Profile: 6 Committed Weight: 1020 Excess Weight: 1020
Bandwidth: 200000 kbps, BW sum for Level 1: 200000 kbps, Excess Ratio: 1
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: class-default
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 139 (Priority Normal)
Queue Limit: 65 kbytes Profile: 1 Scale Profile: 3
WFQ Profile: 0 Committed Weight: 1 Excess Weight: 1020
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 1: 200000 kbps, Excess Ratio: 1
----------------------------------------------------------------------
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ANCP 比率変更
ANCP比率が QoS親シェーパーレートより低下し（たとえば、300000 Kbps）、ANCP比率調整
係数が 100%のままの場合、ANCP比率は 800000 kbpsのQoS親シェーパーレートを超えません。
次の show qos interfaceコマンドの出力で示されているように、これによってインターフェイス上
の QoSポリシーが不一致ステートに置かれます。

show qos interface gig0/0/0/11.1 output

Wed Mar 18 18:21:11.180 UTC
Interface: GigabitEthernet0_0_0_11.1 output Bandwidth: 1000000 kbps ANCP: 299904 kbps
*Inconsistency* : ANCP - Downstream Rate less than Shaper Rate
Policy: parent-3play-subscriber-line Total number of classes: 5
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: N/A
Shape Profile: 2 CIR: 200000 kbps (200 mbps)
CBS: 100352 bytes PIR: 800000 kbps PBS: 10027008 bytes
WFQ Profile: 1 Committed Weight: 51 Excess Weight: 100
Bandwidth: 200000 kbps, BW sum for Level 0: 1000000 kbps, Excess Ratio: 100
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-voip
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 136 (Priority 1)
Queue Limit: 16 kbytes Profile: 3 Scale Profile: 0
Policer Profile: 0 (Single)
Conform: 65 kbps (65 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-video
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 137 (Priority 2)
Queue Limit: 8 kbytes (11 Unknown) Profile: 4 Scale Profile: 0
Policer Profile: 24 (Single)
Conform: 128 kbps (128 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
WRED Type: COS based Table: 0 Profile: 4 Scale Profile: 0 Curves: 3
Default RED Curve Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
WRED Curve: 1 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
Match: 3
WRED Curve: 2 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
Match: 4
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-premium
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 138 (Priority Normal)
Queue Limit: 2097 kbytes Profile: 2 Scale Profile: 0
WFQ Profile: 6 Committed Weight: 1020 Excess Weight: 1020
Bandwidth: 200000 kbps, BW sum for Level 1: 200000 kbps, Excess Ratio: 1
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: class-default
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 139 (Priority Normal)
Queue Limit: 65 kbytes Profile: 1 Scale Profile: 3
WFQ Profile: 0 Committed Weight: 1 Excess Weight: 1020
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 1: 200000 kbps, Excess Ratio: 1
----------------------------------------------------------------------

ANCP比率が設定値に戻ると、不一致は自動的にクリアされます。これは show qos interfaceコマ
ンドを実行して確認できます。
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ANCP比率がシェーピングレート未満の値に設定されている場合、不一致は自動的に消去され
ず、ポリシーを変更し、再度適用する必要があります。これを防止するには、特定のサービ

スレベルのすべてのANCP比率の最小値にポリシーマップシェーピングレートを設定してく
ださい。

（注）

ポート速度の変更

ポート速度がQoS親シェーパーレート未満に設定されている場合（たとえば、100Mbps（100000
kbps））、要件は、ポート速度が 800000 kbpsの QoS親シェーパーレートより大きくないため、
満たされません。

RP/0/RSP0/CPU0:ro-node1#conf
RP/0/RSP0/CPU0:ro-node1(config)#int gigabitEthernet 0/0/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:ro-node1(config-if)#speed 100
RP/0/RSP0/CPU0:ro-node1(config-if)#commit
LC/0/0/CPU0:Nov 4 05:36:55.041 : qos_ma_ea[197]: %QOS-QOS_EA_MODIFY_FAIL-3-ERROR :
inconsistency detected due to ANCP or Bandwidth modification. Execute show qos inconsistency,
to obtain information. Policy resolution failure
RP/0/RSP0/CPU0:ro-node1(config-if)#end

次の show qos interfaceコマンドの出力で示されているように、これによってインターフェイス上
の QoSポリシーが不一致ステートに置かれます。

RP/0/RSP0/CPU0:ro-node1#sh qos int gigabitEthernet 0/0/0/1.1 output
Interface: GigabitEthernet0_0_0_1.1 output Bandwidth: 1000000 kbps ANCP: 0 kbps
*Inconsistency* : Port speed modify fails on Policy
Policy: parent-3play-subscriber-line Total number of classes: 5
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: N/A
Shape Profile: 1 CIR: 200000 kbps (200 mbps)
CBS: 100352 bytes PIR: 800000 kbps PBS: 10027008 bytes
WFQ Profile: 1 Committed Weight: 51 Excess Weight: 100
Bandwidth: 200000 kbps, BW sum for Level 0: 1000000 kbps, Excess Ratio: 100
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-voip
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 640 (Priority 1)
Queue Limit: 16 kbytes Profile: 3 Scale Profile: 0
Policer Profile: 0 (Single)
Conform: 65 kbps (65 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-video
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 641 (Priority 2)
Queue Limit: 8 kbytes Profile: 4 Scale Profile: 0
Policer Profile: 24 (Single)
Conform: 128 kbps (128 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
WRED Type: COS based Table: 2 Profile: 4 Scale Profile: 0 Curves: 3
Default RED Curve Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
WRED Curve: 1 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
Match: 3
WRED Curve: 2 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
Match: 4
----------------------------------------------------------------------
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Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-premium
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 642 (Priority Normal)
Queue Limit: 4194 kbytes Profile: 2 Scale Profile: 1
WFQ Profile: 3 Committed Weight: 1020 Excess Weight: 1020
Bandwidth: 200000 kbps, BW sum for Level 1: 200000 kbps, Excess Ratio: 1
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: class-default
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 643 (Priority Normal)
Queue Limit: 4194 kbytes Profile: 2 Scale Profile: 1
WFQ Profile: 4 Committed Weight: 1 Excess Weight: 1
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 1: 200000 kbps, Excess Ratio: 1
----------------------------------------------------------------------

この問題を解決するには、no speedコマンドを使用してポート速度を 1000 Mbps（1000000 kbps）
に戻す必要があります。

RP/0/RSP0/CPU0:ro-node1#conf
RP/0/RSP0/CPU0:ro-node1(config)#int gigabitEthernet 0/0/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:ro-node1(config-if)#no speed
RP/0/RSP0/CPU0:ro-node1(config-if)#commit
LC/0/0/CPU0:Nov 4 05:37:39.171 : ifmgr[144]: %PKT_INFRA-LINEPROTO-5-UPDOWN : Line protocol
on Interface GigabitEthernet0/0/0/1, changed state to Up

不一致の消去は、再度 show qos interfaceコマンドを発行することによって確認できます。

show qos inconsistency コマンド：例
show qos interfaceコマンドに関連するコマンドは、QoSポリシー不一致に関する追加情報を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:RO2#show qos inconsistency detail 0 location 0/7/CPU0

Interface Lists with QoS Inconsistency Warning:
=========================================================

Node 0/7/CPU0
---------------------------------------------------------

Interfaces with QoS Inconsistency: ANCP - No Shaper at top policymap
==========================================================================
Interface Direction Policy Name SPI Name
--------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet0/7/0/1.5 output parent-none

Interfaces with QoS Inconsistency: ANCP - Downstream Rate less than Shaper Rate
==========================================================================
Interface Direction Policy Name SPI Name
--------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet0/7/0/1 output parent SPI1
GigabitEthernet0/7/0/1.2 output parent
GigabitEthernet0/7/0/1 output normal-policy-name normal-spi-name

RP/0/RSP0/CPU0:RO2#
RP/0/RSP0/CPU0:RO2#show qos inconsistency summary location 0/7/CPU0

Summary Counts of QoS Inconsistency Warnings:
=========================================================

Node 0/7/CPU0

Inconsistency Warning Type Count
--------------------------------------------------------
ANCP - No Shaper at top policymap: 1
ANCP - Downstream Rate less than Shaper Rate: 4
RP/0/RSP0/CPU0:RO2#
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その他の関連資料
ここでは、ANCPの実装に関する関連資料について説明します。

関連資料

参照先関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Getting Started Guide』

初期システム起動と設定

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Master Command Listing』

マスターコマンドリファレンス

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Modular Quality of Service Command Reference』

QoSコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Security Configuration Guide』の「Configuring
AAA Services on Cisco ASR 9000 Series Router」モ
ジュール

ユーザグループとタスク ID

標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準また

は変更された標準はありません。また、既

存の標準のサポートは変更されていませ

ん。
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MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOSXRソフトウェアを使用してMIBを検索お
よびダウンロードするには、http://cisco.com/public/
sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlにある Cisco MIB
Locatorを使用し、[Cisco Access Products]メニューか
らプラットフォームを選択します。

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFC
または改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更は
ありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。

Access Node Control Protocol の設定
Access Node Control Protocol（ANCP）は、QoS関連、サービス関連、加入者関連の操作を実行す
るために、サービス指向の集約デバイスとアクセスノード（AN）間のコントロールプレーン
（DSLAMなど）を作成します。ANCPサーバはANCP隣接（ANCPネイバーとのセッション）、
ANCPメッセージの送信と受信を受け入れ、維持します。ANCPでは、ANCPサーバが受信した、
特定の加入者のDSLレート更新がその加入者に対応するQoS設定に適用されるようにANCPポー

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

40 OL-28380-01-J  

Access Node Control Protocol の設定
MIB

http://cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml
http://cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml
http://www.cisco.com/techsupport


トとVLANサブインターフェイスの間でスタティックマッピングできます。ANCP経由で受信し
たDSLトレインレートは、ルータの加入者側インターフェイスとサブインターフェイスのシェー
ピングレートを変更するために使用されます。 ANCPはルートプロセッサ（RP）の 1つのプロ
セスとして動作します。

このモジュールでは、ANCPの実装に関する概念的および設定情報を提供します。

ラインカード、SIP および SPA のサポート

ASR 9000 用 SIP 700ASR 9000 イーサネットライン
カード

機能

noyesAccess Node Control Protocol

Cisco ASR 9000 シリーズルータ上でのアクセスノードプロトコルの設定に関する機能の履歴

変更内容リリース

Access Node Control Protocol機能が導入されました。リリース 3.7.2

イーサネットバンドル上の VLANインターフェイスへの ANCPポー
トマッピングが追加されました。

リリース 3.9.0

マルチシャーシリンク集約上の ANCPが導入されました。リリース 4.0.0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュレー
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第 4 章

モジュラ QoS の輻輳回避の設定

輻輳回避技術では、トラフィックフローをモニタすることにより、共通ネットワークのボトル

ネックでの輻輳を予測し回避します。発生した後に輻輳を制御する輻輳管理技術に対し、回避

技術は輻輳が発生する前に実行されます。

輻輳の回避は、パケットのドロップにより行われます。 Cisco IOS XRソフトウェアは、パケッ
トをドロップする次の Quality of Service（QoS）の輻輳回避技術をサポートします。

•ランダム早期検出（RED

•重み付けランダム早期検出（WRED）

•テールドロップ

このモジュールでは、次の輻輳回避技術に関連する概念および作業について説明します。

ラインカード、SIP および SPA のサポート

ASR 9000 用 SIP 700ASR 9000 イーサネットライ
ンカード

機能

yesyesランダム早期検出

yesyes重み付けランダム早期検出

yesyesテールドロップ

Cisco ASR 9000 シリーズルータのモジュラ QoS の輻輳回避の設定に関する機能履歴

変更内容リリース
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輻輳回避機能がASR 9000イーサネットラインカードで導入されまし
た。

ランダム早期検出、重み付けランダム早期検出、およびテールドロッ

プの各機能が ASR 9000イーサネットラインカードで導入されまし
た。

リリース 3.7.2

ランダム早期検出、重み付けランダム早期検出、およびテールドロッ

プの各機能が ASR 9000用 SIP 700でサポートされました。
リリース 3.9.0

• モジュラ QoS輻輳回避の設定の前提条件, 44 ページ

• モジュラ QoS輻輳回避の設定に関する情報, 44 ページ

• その他の関連資料, 59 ページ

モジュラ QoS 輻輳回避の設定の前提条件
ネットワークでの QoS輻輳回避を設定するには、次の前提条件を満たす必要があります。

適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要
があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

モジュラ QoS 輻輳回避の設定に関する情報
このマニュアルのQoS輻輳回避技術を設定するには、次の概念を理解している必要があります。

ランダム早期検出と TCP
RED輻輳回避技術は、TCPの輻輳制御メカニズムを利用しています。高輻輳期間の前にランダム
にパケットをドロップすることにより、REDはパケットの送信元に、その伝送レートを低下させ
るよう指示します。パケット送信元がTCPを使用している場合、送信元はすべてのパケットが宛
先に届くようになるまで伝送レートを下げます。これは輻輳が解消されたことを示します。 TCP
にパケットの送信速度を下げさせる手段として REDを使用できます。 TCPは停止するだけでな
く、素早く再起動して、ネットワークがサポート可能なレートに伝送レートを対応させます。

REDは時間の損失を分散させて、トラフィックのバーストを吸収しながら通常の低いキューの深
さを維持します。インターフェイスでイネーブルにすると、REDは、設定時に選択したレートで
輻輳が発生した場合にパケットのドロップを開始します。
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WRED のキュー制限
キュー制限は、各キューに使用可能なバッファ数を微調整するために使用されます。これはキュー

イングクラスでのみ使用できます。デフォルトのキュー制限は、指定されたキューのサービス

レートの 100 msです。サービスレートは、最小保証帯域幅と特定のクラスに暗黙的または明示
的に割り当てられた残存帯域幅の合計です。

キュー制限は、8KB、16KB、24KB、32KB、48KB、64KB、96KB、128KB、192KB、256KB、
384 KB、512 KB、768 KB、1024 KB、1536 KB、2048 KB、3072 KB、4196 KB、8192 KB、16394
KB、32768 KB、65536 KB、131072 KB、262144 KBのいずれかの値に丸められます。

テールドロップと FIFO キュー
テールドロップは、出力キューが満杯のときに、輻輳が削除されるまでパケットをドロップする

輻輳回避技術です。テールドロップでは、すべてのトラフィックフローを平等に扱い、サービ

スクラス間で区別しません。テールドロップは、ファーストインファーストアウト（FIFO）
キューに入り、下位リンク帯域幅によって決定したレートで転送された未分類のパケットを管理

します。

Cisco ASR 9000シリーズルータでのモジュラ QoSサービスパケットの分類およびマーキングの
設定の「デフォルトトラフィッククラス」の項を参照してください。

ランダム早期検出の設定

この設定作業はWREDで行う場合と同様ですが、random-detect precedenceコマンドは設定せず
に、REDをイネーブルにするために、defaultキーワードを指定した random-detectコマンドを使
用する必要があります。

制約事項

class-defaultを含む任意のクラスで random-detect defaultコマンドを設定する場合は、次のいずれ
かのコマンドを設定する必要があります。

• shape average

• bandwidth

• bandwidth remaining

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュレー
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手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-map-name
3. class class-name
4. random-detect {cos value | default | discard-class value | dscp value | exp value | precedence value |

min-threshold [units] max-threshold [units] }
5. bandwidth {bandwidth [units] | percent value}または bandwidth remaining [percent value | ratio

ratio-value
6. shape average {percent percentage | value [units]}
7. exit
8. exit
9. interface type interface-path-id
10. service-policy {input | output} policy-map
11. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

policy-map policy-map-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができる
ポリシーマップを作成または修正し、サービスポリ

シーを指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開

始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class1

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定し
ます。
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトの最小しきい値および最大しきい値を使用した

REDをイネーブルにします。
random-detect {cos value | default |
discard-class value | dscp value | exp value |
precedence value | min-threshold [units]
max-threshold [units] }

ステップ 4   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
random-detect default

（任意）ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる

帯域幅を指定します。

bandwidth {bandwidth [units] | percent
value}または bandwidth remaining
[percent value | ratio ratio-value

ステップ 5   

または

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth percent 30

（任意）さまざまなクラスに残りの帯域幅を割り当てる方法

を指定します。

（注） •非デフォルトクラスには、これらの設定のい
ずれかが必要です。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 20

（任意）指定されたビットレートまたは使用可能な帯域幅

のパーセンテージに従い、トラフィックをシェーピングしま

す。

shape average {percent percentage | value
[units]}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
shape average percent 50

ステップ 6   

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 7   

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻し

ます。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
exit

ステップ 8   

コンフィギュレーションモードを開始し、インターフェイ

スを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface TenGigE 0/2/0/0

ステップ 9   

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュレー
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力

インターフェイスまたは出力インターフェイスにポリシー

マップを付加します。

service-policy {input | output} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 10   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインターフェ
イスから送信されるすべてのトラフィックを評価しま

す。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 11   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
commit

ンセッションが終了して、ルータが EXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットさ

れません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。
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ランダム早期検出の設定

手順の概要

1.
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. random-detect {cos value | default | discard-class value | dscp value | exp value | precedence value |

min-threshold [units] max-threshold [units] }
5. random-detect {discard-class value | dscp value | exp value | precedence value | min-threshold [units]

max-threshold [units] }
6. bandwidth {bandwidth [units] | percent value}
7. bandwidth remaining percent value
8. shape average {percent percentage | value [units]}
9. exit
10. exit
11. interface type interface-path-id
12. endまたは commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

例：

RP/0//CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

policy-map policy-name

例：

RP/0//CPU0:router(config)# policy-map
policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができ
るポリシーマップを作成または修正し、サービスポリ

シーを指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを

開始します。

class class-name

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap)# class
class1

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定し
ます。

最小および最大のしきい値を持つ REDを有効にします。random-detect {cos value | default |
discard-class value | dscp value | exp value |

ステップ 4   

precedence value | min-threshold [units]
max-threshold [units] }

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュレー
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
random-detect default

デフォルトの最小しきい値および最大しきい値を使用した

REDをイネーブルにします。
random-detect {discard-class value | dscp
value | exp value | precedence value |
min-threshold [units] max-threshold [units] }

ステップ 5   

例：

RP/0/0/CPU0:router(config-pmap-c)#
random-detect 1000000 2000000

（任意）ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる

帯域幅を指定します。

bandwidth {bandwidth [units] | percent
value}

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth percent 30

ステップ 6   

（任意）さまざまなクラスに残りの帯域幅を割り当てる方

法を指定します。

bandwidth remaining percent value

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 20

ステップ 7   

（任意）指定されたビットレートまたは使用可能な帯域幅

のパーセンテージに従い、トラフィックをシェーピングし

ます。

shape average {percent percentage | value
[units]}

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)# shape
average percent 50

ステップ 8   

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻します。

exit

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)# exit

ステップ 9   

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻し

ます。

exit

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap)# exit

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始し、インターフェイ

スを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0//CPU0:router(config)# interface
pos 0/2/0/0

ステップ 11   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力

インターフェイスまたは出力インターフェイスにポリシー

マップを付加します。

例：

RP/0//CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

•この例では、トラフィックポリシーでそのインター
フェイスから送信されるすべてのトラフィックを評価

します。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 12   

例：

RP/0//CPU0:router(config-cmap)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0//CPU0:router(config-cmap)# commit yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレー
ションセッションで継続されます。コンフィギュレー

ションセッションは終了せず、設定変更もコミットさ

れません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。

重み付けランダム早期検出の設定

WREDは、指定した基準に基づいてパケットを選択的にドロップします（CoS、DSCP、EXP、廃
棄クラス、優先順位など）。WREDは、これらの一致基準を使用して、異なるタイプのトラフィッ
クの処理方法を決定します。

random-detectコマンドと異なる CoS、DSCP、EXP、および廃棄クラスの値を使用して、WRED
を設定します。値には、そのフィールドにおいて有効な値の範囲またはリストを指定できます。
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また、最小キューしきい値および最大キューしきい値を使用して、ドロップするポイントを決定

できます。

パケットが着信すると、次の処理が行われます。

•キューサイズが最小キューしきい値よりも小さい場合、着信パケットはキューイングされま
す。

•キューサイズがそのトラフィックタイプの最小キューしきい値と、インターフェイスの最
大しきい値の間の場合、そのトラフィックタイプのパケットドロップ確率に応じて、パケッ

トはドロップされるか、キューイングされます。

•キューサイズが最大しきい値を超える場合、パケットはドロップします。

制約事項

random-detect dscpコマンドを設定する場合は、shape average、bandwidth、および bandwidth
remainingのいずれかのコマンドを設定する必要があります。

クラスごとに 2つの最小しきい値および最大しきい値（それぞれ異なる一致基準）のみを設定で
きます。

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. random-detect dscp dscp-value min-threshold [units] max-threshold [units]
5. bandwidth {bandwidth [units] | percent value} or bandwidth remaining [percent value | ratio

ratio-value]
6. bandwidth {bandwidth [units] | percent value}
7. bandwidth remaining percent value
8. shape average {percent percentage | value [units]}
9. queue-limit value [units] RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# queue-limit 50 ms
10. exit
11. interface type inteface-path-id
12. service-policy {input | output} policy-map
13. endまたは commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始します。policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポ
リシーマップを作成または修正し、サービスポリシーを

指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開始

します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class1

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま
す。

DSCP値の最小および最大パケットしきい値を変更します。random-detect dscp dscp-value
min-threshold [units] max-threshold [units]

ステップ 4   

• WREDをイネーブルにします。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#

• dscp-value：DSCP値を設定する0～63の数。数値の代わり
に、予約済みキーワードも指定できます。

random-detect dscp af11 1000000
bytes 2000000 bytes • min-threshold：指定した単位の最小しきい値。平均キュー

の長さが最小しきい値に達すると、WREDでは、指定され
たDSCPの値で一部のパケットがランダムにドロップされ
ます。

• max-threshold：指定した単位の最大しきい値。キューの平
均の長さが最大しきい値を超えると、WREDは指定した
DSCP値のすべてのパケットをドロップします。

• units：しきい値の単位。これには、bytes、gbytes、kbytes、
mbytes、ms（ミリ秒）、packets、またはus（マイクロ秒）
を指定できます。デフォルトは packetsです。

•次に、DSCP AF11のパケットで、WREDの最小しきい値
が 1,000,000バイト、最大しきい値が 2,000,000バイトの場
合の例を示します。

（任意）ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる帯域

幅を指定します。

bandwidth {bandwidth [units] | percent
value} or bandwidth remaining [percent
value | ratio ratio-value]

ステップ 5   

または

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth percent 30

（任意）さまざまなクラスに残りの帯域幅を割り当てる方法を

指定します。

（注） •非デフォルトクラスには、これらの設定のいず
れかが必要です。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 20
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる帯域

幅を指定します。

bandwidth {bandwidth [units] | percent
value}

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth percent 30

ステップ 6   

•この例では、class1クラスへのインターフェイス帯域幅の
30%が保証されます。

（任意）さまざまなクラスに残りの帯域幅を割り当てる方法を

指定します。

bandwidth remaining percent value

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 20

ステップ 7   

• 70パーセントの残りの帯域幅は、設定済みのすべてのクラ
スで共有されます。

•この例では、class1クラスは 70 %の 20 %を受信します。

（任意）指定されたビットレートまたは使用可能な帯域幅の

パーセンテージに従い、トラフィックをシェーピングします。

shape average {percent percentage | value
[units]}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
shape average percent 50

ステップ 8   

（任意）キュー制限を変更して、各キューで使用可能なバッファ

量を微調整します。デフォルトのキュー制限は、指定された

キュークラスのサービスレートの 100 msです。

queue-limit value [units]
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
queue-limit 50 ms

ステップ 9   

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻しま

す。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
exit

ステップ 10   

コンフィギュレーションモードを開始し、インターフェイスを

設定します。

interface type inteface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface gigabitethernet 0/2/0/0

ステップ 11   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力イン

ターフェイスまたは出力インターフェイスにポリシーマップを

付加します。

service-policy {input | output} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 12   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインターフェイ
スから送信されるすべてのトラフィックを評価します。

•入力ポリシーは無効です。bandwidthおよび bandwidth
remainingコマンドは、入力ポリシーに適用できません。
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 13   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータが EXECモードに戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレーショ
ンセッションで継続されます。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

テールドロップの設定

クラスの一致基準を満たすパケットは、サービスを提供されるまで、クラス用に予約されたキュー

に蓄積されます。queue-limitコマンドを使用して、クラスの最大しきい値を定義します。最大し
きい値に達したとき、クラスキューへの待機パケットはテールドロップ（パケットドロップ）

します。

queue-limitの値には、queue_bandwidthの基準値として、キューの保証サービスレート（GSR）
が使用されます。クラスに帯域幅の割合が関連付けられている場合、queue-limitは、そのクラス
用に予約された帯域幅の割合に設定されます。

キューの GSRがゼロの場合は、次を使用してデフォルトの queue-limitを計算します。

•非階層型ポリシー内のキューのインターフェイス帯域幅の 1%。

•階層型ポリシー内のキューの最小の親シェーピングレートおよびインターフェイスレート
の 1%。

デフォルトキュー制限（パケット数）= (200 ms * (キューの帯域幅またはシェーパー比率) / 8) /平
均パケットサイズ（250バイト）
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デフォルトの queue-limitは、キューの帯域幅の 100 msのバイトに設定されます。デフォルト
のキュー制限の計算（バイト単位）には、次の式が使用されます。??bytes = (100 ms / 1000 ms)
* queue_bandwidth kbps)) / 8

（注）

制約事項

•クラス内で queue-limitコマンドを設定する場合は、priority、shape average、bandwidth、ま
たは bandwidth remainingのいずれかのコマンドを設定する必要があります。

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. queue-limit value [units]
5. class class-name
6. bandwidth {bandwidth [units] | percent value}
7. bandwidth remaining percent value
8. exit
9. exit
10. interface type interface-path-id
11. service-policy {input | output} policy-map
12. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができる
ポリシーマップを作成または修正し、サービスポリシー

を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開

始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class1

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま
す。

ポリシーマップに設定したクラスポリシー用にキューが保持

できる最大値を指定または変更します。 units引数のデフォル
ト値は packetsです。

queue-limit value [units]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
queue-limit 1000000 bytes

ステップ 4   

•この例では、キュー制限が 1,000,000バイトに到達する
と、このクラスキューへの待機パケットはドロップされ

ます。例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
priority level 1

ポリシーマップに属するトラフィックのクラスにプライオリ

ティを指定します。

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
police rate percent 30

トラフィックポリシングを設定します。

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class2

ステップ 5   

•この例では、class2が設定されます。

（任意）ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる帯

域幅を指定します。

bandwidth {bandwidth [units] | percent
value}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth percent 30

ステップ 6   

•この例では、クラス class2へのインターフェイス帯域幅
の 30%が保証されます。

（任意）さまざまなクラスに残りの帯域幅を割り当てる方法

を指定します。

bandwidth remaining percent value

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 20

ステップ 7   

•この例では、残りのインターフェイス帯域幅の 20 %を
class2クラスに割り当てます。

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻

します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻しま

す。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
exit

ステップ 9   

コンフィギュレーションモードを開始し、インターフェイス

を設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface pos 0/2/0/0

ステップ 10   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力イ

ンターフェイスまたは出力インターフェイスにポリシーマッ

プを付加します。

service-policy {input | output} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 11   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインターフェ
イスから送信されるすべてのトラフィックを評価します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 12   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
セッションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。
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その他の関連資料
ここでは、QoS輻輳回避の実装に関する関連資料について説明します。

関連資料

参照先関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Getting Started Guide』

初期システム起動と設定

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Master Command Listing』

マスターコマンドリファレンス

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Modular Quality of Service Command Reference』

QoSコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Security Configuration Guide』の「Configuring
AAA Services on Cisco ASR 9000 Series Router」モ
ジュール

ユーザグループとタスク ID

標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準また

は変更された標準はありません。また、既

存の標準のサポートは変更されていませ

ん。
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MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOSXRソフトウェアを使用してMIBを検索お
よびダウンロードするには、http://cisco.com/public/
sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlにある Cisco MIB
Locatorを使用し、[Cisco Access Products]メニューか
らプラットフォームを選択します。

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFC
または改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更は
ありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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第 5 章

モジュラ QoS の輻輳管理の設定

輻輳管理は、ネットワーク上で輻輳が発生した後に輻輳を制御します。輻輳の管理は、パケッ

トキューイング方式を使用し、トラフィック調整メカニズムを使用してパケットフローをシェー

ピングすることにより、Cisco IOS XR ソフトウェア上で行われます。

サポートされているトラフィック調整メカニズムのタイプは、次のとおりです。

•トラフィックシェーピングは、次のことを実行します。

◦ Modified Deficit Round Robin（MDRR）

◦低遅延キューイング（LLQ）とストリクトプライオリティキューイング（PQ）

•トラフィックポリシングは、次のことを実行します。

◦カラーブラインド

◦カラーアウェア（入力方向）

ラインカード、SIP および SPA のサポート

次の表に、ASR 9000イーサネットラインカードおよびASR 9000用 SIP 700でサポートされる機
能を示します。

ASR 9000 用 SIP 700ASR 9000 イーサネットライ
ンカード

機能

yesnoDEIを使用した輻輳管理

yesyes保証帯域幅および残存帯域幅

yesyes低遅延キューイングとストリク

トプライオリティキューイング

yesyesトラフィックポリシング
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ASR 9000 用 SIP 700ASR 9000 イーサネットライ
ンカード

機能

yesyesトラフィックシェーピング

Cisco ASR 9000 シリーズルータのモジュラ QoS の輻輳管理の設定に関する機能履歴

変更内容リリース

輻輳回避機能がASR 9000イーサネットラインカードで導入されまし
た。

保証帯域幅、残存帯域幅、低遅延キューイングとストリクトプライオ

リティキューイング、トラフィックポリシング、およびトラフィッ

クシェーピングの各機能がASR9000イーサネットラインカードで導
入されました。

リリース 3.7.2

保証帯域幅、残存帯域幅、低遅延キューイングとストリクトプライオ

リティキューイング、トラフィックポリシング、およびトラフィッ

クシェーピングの各機能が ASR 9000用 SIP 700でサポートされまし
た。

リリース 3.9.0

DEI機能を使用した輻輳管理が ASR 9000イーサネットラインカード
で導入されました。

リリース 4.0.0

police rateコマンドの更新により、ポリシングレートおよびバースト
サイズのパケットベースでの指定が追加されました。

リリース 4.0.1

2レート 3カラーポリサー機能が追加されました（conform-colorコ
マンドおよび exceed-colorコマンドを含む）。この機能は、SIP 700
ラインカードの入力側に適用されます。

リリース 4.1.0

IPv6ACL機能に対して設定されたアカウンティングおよび QoSが追
加されました。

リリース 4.2.1

• QoS輻輳管理を設定するための前提条件, 63 ページ

• 輻輳管理の設定に関する情報, 63 ページ

• QoS輻輳管理の設定方法, 80 ページ

• BVIに対するトラフィックポリシング, 106 ページ

• ECNの設定, 110 ページ

• 輻輳管理の設定例, 112 ページ
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• その他の関連資料, 116 ページ

QoS 輻輳管理を設定するための前提条件
ネットワークでの QoS輻輳管理を設定するには、次の前提条件を満たす必要があります。

•適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している
必要があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれ
ます。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA
管理者に連絡してください。

• Cisco IOS XR QoSの設定作業と概念に関する知識が必要です。

輻輳管理の設定に関する情報
輻輳管理を設定するには、次の概念を理解する必要があります。

輻輳管理の概要

輻輳管理機能では、パケットに割り当てられた優先順位に基づいて、トラフィックフロー（また

はパケット）がインターフェイスに送信される順番を決定することにより、輻輳を制御できます。

輻輳管理は、キューを作成し、そのキューにパケットの分類に基づいてパケットを割り当て、

キューにあるパケットの送信をスケジューリングする必要があります。 Cisco IOS XRソフトウェ
アの輻輳管理機能を使用すると、異なる番号のキューの作成を指定したり、トラフィックの差別

の度合いを大きくまたは小さくしたり、トラフィックが送信される順番を指定したりできます。

トラフィックフロー量が少ない間、つまり輻輳が存在しないときは、パケットは、着信するとす

ぐにインターフェイスに送信されます。発信インターフェイスでの送信輻輳中、パケットは、イ

ンターフェイスが送信可能な速度より速く到達します。輻輳管理機能を使用すると、インター

フェイスに蓄積しているパケットが、インターフェイスでパケットを送信できるようになるまで

キューイングされます。その後、パケットに割り当てられたプライオリティと、インターフェイ

スに設定されたキューイング方式に従って送信がスケジューリングされます。ルータで、どのパ

ケットをどのキューに配置するかや、キューをそれぞれどのように処理するかをコントロールす

ることで、パケット送信の順番が決定されます。

パケットが契約およびサービスに従うようにするには、キューイング方式に加えて、ポリサーや

シェーパーなどの Qo S輻輳管理メカニズムが必要です。ポリシングとシェーピングの両方のメ
カニズムでは、パケットのトラフィック記述子を使用します。

ポリサーとシェーパーは、通常はトークンバケットメカニズムを使用した同じ方法でトラフィッ

ク記述子違反を識別しますが、違反への対応方法は異なります。ポリサーは、通常トラフィック

フローをドロップします。一方、シェーパーは、バッファまたはキューイングメカニズムを使用

して過剰なトラフィックフローを遅らせることにより、トラフィックを保持して後で送信しま

す。
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トラフィックシェーピングとトラフィックポリシングは連携して機能します。たとえば、優れ

たトラフィックシェーピングスキームを使用すると、ネットワーク内のノードの異常なフローを

簡単に検出できます。

Modified Deficit Round Robin：欠陥修正ラウンドロビン
MDRRは、最大8個のトラフィッククラスのキューイングが可能なクラスベースの複合スケジュー
リングメカニズムです。MDRRはクラスベース重み付け均等化キューイング（CBWFQ）と同様
に動作し、顧客の一致基準（アクセスリストなど）に基づくトラフィッククラスの定義が可能に

なります。ただし、MDRRでは重み付け均等化キューイングアルゴリズムは使用されません。

MDRRがキューイング戦略に設定されている場合は、空ではないキューが1つずつ処理されます。
キューが処理されるたびに、一定量のデータがキューから取り出されます。その後に、アルゴリ

ズムは次のキューを処理します。キューが処理されると、キューから取り出された設定値を超え

るデータのバイト数がMDRRに記録されます。次のパスでは、キューを再び処理するときに、以
前に処理された超過データを埋め合わせるために、より少ないデータがキューから取り出されま

す。その結果、キュー単位でキューから取り出されるデータの平均量が設定値に近くなります。

また、MDRRにより、遅延に影響されやすいトラフィックのストリクトプライオリティキューが
可能になります。

MDRR内の各キューは 2つの変数で定義されます。

•定量値：各ラウンドで処理される平均バイト数。

•不足カウンタ：各ラウンドでキューから送信されるバイト数。カウンタは、定量値に合わせ
て初期化されます。

キューのパケットは不足カウンタがゼロより大きい限り処理されます。各パケットが処理される

と、そのバイト長と同じ値だけ不足カウンタが減少します。不足カウンタがゼロまたは負になっ

た後には、キューを処理できなくなります。新しい各ラウンドでは、空ではない各キューの不足

カウンタが定量値の分だけインクリメントされます。

低遅延キューイングとストリクトプライオリティキューイング

LLQ機能により、MDRRスケジューリングメカニズムにおいてストリクトプライオリティキュー
イング（PQ）を使用できます。ストリクトプライオリティモードの PQは、場合によっては他
のすべてのトラフィックを犠牲にして、1つのタイプのトラフィックが送信されることを確保し
ます。 PQでは、低プライオリティキューは悪影響を受けることがあり、最悪の場合、帯域幅の
一部が使用可能な場合や、クリティカルなトラフィックの伝送レートが高い場合に、そのパケッ

トが送信できなくなります。

ストリクトPQでは、音声などの遅延に影響されやすいデータを、他のキューのパケットをキュー
から取り出す前にキューから取り出して送信できます。

LLQにより、MDRR内の単一のストリクトプライオリティキューをクラスレベルでイネーブル
にし、クラスに属するトラフィックを誘導できます。ストリクトプライオリティキューに従っ

てクラストラフィックをランク付けするには、ポリシーマップの名前が付いたクラスを指定し、
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priorityコマンドをクラスに設定します。（priorityコマンドが適用されるクラスは、プライオリ
ティクラスだと見なされます）。ポリシーマップで、1つまたは複数の優先ステータスを指定で
きます。 1つのポリシーマップに複数のクラスがプライオリティクラスとして設定されている場
合、これらのクラスからのトラフィックはすべて、同じ単一の完全プライオリティキューに入力

されます。

priorityコマンドを使用すると、トラフィックの指定に使用する有効な一致基準のいずれかにスト
リクト PQを割り当てることができます。クラスへのトラフィックの指定方式には、アクセスリ
スト、プロトコル、IP precedence、および IP DiffServコードポイント（DSCP）値などがありま
す。さらに、アクセスリスト内で、IPヘッダーの IPタイプオブサービス（ToS）バイトの最初
の 6ビットを使用して設定した DSCP値に基づいたトラフィックの一致が可能になるよう指定で
きます。

設定されているアカウンティング

設定されているアカウンティングは、ポリシングおよびシェーピングのオーバーヘッド（パケッ

ト長）を制御します。ポリシーをインターフェイスに適用するときに、サービスポリシーでアカ

ウントオプションを指定できます。バンドルインターフェイスでは、設定されたアカウンティ

ングオプションは、すべてのメンバインターフェイスに適用されます。

設定されたアカウンティングオプションはCRS-MSC-140Gでの入力および出力ポリシング、キュー
イング、および統計情報に使用できます CRS-MSC-40Gでは、設定されているアカウンティング
オプションはキューイングに使用できません。

前提条件および制約事項

•接続されたインターフェイスで提供される QoS処理と一致するように、パケットサイズの
アカウンティングを調整できます。

• ASR 9000イーサネットラインカードおよび Enhanced Ethernetラインカードでサポートされ
ます。

•サポートされるアカウント値は、-48～ +48です。

•入力シェーピングアカウンティングはサポートされません（入力および出力ポリシングア
カウンティングと出力シェーピングアカウンティングはサポートされます）。

•ポリシー適用後の動的なアカウンティングオーバーヘッドの変更はサポートされません

IPv6 ACL の QoS
Modular Weapon-Xラインカードは、送信元 IP、宛先 IP、送信元ポート、宛先ポート、プロトコ
ル、ToS、ホップリミット、およびACLベースの分類に基づいて IPv6プロパティの分類をサポー
トします。

サポートされているインターフェイスを以下に示します。
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Enhanced Ethernet ラインカードイーサネットラインカードサポートされているインター

フェイス

yesyesL3メインインターフェイス

yesyesL3サブインターフェイス

yesyesL3バンドルインターフェイス/
サブインターフェイス

yesnoL2メインインターフェイス

yesnoL2サブインターフェイス

yesnoL2バンドルインターフェイス/
サブインターフェイス

トラフィックシェーピング

トラフィックシェーピングでは、インターフェイスから出力されるトラフィックフローを制御し

て、リモートターゲットインターフェイスの速度に合わせてトラフィックフローを伝送するこ

とにより、指定されているポリシーにトラフィックを適合させることができます。ダウンスト

リーム要件を満たすように、特定のプロファイルに適合するトラフィックをシェーピングできる

ため、データレートが一致しないトポロジで発生するボトルネックが排除されます。

送信元からターゲットインターフェイスへのデータ伝送レートを一致させるには、次のいずれか

に合わせてデータ転送を制限できます。

•特定の設定レート

•輻輳レベルに基づいて抽出されたレート

転送レートは、トークンバケットを構成する 3つの要素（バーストサイズ、中間レート、および
時間（測定）間隔）に依存します。中間レートは、バーストサイズを時間間隔で割った商と一致

します。

トラフィックシェーピングがイネーブルになっている場合は、インターフェイスのビットレート

が、時間間隔の整数倍を超えて、中間レートを上回ることはありません。つまり、すべての時間

間隔で、最大バーストサイズを送信できます。ただし、時間間隔内の任意の時点で、ビットレー

トが中間レートを上回ることがあります。

ピークバーストサイズが 0の場合は、インターフェイスが時間間隔ごとにバーストサイズしか
送信しないため、平均レートが中間レートを超えることはありません。ただし、ピークバースト

サイズが 0より大きい場合は、過去に最大量が送信されたことがなければ、インターフェイスは
1バースト内でバーストサイズとピークバーストを足したビット数を送信できます。ある時間間
隔中にバーストサイズ未満のビット数が送信された場合は、ピークバーストサイズを超えない

残りのビット数を使用して、次の時間間隔でバーストサイズを超えるビット数を送信できます。
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シェーピングメカニズムによるトラフィックの調整

着信パケットがインターフェイスに着信すると、分類技術（アクセスコントロールリスト

（ACL）、モジュラ QoS CLI（MQC）による IP precedenceビットの設定など）を使用してパケッ
トが分類されます。パケットが、指定された分類と一致した場合は、トラフィックシェーピング

メカニズムが継続されます。そうでない場合は、それ以上の処理が行われません。

図 1に、トラフィックシェーピングメカニズムによるトラフィックフローの調整方法を示しま
す。

図 3：トラフィックシェーピングメカニズムによるトラフィックの調整方法

指定された条件を満たしているパケットが、トークンバケット内に配置されます。トークンバ

ケットの最大サイズは、適合バースト（Bc）サイズ + Beサイズです。トークンバケットは、Tc
ごとに Bcに相当するトークンの固定レートで満たされます。これは、設定されたトラフィック
シェーピングレートです。

トラフィックシェーピングメカニズムがアクティブ（つまり、設定されたトラフィックシェー

ピングレートを上回るパケットがすでに転送キュー内に存在する）場合は、Tcごとに、トラフィッ
クシェーパーが、転送キュー内に送信に十分なパケットが存在する（つまり、トラフィックの最

大 Bc（または Bc + Be）に到達している）かどうかをチェックします。

トラフィックシェーパーがアクティブになっていない（つまり、転送キュー内に設定されたトラ

フィックシェーピングを上回るパケットが存在しない）場合は、トラフィックシェーパーがトー

クンバケット内のトークンの数をチェックします。次のどちらかになります。

•トークンバケット内に十分なトークンが存在する場合は、パケットが送信（転送）されま
す。

•トークンバケット内に十分なトークンが存在しない場合は、パケットが後で転送するために
シェーピングキュー内に配置されます。
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トラフィックポリシング

一般的に、トラフィックポリシングでは、インターフェイス上で送受信するトラフィックの最大

レートを制御したり、ネットワークを複数のプライオリティレベルまたはサービスクラス（CoS）
に区切ることができます。

トラフィックポリシングでは、トークンバケットアルゴリズムを介して、トラフィックの最大

レートを管理します。トークンバケットアルゴリズムでは、ユーザが設定した値を使用して、

特定の瞬間にインターフェイス上で許可されるトラフィックの最大レートを決定します。トーク

ンバケットアルゴリズムは、（トラフィックポリシングでトラフィックポリシーが設定された

場所により）インターフェイスを出入りするすべてのトラフィックによって影響を受け、複数の

大きなパケットが同じトラフィックストリームで送信される場合に、ネットワーク帯域幅の管理

に役立ちます。

トラフィックポリシングは、多くの場合、ネットワークに出入りするトラフィックのレートを制

限するためにネットワークのエッジのインターフェイスで設定されます。最も一般的なトラフィッ

クポリシングの設定では、CIRに適合したトラフィックは送信され、超過したトラフィックはプ
ライオリティを下げて送信されるかドロップされます。ユーザはネットワークのニーズに合わせ

てこれらの設定オプションを変更できます。トラフィックポリシングでは、認定情報レート

（CIR）のバーストサイズ（Bc）を設定することにより、一定量の帯域幅管理も行えます。最大
情報レート（PIR）がサポートされている場合は、2番めのトークンバケットが有効になり、トラ
フィックポリサーは 2レートポリサーと呼ばれます。

ポリシングメカニズムによるトラフィックの調整

ここでは、シングルレートポリシングおよび 2レートポリシングメカニズムについて説明しま
す。

シングルレートポリサー

シングルレートの 2アクションポリサーでは、各パケットに対する 2つのアクション（conform
アクションおよび exceedアクション）を実行する単一のトークンバケットを使用できます。
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図 2に、シングルレートのトークンバケットポリサーにより、CIR適合またはCIR超過としてパ
ケットをマーキングし、アクションを割り当てる方法を示します。

図 4：パケットのマーキングおよびアクションの割り当て：シングルレートポリサー

トークンバケットへのトークン更新の間隔（Tc）は、パケットがトラフィックポリサーに着信す
るたびに CIR値で更新されます。 Tcトークンバケットには Bc値まで含めることができ、この値
には、特定のバイト数または期間を指定できます。サイズ Bのパケットが Tcトークンバケット
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を超える場合、パケットはCIR値を超え、設定されたアクションが実行されます。サイズBのパ
ケットが Tcトークンバケット未満の場合、パケットは適合し、設定された異なるアクションが
実行されます。

2 つのレートを使用したポリシング機能
2レートポリサーは、2つのトークンバケット（認定トークンバケットおよび最大トークンバ
ケット）を使用してトラフィックの最大レートを管理します。デュアルトークンバケットアル

ゴリズムは、ユーザが設定した値を使用して、特定の時点においてキューで許可されるトラフィッ

クの最大レートを決定します。これにより、2レートポリサーは、2つの独立したレート（認定
情報レート（CIR）および最大情報レート（PIR））でトラフィックを測定できます。

認定トークンバケットは、オーバーフローする前には認定バースト（bc）のサイズまでのバイト
数を保持できます。次に説明するように、このトークンバケットは、CIRに適合しているか、ま
たは CIRを超過しているかを判断するトークンを保持しています。

•一定時間での平均バイト数により認定トークンバケットがオーバーフローしない場合、トラ
フィックストリームは適合しています。この場合、トークンバケットアルゴリズムはトラ

フィックストリームを緑色でマーキングします。

•トラフィックストリームにより認定トークンバケットが最大トークンバケットにオーバー
フローした場合、トラフィックストリームは超過しています。この場合、トークンバケッ

トアルゴリズムはトラフィックストリームを黄色でマーキングします。トラフィックがポ

リシングレートを超過している間は、最大トークンバケットが満たされた状態になります。

最大トークンバケットは、オーバーフローする前にはピークバーストサイズ（be）までのバイト
数を保持できます。このトークンバケットは、パケットがPIRに違反しているかを判断するトー
クンを保持しています。トラフィックストリームにより最大トークンバケットがオーバーフロー

した場合、トラフィックストリームは違反しています。この場合、トークンバケットアルゴリ

ズムはトラフィックストリームを赤色でマーキングします。

デュアルトークンバケットアルゴリズムでは、各パケットに対する 3つのアクション（conform
アクション、exceedアクション、および任意の violateアクション）を使用できます。 2レートポ
リサーを設定した状態でキューに入るトラフィックは、これらのカテゴリのいずれかに配置され

ます。これら 3つのカテゴリ内で、ユーザはパケットの処理を決定できます。たとえば、適合す
るパケットは送信されるように設定し、超過するパケットはプライオリティを低くして送信され

るように設定し、違反するパケットはドロップされるように設定できます。
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図 3に、2レートポリサーを使用してパケットをマーキングする方法、および対応するアクショ
ンをパケットに割り当てる方法を示します。

図 5：パケットのマーキングおよびアクションの割り当て：2 レートポリサー

たとえば、250 kbpsのレートでデータストリームが 2レートポリサーに着信した場合に、CIRが
100 kbps、PIRが 200 kbpsの場合、ポリサーはパケットを次のようにマーキングします。

• 100 kbpsはレートに適合

• 100 kbpsはレートを超過

• 50 kbpsはレートに違反

ルータは認定トークンバケットと最大トークンバケットの両方のトークンを次のように更新しま

す。

•ルータは、パケットがインターフェイスに着信するたびに認定トークンバケットをCIR値で
更新します。認定トークンバケットには、認定バースト（bc）値まで含めることができま
す。

•ルータは、パケットがインターフェイスに着信するたびに最大トークンバケットをPIR値で
更新します。最大トークンバケットには、ピークバースト（be）値まで含めることができ
ます。

•着信パケットがCIRに適合した場合、ルータはパケットに対して適合アクションを実行し、
そのパケットのバイト数だけ認定トークンバケットと最大トークンバケットの両方をデク

リメントします。
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•着信パケットが CIRを超過した場合、ルータはパケットに対して confirmアクションを実行
し、そのパケットのバイト数だけ認定トークンバケットをデクリメントし、パケットのオー

バーフローバイト数だけ最大トークンバケットをデクリメントします。

•着信パケットが PIRを超過した場合、ルータはパケットに対して違反アクションを実行しま
すが、最大トークンバケットをデクリメントしません。

認定バーストおよび超過バースト

トラフィックシェーパーとは異なり、トラフィックポリサーは超過パケットをバッファせず、後

で送信します。代わりに、ポリサーはバッファリングせずに「送信または送信なし」のポリシー

を実行します。輻輳期間中には、超過バーストパラメータを適切に設定することにより、ポリ

サーによるパケットのドロップを抑えることができます。したがって、ルータがポリシングが認

定（標準）バースト値および超過バースト値を使用して、設定された認定情報レート（CIR）に到
達することを確保する仕組みを理解することが重要です。

バーストパラメータは、ルータの一般的なバッファリングルールに基づいており、ラウンドト

リップ時間のビットレートと同じになるようにバッファリングを設定して、輻輳期間中における

すべての接続の、未処理の TCPウィンドウに対応することが推奨されます。

ここでは、認定バーストと超過バースト、およびこれらを計算するための推奨される式について

説明します。

•認定バースト

•超過バースト

•認定レートに対するパケットの適合または超過の決定

認定バースト

policeコマンドの認定バースト（bc）パラメータでは、トラフィックを測定するためにルータが使
用する 1番めの適合（緑色）トークンバケットが実装されます。 bcパラメータにより、このトー
クンバケットのサイズが設定されます。最初は、トークンバケットは一杯の状態で、トークン

カウントは認定バーストサイズ（CBS）と同じです。その後、メーターは、認定情報レート
（CIR）によって示された秒単位の回数だけトークンカウントを更新します。

次に、メーターが適合トークンバケットを使用してパケットを送信する仕組みについて説明しま

す。

•パケットが着信したときに、適合トークンバケットに十分なトークンがある場合、メーター
はパケットを緑色でマーキングし、パケットのバイト数だけ適合トークンカウントをデクリ

メントします。

•適合トークンバケットの使用可能なトークンが不十分な場合は、メーターにより、トラフィッ
クフローは必要なトークンを借りてパケットを送信できます。メーターはパケットのバイ

ト数の超過トークンバケットをチェックします。超過トークンバケットに使用可能な十分

な数のトークンがある場合、メーターはパケットを次のようにマーキングします。

緑色：適合トークンカウントを最小値の 0に達するまでデクリメントします。
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黄色：超過トークンバケットから必要な残りのトークンを借り、最小値の 0に達するまで、
借りたトークン数だけ超過トークンカウントをデクリメントします。

•使用可能なトークンの数が不十分な場合、メーターはパケットを赤色としてマーキングし、
適合トークンカウントまたは超過トークンカウントをデクリメントしません。

メーターが特定のカラーでパケットをマーキングするときには、そのカラー

のトークンがパケット全体に対応するのに十分な数である必要があります。

したがって、緑色のパケットの量が、認定情報レート（CIR）および認定バー
ストサイズ（CBS）よりも少なくなることはありません。特定のカラーのトー
クンは、そのカラーのパケットに対して常に使用されます。

（注）

デフォルトの認定バーストサイズは、ポリシングレートでの 2ミリ秒のバイト数、またはネット
ワークの最大伝送ユニット（MTU）よりも大きくなります。

認定バーストの計算

認定バーストを計算するには、次の式を使用します。

bc = CIR bps * (1バイト) / (8ビット) * 1.5秒

通常のラウンドトリップ時間は 1.5秒です。（注）

たとえば、認定情報レートが 512000 bpsの場合、認定バーストの式を使用した認定バーストは
96000バイトになります。

bc = 512000 * 1/8 * 1.5

bc = 64000 * 1.5 = 96000

be値が 0になる場合は、出力 bc値を、入力 bc値に 1を足した値以上に設定することを推奨し
ます。そうしないと、パケット損失が発生する場合があります。次に例を示します。 be = 0
出力 bc >=入力 bc + 1

（注）

超過バースト

policeコマンドの超過バースト（be）パラメータでは、トラフィックを測定するためにルータが使
用する 2番めの超過（黄色）トークンバケットが実装されます。最初は、超過トークンバケッ
トは一杯の状態で、トークンカウントは超過バーストサイズ（EBS）と同じです。その後、メー
ターは、認定情報レート（CIR）によって示された秒単位の回数だけトークンカウントを更新し
ます。

次に、メーターが超過トークンバケットを使用してパケットを送信する仕組みについて説明しま

す。
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•最初のトークンバケット（適合バケット）が認定バーストサイズ（CBS）を満たしている場
合は、メーターにより、トラフィックフローは必要なトークンを超過トークンバケットか

ら借りることができます。メーターはパケットを黄色としてマーキングしてから、パケット

のバイト数だけ超過トークンバケットをデクリメントします。

•借りるために必要なトークンが超過トークンバケットにない場合、メーターはパケットを赤
色としてマーキングし、適合トークンバケットまたは超過トークンバケットをデクリメン

トしません。代わりに、メートルは policeコマンドで設定した exceedアクションを実行しま
す（たとえば、ポリサーがパケットをドロップするなど）。

超過バーストの計算

超過バーストを計算するには、次の式を使用します。

be = 2 *認定バースト

たとえば、4000バイトの認定バーストを設定した場合、超過バーストの式を使用した超過バース
トは 8000バイトになります。

be = 2 * 4000 = 8000

デフォルトの超過バーストサイズは 0です。

認定レートに対するパケットの適合または超過の決定

設定された認定情報レート（CIR）に達するように、ポリシングは標準つまり適合バースト（bc）
値と超過バースト（be）値を使用します。ポリシングは、設定したバースト値に基づいて、パケッ
トがCIRに適合しているか、またはCIRを超過しているかを決定します。次のように、複数の要
素がポリサーの決定に影響する可能性があります。

•低いバースト値：低すぎるバースト値を設定した場合は、達成されるレートが設定された
レートよりかなり低くなる場合があります。

•一時的なバースト：このようなバーストは、伝送制御プロトコル（TCP）のトラフィックの
スループットに重大な悪影響を及ぼすことがあります。

良好なスループットを確保するには、十分高いバースト値を設定することが重要です。適合レー

トが設定した CIR未満であるにもかかわらず、ルータがパケットをドロップし、超過したレート
を報告する場合は、show interfaceコマンドを使用して現在のバーストをモニタし、表示された値
が一貫して認定バースト（bc）値および超過バースト（be）値に近い値であるか、実際のレート
（認定レートおよび超過レート）が設定した認定レートに近い値であるかを確認します。該当し

ない場合は、バースト値が低すぎる可能性があります。認定バーストの計算および超過バースト

の計算の項の推奨計算を使用してバーストレートを再設定してみてください。

2 レート 3 カラー（2R3C）ポリサー
SIP700カードでは、入力レイヤ2インターフェイスのポリシーマップで2レート3カラー（2R3C）
ポリサーがサポートされます。ポリサーは、以前のネットワークノードのポリサーによって設定
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された既存のマーキング（パケットヘッダーのフレームリレーの破棄適性（FRDE）ビット）を
読み取ります。デフォルトでは、FRDEビットは 0に設定されます。受信ノードのシステムは、
このビットを使用してパケットの適切なカラーアウェアポリシングアクションを決定します。

• FRDEビット値0を適合カラーとして分類するには、frde=0パケットの適合カラークラスマッ
プを作成します。これにより、パケットが緑色のカラーとして分類され、システムにより

conformアクションが適用されます。

• FRDEビット値1を超過カラーとして分類するには、frde=1パケットの超過カラークラスマッ
プを作成します。これにより、パケットが黄色のカラーとして分類され、システムにより

exceedアクションが適用されます。

カラーアウェアポリシングは、階層型 QoSではサポートされません。（注）

図 4に、2R3Cポリシングプロセスを示します。

図 6：2R3C ポリシングプロセスのフローチャート

階層型ポリシング

階層型ポリシング機能は、Cisco ASR 9000シリーズルータ上の入力インターフェイスと出力イン
ターフェイスの両方での階層型ポリシングをサポートする、MQCベースのソリューションです。

この機能により、着信インターフェイス上で異なるQoSクラスの分類のサブモデルを適用しなが
ら、サービスレベル契約（SLA）を実施できます。

階層型ポリシングは、次の 2つのレベルでのサポートを提供します。

•親レベル

•子レベル

複数アクション設定

set-mpls-exp-imp、set-clp
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IP precedence 値、IP DSCP 値、および MPLS EXP 値の設定によるパケットマーキン
グ

レート制限に加えて、トラフィックポリシングでは、指定したレートにパケットが適合または違

反しているかに従って、パケットをマーキング（または分類）できます。パケットマーキングに

より、ネットワークを複数のプライオリティレベルまたは CoSに区切ることもできます。ポリ
サーのアクションとしてのパケットマーキングは、条件付きマーキングです。

ネットワークに入るパケットの IP precedence値、IP DSCP値、またはマルチプロトコルラベルス
イッチング（MPLS）EXP値を設定するには、トラフィックポリサーを使用します。ネットワー
ク内にあるネットワーキングデバイスは、この設定を使用してトラフィックの処理方法を決定で

きます。たとえば、重み付けランダム早期検出（WRE）機能では、IP precedence値を使用して、
パケットがドロップされる確率を決定します。

トラフィックをマーキングする際に、トラフィックポリシングを使用しない場合は、パケットの

分類を実行する方法について、「クラスベースの無条件パケットマーキングの例」の項を参照し

てください。

MPLS対応インターフェイス上で IPフィールドをマーキングすると、特定のインターフェイ
ス上での動作が停止します。

（注）

明示的輻輳通知について

モバイルネットワークでは、基地局コントローラ（BSC）は、特定のセルサイトが特定のリンク
のトラフィックによって過負荷になっているかどうかを認識していません。その理由は、BSCは、
ASR9000シリーズルータの背後に存在し、リンクに重大な輻輳があっても、トラフィックを送信
し続けるためです。したがって、セルサイトがトラフィックに（明示的輻輳通知）ECNビット
でマーキングして BSCに送信すると、BSCは、ASR9000シリーズルータ向けに ECNビットのフ
ラグが付けられた輻輳サイトからの影響を受けるセッションにマーキングします。

ECNは、WRED（重み付けランダム早期検出）に対する拡張です。平均キュー長が特定のしきい
値を超えた場合、ECNは、それらをドロップする代わりにパケットにマーキングします。設定さ
れた場合、ECNは、ルータとエンドホストが、ネットワークが輻輳状態であり、パケットの送信
速度が低下しているのを認識できるようにします。ただし、キュー内のパケット数が最大しきい

値を上回っている場合、パケットはドロップ確率に基づいてドロップされます。これは、ルータ

上で ECNを設定せずにWREDが有効化されている場合に、パケットが受けるのと同一の処理で
す。

制限事項

• ECNは、ASR 9000 SIP-700ラインカード上でのみサポートされます。

ECN機能の詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Modular Quality of
Service Configuration Guide』を参照してください。
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ECN の実装
ECNの実装には、IPヘッダー内に 2つのビット（ECN-capable Transport（ECT）ビットと CE
（Congestion Experienced）ビット）を持つ ECN固有のフィールドが必要です。 ECTビットと CE
ビットを使用して、00から 11の 4つの ECNフィールドの組み合わせを作成できます。最初の数
字は ECTビットで、2番目の数字は CEビットです。

ECNビットの設定

組み合わせが示す内容CE ビットECT ビット

ECN非対応。00

転送プロトコルのエンドポイントは ECN対応です。10

転送プロトコルのエンドポイントは ECN対応です。01

Congestion Experienced11

ECNのフィールドの組み合わせ 00は、パケットが ECNを使用していないことを示します。 ECN
のフィールドの組み合わせ 01と 10（それぞれ着信側 ECT（1）と ECT（0））は、データの送信
側によって設定され、転送プロトコルのエンドポイントがECN対応であることを示します。ルー
タは、これらの 2つのフィールドの組み合わせを同様に取り扱います。データの送信元は、これ
らの 2つの組み合わせの 1つまたは両方を使用できます。 ECNフィールドの組み合わせ 11は、
エンドポイントに対する輻輳を示します。ルータの満杯のキューに到着するパケットはドロップ

されます。

ECN がイネーブルの場合のパケット処理

キュー内のパケット数が最小しきい値未満の場合、パケットが送信されます。これは ECNがイ
ネーブルになっているかどうかに関係なく実行されます。この処理は、ネットワーク上でWRED
だけが使用されている場合、パケットが受けるのと同一の処理です。キュー内のパケット数が最

大しきい値を上回っている場合、パケットはドロップ確率に基づいてドロップされます。これ

は、ルータ上で ECNを設定せずにWREDが有効化されている場合に、パケットが受けるのと同
一の処理です。キュー内のパケット数が最小しきい値と最大しきい値の間の場合、3つの異なる
シナリオが存在します

•パケットの ECNのフィールドにエンドポイントが ECN対応であることが示されている（つ
まり、ECTビットが 1および CEビットが 0に設定されているか、または ECTビットが 0お
よび CEビットが 1に設定されている）場合、およびWREDアルゴリズムによってパケット
が廃棄確率に基づいてドロップされると判断される場合には、パケットの ECTビットと CE
ビットが 1に変更され、パケットが送信されます。これは、ECNがイネーブルであり、パ
ケットがドロップされる代わりにマークされているために発生します。

•パケットの ECNのフィールドによって、どちらのエンドポイントも ECN対応ではないこと
が示されている（つまり、ECTビットが 0設定され、CEビットが 0に設定されている）場
合、パケットは、WRED廃棄確率に基づいてドロップされる可能性があります。これは、
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ルータ上で ECNを設定せずにWREDが有効化されている場合に、パケットが受けるのと同
一の処理です。

•パケットの ECNのフィールドに、ネットワークで輻輳が発生していることが示されている
（つまり、ECTビットと CEビットの両方が 1に設定されている）場合、パケットが送信さ
れます。これ以上のマーキングは必要ありません。

ブリッジグループ仮想インターフェイスの QoS
統合ルーティングとブリッジング（IRB）は、ブリッジグループ仮想インターフェイス（BVI）を
使用して、ブリッジグループとルーテッドのドメイン間でルーティングする機能を提供します。

BVIは、ルータ内の仮想インターフェイスであり、ブリッジングをサポートしないが、ルータ内
のルーテッドインターフェイスに相当するブリッジグループを代表する、正常なルーテッドイ

ンターフェイスのように動作します。 BVIのインターフェイス番号は、仮想インターフェイスが
代表するブリッジグループの番号です。この番号が BVIとブリッジグループ間のリンクになり
ます。

IRBBVIの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Interface andHardware
Component Configuration Guide』を参照してください。

BVI に対する QoS
BVIに対するQoSサポートでは、仮想インターフェイスに対してポリシーマップを直接適用でき
ます。これにより、仮想インターフェイスの集約ポリシングおよびマーキングが可能になりま

す。ポリシーは、BVIの入力側または出力側に適用して、ブリッジドメインとやり取りするトラ
フィックにマーキングおよびポリシングすることができます。

制約事項

BVIに対する QoSは、次をサポートしていません。

•イーサネットおよび SIP 700ラインカード（ASR9000 Enhanced Ethernetラインカードのみサ
ポート）。

•双方向フォワーディング検出（BFD）、共有ポリシーインスタンス、L1オーバーヘッドア
カウンティング。

• VLANタグ、DEIの分類およびマーキング。

•シェーピングと帯域幅を含むキュー QoS。

•上位レベルの基準ポリサーレートを持たない下位レベルのパーセンテージポリサー。

•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用した QoSポリシー伝搬
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キューイングは、qos-groupをマーキングし、qos-groupに一致するインターフェイスポリシー
を追加することによって実行できます。

（注）

制限事項

•スケール制限：2000 BVI（ポリシーごとに 8クラス）

•ポリサー制限：8000ポリサー（ネットワークプロセッサごと）

BVI の分類とマーキング
次の表に、分類およびマーキングに関して BVIでサポートされる QoSフィールドを示します。

マーキング分類

出力入力出力入力

yesyesyesyesQos-group

yesyesyesyes廃棄クラス

yesyesyesyesPrec（DSCP）

NANAnonovlan

nonononocos

nonononodei

NANAnoyessrc/DST MAC

NANAyesyesipv4 L3フィール
ド

NANAyesyesipv6 L3フィール
ド

yes in L2/L3 egressyes in L2/L3 agressyes in L2/L3 egressyes inL2/L3 egressQGマーキングに
よる cosのマーキ
ング/分類

ポリサー粒度とシェーパー粒度

ポリサーの粒度は、入力方向と出力方向で設定できます。ポリサーの粒度は、ユーザ設定のポリ

サーレートと、ハードウェアでプログラムされたポリサーレート間の許容パーセンテージバリ

エーションとして指定されます。
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DEI を使用した輻輳管理
802.1adフレームと 802.1ahフレームに含まれる Drop Eligible Indicator（DEI）ビットに基づいて輻
輳を管理できます。 DEI値に基づくランダム早期検出は、次における 802.1adパケットでサポー
トされます。

•レイヤ 2サブインターフェイス

•レイヤ 2メインインターフェイス

•レイヤ 3メインインターフェイス

•入力および出力

ポリシーにマーキングアクションがある場合、マーキングされた値は、WRED
の実行に使用されます。

（注）

QoS 輻輳管理の設定方法
ここでは、次のタスクについて説明します。

保証帯域幅および残存帯域幅の設定

bandwidthコマンドでは、トラフィックの特定のクラスに対して割り当てる最小保証帯域幅を指
定できます。MDRRは、スケジューリングアルゴリズムとして実装されます。

bandwidth remainingコマンドでは、MDRRに対するクラスの重みを指定します。MDRRアルゴ
リズムは、クラスに割り当てられた残存帯域幅の値から各クラスの重みを取得します。すべての

クラスに対して bandwidth remainingコマンドを設定しない場合、残りの帯域幅は、bandwidth
remainingが明示的に指定されていないすべてのクラスに均等に割り当てられます。

キューの保証サービスレートは、すべてのキューが輻輳状態である場合にキューが受信する帯域

幅として定義されます。このオブジェクトは次のように定義されています。

保証サービスレート =最小帯域幅 +キューの超過分

制約事項

設定する帯域幅の量は、レイヤ 2オーバーヘッドにも対応できるサイズにする必要があります。

bandwidthコマンドは、発信インターフェイスで設定されたポリシーに対してのみサポートされ
ます。
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手順の概要

1.
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. bandwidth {rate [units]| percent value}
5. bandwidth remaining percent value
6. exit
7. class class-name
8. bandwidth {rate [units] | percent value}
9. bandwidth remaining percent value
10. exit
11. exit
12. interface type interface-path-id
13. service-policy {input | output} policy-map
14. endまたは commit
15. show policy-map interface type interface-path-id [input | output]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

例：

RP/0//CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始します。policy-map policy-name

例：

RP/0//CPU0:router(config)#
policy-map policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポ
リシーマップを作成または修正し、サービスポリシーを

指定します。

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class class-name

例：

RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class1

ステップ 3   

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開始

します。

bandwidth {rate [units]| percent value}

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth percent 50

ステップ 4   

•ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる帯域幅を
指定します。
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、クラス class1においてインターフェイス帯域
幅の 50 %が保証されます。

残った帯域幅をさまざまなクラスに割り当てる方法を指定しま

す。

bandwidth remaining percent value

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 20

ステップ 5   

•残っている 40%の帯域幅は、class1と class2クラスに 20:80
の比率で配分され（ステップ 8と 9を参照）、class1クラ
スは 40 %のうちの 20 %を受け取り、class2クラスは 40 %
のうちの 80 %を受け取ります。

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻

します。

exit

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 6   

ポリシーを作成または変更する、別のクラスの名前を指定しま

す。

class class-name

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap)#
class class2

ステップ 7   

ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる帯域幅を指定

します。

bandwidth {rate [units] | percent value}

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth percent 10

ステップ 8   

•この例では、クラス class2においてインターフェイス帯域
幅の 10 %が保証されます。

残った帯域幅をさまざまなクラスに割り当てる方法を指定しま

す。

bandwidth remaining percent value

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 80

ステップ 9   

•残っている 40%の帯域幅は、class1と class2クラスに 20:80
の比率で配分され（ステップ 4と 5を参照）、class1クラ
スは 40 %のうちの 20 %を受け取り、class2クラスは 40 %
のうちの 80 %を受け取ります。

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻

します。

exit

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻しま

す。

exit

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap)#
exit

ステップ 11   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、イ

ンターフェイスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0//CPU0:router(config)#
interface POS 0/2/0/0

ステップ 12   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力イン

ターフェイスまたは出力インターフェイスにポリシーマップを

付加します。

service-policy {input | output}
policy-map

例：

RP/0//CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 13   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインターフェイ
スから送信されるすべてのトラフィックを評価します。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 14   

例：

RP/0//CPU0:router(config-if)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0//CPU0:router(config-if)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータが EXECモードに戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレーショ
ンセッションで継続されます。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポ

リシーに対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を

表示します。

show policy-map interface type
interface-path-id [input | output]

例：

RP/0//CPU0:router# show policy-map
interface POS 0/2/0/0

ステップ 15   

保証帯域幅の設定

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. bandwidth {rate [units]| percent percentage-value}
5. exit
6. class class-name
7. bandwidth {rate [units]| percent percentage-value}
8. exit
9. class class-name
10. bandwidth {rate [units]| percent percentage-value}
11. exit
12. exit
13. interface type interface-path-id
14. service-policy {input | output} policy-map
15. endまたは commit
16. show policy-map interface type interface-path-id [input | output]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができる
ポリシーマップを作成または修正し、サービスポリシー

を指定します。

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class1

ステップ 3   

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開

始します。

bandwidth {rate [units]| percent
percentage-value}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth percent 40

ステップ 4   

•ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる帯域
幅を指定します。

•この例では、クラス class1においてインターフェイス帯
域幅の 40%が保証されます。

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 5   

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class2

ステップ 6   

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開

始します。

bandwidth {rate [units]| percent
percentage-value}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth percent 40

ステップ 7   

•ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる帯域
幅を指定します。

•この例では、クラス class2においてインターフェイス帯
域幅の 40%が保証されます。
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目的コマンドまたはアクション

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 8   

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class-default

ステップ 9   

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開

始します。

bandwidth {rate [units]| percent
percentage-value}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth percent 20

ステップ 10   

•ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる帯域
幅を指定します。

•この例では、クラス class-defaultにおいてインターフェ
イス帯域幅の 20%が保証されます。

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 11   

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻し

ます。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
exit

ステップ 12   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、

インターフェイスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface gigabitethernet 0/2/0/0

ステップ 13   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力イ

ンターフェイスまたは出力インターフェイスにポリシーマッ

プを付加します。

service-policy {input | output} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 14   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインターフェ
イスから送信されるすべてのトラフィックを評価しま

す。
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 15   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変更は
コミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレー
ションセッションで継続されます。コンフィギュレー

ションセッションは終了せず、設定変更もコミットさ

れません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

（任意）指定されたインターフェイス上のすべてのサービス

ポリシーに対して設定されている全クラスのポリシー設定情

報を表示します。

show policy-map interface type
interface-path-id [input | output]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show

ステップ 16   

policy-map interface gigabitethernet
0/2/0/0
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残存帯域幅の設定

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. bandwidth remaining percent percentage-value
5. exit
6. class class-name
7. bandwidth remaining percent percentage-value
8. exit
9. class class-name
10. bandwidth remaining percent percentage-value
11. exit
12. exit
13. interface type interface-path-id
14. service-policy {input | output} policy-map
15. endまたは commit
16. show policy-map interface type interface-path-id [input | output]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができ
るポリシーマップを作成または修正し、サービスポ

リシーを指定します。

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま

す。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

クラス class1に対する残りの帯域幅の割り当て方法を指定
します。

bandwidth remaining percent
percentage-value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 40

ステップ 4   

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモード

に戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 5   

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま

す。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class2

ステップ 6   

クラス class2に対する残りの帯域幅の割り当て方法を指定
します。

bandwidth remaining percent
percentage-value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 40

ステップ 7   

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモード

に戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 8   

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま

す。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class-default

ステップ 9   

クラス class-defaultに対する残りの帯域幅の割り当て方法
を指定します。

bandwidth remaining percent
percentage-value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 20

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモード

に戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 11   

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻

します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
exit

ステップ 12   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

し、インターフェイスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface gigabitethernet 0/2/0/0

ステップ 13   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力

インターフェイスまたは出力インターフェイスにポリシー

マップを付加します。

service-policy {input | output} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 14   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインター
フェイスから送信されるすべてのトラフィックを評価

します。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 15   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変
更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。
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目的コマンドまたはアクション

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

（任意）指定されたインターフェイス上のすべてのサービ

スポリシーに対して設定されている全クラスのポリシー設

定情報を表示します。

show policy-map interface type
interface-path-id [input | output]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map
interface gigabitethernet 0/2/0/0

ステップ 16   

低遅延キューイングとストリクトプライオリティキューイングの設

定

priorityコマンドは、低遅延キューイング（LLQ）を設定し、ストリクトプライオリティキューイ
ングを提供します。ストリクトPQでは、音声などの遅延に影響されやすいデータを、他のキュー
のパケットをキューから取り出す前にキューから取り出して送信できます。priorityコマンドを使
用してクラスがハイプライオリティとしてマーキングされたとき、ポリサーがプライオリティト

ラフィックを制限するように設定することを推奨します。この設定は、プライオリティトラフィッ

クがラインカード上のその他すべてのトラフィックをスタベーション状態にしないことを保証す

るため、低プライオリティトラフィックは、スタベーション状態から保護されます。 policeコマ
ンドを使用して、ポリサーを明示的に設定します。

2つのレベルのプライオリティ（プライオリティレベル 1およびプライオリティレベル 2）が
サポートされます。プライオリティレベルが設定されていない場合、デフォルトはプライオ

リティレベル 1になります。

（注）

制約事項

•ポリシーマップで、1つまたは複数のクラスにプライオリティステータスを指定できます。
1つのポリシーマップに複数のクラスがプライオリティクラスとして設定されている場合、
これらのクラスからのトラフィックはすべて、同じ単一の完全プライオリティキューにキュー

イングされます。
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手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. police rate {value [units] | percent percentage} [burst burst-size [burst-units]] [peak-burst peak-burst

[burst-units]] [peak-rate value [units]]
5. exceed-action action
6. priority [level priority-level] RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# priority
7. exit
8. exit
9. interface type interface-path-id
10. service-policy {input | output} policy-map
11. endまたは commit
12. show policy-map interface type interface-path-id [input | output]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map
voice

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることがで
きるポリシーマップを作成または修正し、サービ

スポリシーを指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモード

を開始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class
voice

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定
します。

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードを開始します。

police rate {value [units] | percent percentage}
[burst burst-size [burst-units]] [peak-burst
peak-burst [burst-units]] [peak-rate value [units]]

ステップ 4   

•この例では、低遅延キューイングを 250 Kbpsに制
限して低プライオリティトラフィックをスタベー

ション状態から保護し、帯域幅を解放します。
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police
rate 250

レート制限を超過したパケットに対して実行するアク

ションを設定します。

exceed-action action

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
exceed-action drop

ステップ 5   

ポリシーマップに属するトラフィックのクラスにプライ

オリティを指定します。

exit
ルータをポリシーマップクラスコンフィギュレーショ

ンモードに戻します。
例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)# priority

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
exit

ポリシーマップに属するトラフィックのクラスにプライ

オリティを指定します。

priority [level priority-level]
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# priority

ステップ 6   

（注） •プライオリティレベルが設定されていな
い場合、デフォルトはプライオリティ 1
になります。

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモー

ドに戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit

ステップ 7   

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに

戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

ステップ 8   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始し、インターフェイスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface
gigabitethernet 0/2/0/0

ステップ 9   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入

力インターフェイスまたは出力インターフェイスにポリ

シーマップを付加します。

service-policy {input | output} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、トラフィックポリシーでそのインター
フェイスから送信されるすべてのトラフィックを評

価します。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 11   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショ

ンセッションが終了して、ルータが EXECモード
に戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定変更

もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。

（任意）指定されたインターフェイス上のすべてのサー

ビスポリシーに対して設定されている全クラスのポリ

シー設定情報を表示します。

show policy-map interface type interface-path-id
[input | output]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map
interface gigabitethernet 0/2/0/0

ステップ 12   

トラフィックシェーピングの設定

トラフィックシェーピングでは、インターフェイスから出力されるトラフィックを制御して、リ

モートターゲットインターフェイスの速度に合わせてトラフィックフローを伝送することによ

り、指定されているポリシーにトラフィックを適合させることができます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

94 OL-28380-01-J  

モジュラ QoS の輻輳管理の設定
トラフィックシェーピングの設定



着信インターフェイスおよび発信インターフェイス上で実行されるシェーピングは、レイヤ 2レ
ベルで実行され、レート計算にレイヤ 2ヘッダーが含まれます。

制約事項

bandwidthコマンド、priorityコマンド、および shape averageコマンドは、同じクラス内で同時
に設定しないでください。

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. shape average {percent value | rate [units]}
5. exit
6. exit
7. interface type interface-path-id
8. service-policy {input | output} policy-map
9. endまたは commit
10. show policy-map interface type interface-path-id [input | output]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができる
ポリシーマップを作成または修正し、サービスポリシー

を指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開

始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class1

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま
す。
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目的コマンドまたはアクション

指定した単位の平均レートシェーピングに従って、または帯

域幅のパーセンテージとして、表示されたビットレートにト

ラフィックをシェーピングします。

shape average {percent value | rate [units]}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
shape average percent 50

ステップ 4   

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻

します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 5   

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻しま

す。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
exit

ステップ 6   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、

インターフェイスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface gigabitethernet 0/2/0/0

ステップ 7   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力イ

ンターフェイスまたは出力インターフェイスにポリシーマッ

プを付加します。

service-policy {input | output} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 8   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインターフェ
イスから送信されるすべてのトラフィックを評価します。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 9   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレー
ションセッションで継続されます。コンフィギュレー
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目的コマンドまたはアクション

ションセッションは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

（任意）指定されたインターフェイス上のすべてのサービス

ポリシーに対して設定されている全クラスのポリシー設定情

報を表示します。

show policy-map interface type
interface-path-id [input | output]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show

ステップ 10   

policy-map interface gigabitethernet
0/2/0/0

トラフィックポリシングの設定（2 レートカラーブラインド）
トラフィックポリシングでは、インターフェイス上で送受信されるトラフィックの最大レートを

制御できます。ここでは、2レートカラーブラインドトラフィックポリシングを設定する手順
について説明します。

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. police rate {value [units] | percent percentage} [burst burst-size [burst-units]] [peak-burst peak-burst

[burst-units]] [peak-rate value [units]]
5. conform-action action
6. exceed-action action
7. exit
8. exit
9. exit
10. interface type interface-path-id
11. service-policy {input | output} policy-map
12. endまたは commit
13. show policy-map interface type interface-path-id [input | output]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map
policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることがで
きるポリシーマップを作成または修正し、サービス

ポリシーを指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモード

を開始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class
class1

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定
します。

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードを開始します。

police rate {value [units] | percent percentage}
[burst burst-size [burst-units]] [peak-burst
peak-burst [burst-units]] [peak-rate value [units]]

ステップ 4   

トラフィックポリシング機能は、トークンバケットア

ルゴリズムで動作します。
例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police
rate 250000

レート制限に適合したパケットに対して実行するアクショ

ンを設定します。action引数は、次のいずれかのキーワー
ドにより指定します。

conform-action action

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#

ステップ 5   

• drop：パケットをドロップします。
conform-action set mpls experimental topmost
3 • set：次のキーワードおよび引数を使用します。

discard-class value：廃棄クラスの値を設定します。
指定できる範囲は、0～ 7です。

dscp：DiffServコードポイント（DSCP）値を設定
し、パケットを送信します。

mpls experimental {topmost | imposition} value：マル
チプロトコルラベルスイッチング（MPLS）パケッ
トの最上位ラベルまたは付加ラベルの experimental
（EXP）値を設定します。指定できる範囲は、0～
7です。
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目的コマンドまたはアクション

precedence：IP precedenceを設定し、パケットを送
信します。

qos-group：QoSグループ値を設定します。指定で
きる範囲は、0～ 63です。

• transmit：パケットを送信します。

レート制限を超過したパケットに対して実行するアクショ

ンを設定します。 action引数は、ステップ 5で指定した
いずれかのキーワードにより指定します。

exceed-action action

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#

ステップ 6   

exceed-action set mpls experimental topmost
4

ルータをポリシーマップクラスコンフィギュレーショ

ンモードに戻します。

exit

例：

ステップ 7   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
exit

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモー

ドに戻します。

exit

例：

ステップ 8   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻

します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

ステップ 9   

コンフィギュレーションモードを開始し、インターフェ

イスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface
gigabitethernet 0/5/0/0

ステップ 10   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入

力インターフェイスまたは出力インターフェイスにポリ

シーマップを付加します。

service-policy {input | output} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 11   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインター
フェイスから送信されるすべてのトラフィックを評

価します。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit
yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショ

ンセッションが終了して、ルータが EXECモード
に戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

（任意）指定されたインターフェイス上のすべてのサー

ビスポリシーに対して設定されている全クラスのポリ

シー設定情報を表示します。

show policy-map interface type interface-path-id
[input | output]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map
interface gigabitethernet 0/2/0/0

ステップ 13   

トラフィックポリシングの設定（2R3C）
ここでは、2レート 3カラートラフィックポリシングを設定する手順について説明します。これ
は、入力側の SIP 700ラインカードにのみ適用されます。
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手順の概要

1. configure
2. class-map [match-all][match-any] class-map-name
3. match [not] fr-de fr-de-bit-value
4. policy-map policy-name
5. class class-name
6. police rate {value [units] | percent percentage} [burst burst-size [burst-units]] [peak-burst peak-burst

[burst-units]] [peak-rate value [units]]
7. conform-color class-map-name
8. exceed-color class-map-name
9. conform-action action
10. exceed-action action
11. exit
12. exit
13. exit
14. interface type interface-path-id
15. service-policy policy-map
16. endまたは commit
17. show policy-map interface type interface-path-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

（SIP 700ラインカード、入力のみで使用）class-map [match-all][match-any] class-map-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map
match-all match-not-frde

ステップ 2   

クラスマップコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

• 1つ以上のインターフェイスに付加できるクラス
マップを作成または修正し、一致するポリシーを指

定します。

（SIP 700ラインカード、入力のみで使用）match [not] fr-de fr-de-bit-value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# match not
fr-de 1

ステップ 3   

一致条件を指定します。

•通常、適合カラーパケットの指定には match not
fr-de 1を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

•通常、超過カラーパケットの指定には match fr-de
1を使用します。

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map
policy1

ステップ 4   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることがで
きるポリシーマップを作成または修正し、サービ

スポリシーを指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモード

を開始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class
class1

ステップ 5   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定
します。

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードを開始します。

police rate {value [units] | percent percentage}
[burst burst-size [burst-units]] [peak-burst
peak-burst [burst-units]] [peak-rate value [units]]

ステップ 6   

トラフィックポリシング機能は、トークンバケットア

ルゴリズムで動作します。
例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police
rate 768000 burst 288000 peak-rate 1536000
peak-burst 576000

（SIP 700ラインカード、入力のみで使用）conform-color class-map-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
conform-color match-not-frde

ステップ 7   

適合カラーパケットに割り当てるクラスマップ名を設

定します。

（SIP 700ラインカード、入力のみで使用）exceed-color class-map-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
exceed-color match-frde

ステップ 8   

超過カラーパケットに割り当てるクラスマップ名を設

定します。

レート制限に適合したパケットに対して実行するアク

ションを設定します。 action引数は、次のいずれかの
キーワードにより指定します。

conform-action action

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#

ステップ 9   

• drop：パケットをドロップします。
conform-action set mpls experimental topmost
3 • set：次のキーワードおよび引数を使用します。

discard-class value：廃棄クラスの値を設定します。
指定できる範囲は、0～ 7です。
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目的コマンドまたはアクション

dscp value：DiffServコードポイント（DSCP）の値
を設定し、パケットを送信します。

mpls experimental {topmost | imposition} value：マ
ルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）パ
ケットの最上位ラベルまたは付加ラベルの

experimental（EXP）値を設定します。指定できる
範囲は、0～ 7です。

precedence precedence：IP precedenceを設定し、パ
ケットを送信します。

qos-group：QoSグループ値を設定します。指定で
きる範囲は、0～ 63です。

• transmit：パケットを送信します。

レート制限を超過したパケットに対して実行するアク

ションを設定します。 action引数は、ステップ 5で指定
したいずれかのキーワードにより指定します。

exceed-action action

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#

ステップ 10   

exceed-action set mpls experimental topmost
4

ルータをポリシーマップクラスコンフィギュレーショ

ンモードに戻します。

exit

例：

ステップ 11   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
exit

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモー

ドに戻します。

exit

例：

ステップ 12   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに

戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

ステップ 13   

コンフィギュレーションモードを開始し、インターフェ

イスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface pos
0/5/0/0

ステップ 14   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する

ポリシーマップを入力インターフェイスに付加します。

service-policy policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy policy1

ステップ 15   

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 16   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショ

ンセッションが終了して、ルータが EXECモード
に戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定変更

もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。

（任意）指定されたインターフェイス上のすべてのサー

ビスポリシーに対して設定されている全クラスのポリ

シー設定情報を表示します。

show policy-map interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map
interface POS0/2/0/0

ステップ 17   

階層型ポリシングの設定

階層型ポリシングは、次の 2つのレベルでのサポートを提供します。

•親レベル

•子レベル
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手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. service-policy policy-map-name
5. police rate percent percentage
6. conform-action action
7. exceed-action action
8. endまたは commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map
policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることがで
きるポリシーマップを作成または修正し、サービ

スポリシーを指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモード

を開始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class
class1

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定
します。

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入

力インターフェイスまたは出力インターフェイスにポリ

シーマップを付加します。

service-policy policy-map-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
service-policy child

ステップ 4   

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードを開始します。

police rate percent percentage

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police
rate percent 50

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

レート制限に適合したパケットに対して実行するアク

ションを設定します。可能なアクションは次のとおりで

す。

conform-action action

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
conform-action transmit

ステップ 6   

transmit：パケットを送信します。

レート制限を超過したパケットに対して実行するアク

ションを設定します。可能なアクションは次のとおりで

す。

exceed-action action

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
exceed-action drop

ステップ 7   

drop：パケットをドロップします。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 8   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショ

ンセッションが終了して、ルータが EXECモード
に戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定変更

もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。

BVI に対するトラフィックポリシング
トラフィックポリシーの設定は、BVIに関して、情報レート、リンク帯域幅のパーセンテージ、
およびパケットに対して実行されるアクション（適合/違反/超過）を定義します。 BVIの設定済
みポリサーレートは NP単位で有効です。 1つの NPに 2つのインターフェイスがある場合、こ
れら 2つのインターフェイスからの BVIトラフィックは 1つのポリサー下になります。他のイン
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ターフェイスからの、または他の NPでのトラフィックは、ポリサーの影響を受けません。 show
controller np portsコマンドを使用して、特定の NPのインターフェイスがあるか確認できます。

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. police rate {value [units] | percent percentage} [burst burst-size [burst-units]] [peak-burst peak-burst

[burst-units]] [peak-rate value [units]]
5. conform-action action
6. exceed-action action
7. violate-action action
8. exit
9. exit
10. exit
11. interface type interface-path-id
12. service-policy {input | output} policy-map
13. endまたは commit
14. show policy-map interface type interface-path-id [input | output]interface-path-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map
policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることがで
きるポリシーマップを作成または修正し、サービス

ポリシーを指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモード

を開始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class
class1

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定
します。
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目的コマンドまたはアクション

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードを開始します。

police rate {value [units] | percent percentage}
[burst burst-size [burst-units]] [peak-burst
peak-burst [burst-units]] [peak-rate value [units]]

ステップ 4   

トラフィックポリシング機能は、トークンバケットア

ルゴリズムで動作します。
例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police
rate 250000

police rateは通常、フラットポリシーマップ
により適しています。親/子ポリシーマップに
police percentコマンドを使用できます。

（注）

レート制限に適合したパケットに対して実行するアクショ

ンを設定します。action引数は、次のいずれかのキーワー
ドにより指定します。

conform-action action

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
conform-action set prec 1

ステップ 5   

• drop：パケットをドロップします。

• set：次のキーワードおよび引数を使用します。

discard-class value：廃棄クラスの値を設定します。
指定できる範囲は、0～ 7です。

dscp：DiffServコードポイント（DSCP）値を設定
し、パケットを送信します。

precedence：IP precedenceを設定し、パケットを送
信します。

qos-group：QoSグループ値を設定します。指定で
きる範囲は、0～ 63です。

• transmit：パケットを送信します。

レート制限を超過したパケットに対して実行するアクショ

ンを設定します。 action引数は、ステップ 5で指定した
いずれかのキーワードにより指定します。

exceed-action action

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
exceed-action drop

ステップ 6   

レート制限を超過したパケットに対して実行するアクショ

ンを設定します。 action引数は、ステップ 5で指定した
いずれかのキーワードにより指定します。

violate-action action

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
violate-action drop

ステップ 7   

ルータをポリシーマップクラスコンフィギュレーショ

ンモードに戻します。

exit

例：

ステップ 8   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
exit
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目的コマンドまたはアクション

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモー

ドに戻します。

exit

例：

ステップ 9   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻

します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

ステップ 10   

QoSポリシーが付加される BVIを指定します。interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface BVI
10

ステップ 11   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入

力BVIまたは出力BVIにポリシーマップを付加します。
BVIのポリサーは、ネットワークプロセッサ
ごとに集約されます。同じ NPの 2つのイン
ターフェイスの 500Mポリサーでは、NPごと
のポリシングレートが合計で 500Mに低下し
ます。

（注）

service-policy {input | output} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 12   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインター
フェイスから送信されるすべてのトラフィックを評

価します。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 13   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーション

セッションが終了して、ルータがEXECモードに戻
ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィ
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目的コマンドまたはアクション

ギュレーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

（任意）指定したインターフェイス（gig 0/1/0/29）が属
する NP上のすべてのサービスポリシーに対して設定さ

show policy-map interface type interface-path-id
[input | output]interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# sh policy-map int BVI
1 input member gig 0/1/0/29

ステップ 14   

れているすべてのクラスのポリシー設定情報を表示しま

す。

ECN の設定
ECNは、ルータとエンドホストが、ネットワークが輻輳状態であり、パケットの送信速度が低下
しているのを認識できるようにします。

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. bandwidth [percent |value]
5. random-detect { default | discard-class | dscp | precedence }
6. random-detect ecn
7. exit
8. exit
9. endまたは commit
10. show policy-map interface type interface-path-id [input | output]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができる
ポリシーマップを作成または修正し、サービスポリシー

を指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開

始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class1

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま
す。

特定のポリシーマップのクラスに割り当てる帯域幅を指定ま

たは変更します。

bandwidth [percent |value]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth 100

ステップ 4   

ECNは、帯域幅、シェーピングなど、特定のキュー
イングアクションで設定できます。

（注）

WREDプロファイルを設定します。WREDプロファイルエ
ントリは、特定クラスの ECNに適用する必要があります。

random-detect { default | discard-class
| dscp | precedence }

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#

ステップ 5   

random-detect dscp 1 1000 packets
2000 packets

ECNをイネーブルにします。random-detect ecn

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
random-detect ecn

ステップ 6   

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻しま

す。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
exit

ステップ 8   

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 9   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更は
コミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレー
ションセッションで継続されます。コンフィギュレー

ションセッションは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

（任意）指定されたインターフェイス上のすべてのサービス

ポリシーに対して設定されている全クラスの統計情報を表示

show policy-map interface type
interface-path-id [input | output]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show

ステップ 10   

します。ECNがイネーブルであると、指定のインターフェイ
スに ECNマーキング情報が表示されます。

policy-map interface gigabitethernet
0/2/0/0

輻輳管理の設定例
輻輳管理対象の例を、次にいくつか示します。
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入力インターフェイスのトラフィックシェーピング：例

次に、入力インターフェイス上でポリシーマップを設定する例を示します。

policy-map p2
class voip
shape average 20 mbps

!
interface GigabitEthernet0/4/0/24
service-policy input p2
commit
RP/0/RSP0/CPU0:Jun 8 16:55:11.819 : config[65546]: %MGBL-LIBTARCFG-6-COMMIT : Configuration
committed by user 'cisco'. Use 'show configuration commit changes 1000006140' to view the
changes.

次に、上記のポリシーマップ設定の表示出力の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map interface GigabitEthernet 0/4/0/24 input

GigabitEthernet0/4/0/24 input: p2
Class voip
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)

Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 268435978
High watermark (Unknown)
Inst-queue-len (packets) : 0
Avg-queue-len (Unknown)
Taildropped(packets/bytes) : 0/0
Queue(confirm) : 0/0
Queue(exceed) : 0/0
RED random drops(packets/bytes) : 0/0

Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)

Matched : : 0/0 0
Transmitted : Un-determined
Total Dropped : Un-determined

バンドルインターフェイスのトラフィックポリシング：例

次に、バンドルインターフェイスのポリシーマップを設定する例を示します。

policy-map p2
class voip
police rate percent 20
commit
RP/0/RSP0/CPU0:Jun 8 16:51:51.679 : config[65546]: %MGBL-LIBTARCFG-6-COMMIT : Configuration
committed by user 'cisco'. Use 'show configuration commit changes 1000006135' to view
the changes.
exit
exit
interface bundle-ether 1
service-policy input p2
commit
RP/0/RSP0/CPU0:Jun 8 16:52:02.650 : config[65546]: %MGBL-LIBTARCFG-6-COMMIT : Configuration
committed by user 'cisco'. Use 'show configuration commit changes 1000006136' to view
the changes.
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次に、ポリシングがパーセンテージで設定されたポリシーマップ設定の表示出力の例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map interface bundle-ether 1

Bundle-ether1 input: p2
Class voip
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)

Matched : 0/0 0
Policing statistics (packets/bytes) (rate - kbps)

Policed(conform) : 0/0 0
Policed(exceed) : 0/0 0
Policed(violate) : 0/0 0
Policed and dropped : 0/0

Class default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)

Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Vital (packets) : 0

Queueing statistics
Queue ID : 36
High watermark (packets) : 0
Inst-queue-len (bytes) : 0
Avg-queue-len (bytes) : 0
TailDrop Threshold(bytes) : 239616000
Taildropped(packets/bytes) : 0/0

2R3C トラフィックポリシング：例
これらのコマンドは、カラーアウェアポリシーを作成します。

!
class-map match-any match-frde-0
match not fr-de 1
end-class-map
!
class-map match-any match-frde-1
match fr-de 1
end-class-map
!

!
policy-map color-aware-policer
class class-default
police rate 1000 kbps peak-rate 2000 kbps
conform-color match-frde-0
exceed-color match-frde-1
conform-action set qos-group 10
exceed-action set qos-group 20
violate-action drop
!
!
end-policy-map
!

!
interface POS0/1/0/0
encapsulation frame-relay
pos
crc 32
!
frame-relay lmi disable
!
interface POS0/1/0/0.1 l2transport
pvc 100
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service-policy input color-aware-policer
!
!

このコマンドは、ポリシーの現在のコンフィギュレーションコマンドを表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show run policy-map color-aware-policer
Thu Apr 14 09:25:04.752 UTC
policy-map color-aware-policer
class class-default
police rate 1000 kbps peak-rate 2000 kbps
conform-color match-frde-0
exceed-color match-frde-1
conform-action set qos-group 10
exceed-action set qos-group 20
violate-action drop
!
!
end-policy-map
!

このコマンドは、カラーアウェアポリシーを表示します。

/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map interface pos 0/1/0/0.1 input
Thu Apr 14 09:24:10.487 UTC

POS0/1/0/0.1 input: color-aware-policer

Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 66144900/8201967600 498245
Transmitted : N/A
Total Dropped : 65879175/8169017700 496245

Policing statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Policed(conform) : 132863/16475012 1000
Policed(exceed) : 132863/16475012 1000
Policed(violate) : 65879175/8169017700 496245
Policed and dropped : 65879175/8169017700

Conform Color
Policed(conform) : 132863/16475012 1000
Policed(exceed) : 51367/6369508 389
Policed(violate) : 46186826/5727166424 347907

Exceed Color
Policed(exceed) : 81496/10105504 611
Policed(violate) : 19692349/2441851276 148338

Violate Color
Policed(violate) : 0/0 0

BVI に対するトラフィックポリシング：例
次に、BVIに対するトラフィックポリシングを設定する例を示します。
policy-map p1
class c1
police rate 10
conform-action set prec 1
exceed-action drop
exit
exit

exit
interface BVI 10
service-policy output p1

L2VPN（サブインターフェイス）の設定例：
interface TE0/2/1/2.1 l2transport
encapsulation dot1q50
rewrite ingress tag pop1 symmetric (for dot1q sub)

l2vpn
bridge group BVI
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bridge-domain BVI
interface TE0/2/1/2.1
!
routed interface BVI1
!
!

ECN：例

次の例では、random-detect ecnコマンドを実行して ECNを設定する例を示します。
config
policy-map p1
class c1
bandwidth 100
random-detect dscp 1 1000 packets 2000 packets
random-detect ecn
exit
exit
commit

ATM QoS：例

階層型ポリシング：例

その他の関連資料
ここでは、QoS輻輳管理の実装に関する関連資料について説明します。

関連資料

参照先関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Getting Started Guide』

初期システム起動と設定

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Master Command Listing』

マスターコマンドリファレンス

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Modular Quality of Service Command Reference』

QoSコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Security Configuration Guide』の「Configuring
AAA Services on Cisco ASR 9000 Series Router」モ
ジュール

ユーザグループとタスク ID
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標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準また

は変更された標準はありません。また、既

存の標準のサポートは変更されていませ

ん。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOSXRソフトウェアを使用してMIBを検索お
よびダウンロードするには、http://cisco.com/public/
sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlにある Cisco MIB
Locatorを使用し、[Cisco Access Products]メニューか
らプラットフォームを選択します。

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFC
または改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更は
ありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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第 6 章

モジュラ QoS サービスパケットの分類の設
定

パケット分類は、データパス上で輻輳管理または輻輳回避を必要とするトラフィックフローを

識別し、マーキングします。モジュラ Quality of Service（QoS）コマンドラインインターフェイ
ス（MQC）は、分類する必要のあるトラフィックフローを定義するために使用します。このと
き、各トラフィックフローをサービスクラス、またはクラスと呼びます。その後、トラフィッ

クポリシーを作成し、クラスに適用します。定義されたクラスに該当しないトラフィックは、

すべてデフォルトクラスのカテゴリに分類されます。

このモジュールでは、QoSパケット分類の概念および設定情報について説明します。

ラインカード、SIP および SPA のサポート

ASR 9000 用 SIP 700ASR 9000 イーサネットライ
ンカード

機能

noyesDEIに基づく分類

yesyesクラスベースの無条件パケット

マーキング

yesyesIn-Placeポリシーの変更

yesyesIPv6 QoS

yesyesパケットの分類とマーキング

yesyesポリシーの継承

noyesポートシェーピングポリシー

noyes共有ポリシーインスタンス
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Cisco ASR 9000 シリーズルータでのモジュラ QoS パケット分類とマーキングの設定に関する機能
履歴

変更内容リリース

クラスベース無条件パケットマーキング機能が、ASR9000イーサネッ
トラインカードに導入されました。

IPv6 QoS機能が、ASR 9000イーサネットラインカードに導入されま
した。（IPv6ACLに対するQoSの照合はサポートされていません）。

パケットの分類とマーキング機能が、ASR 9000イーサネットライン
カードに導入されました。

リリース 3.7.2

クラスベース無条件パケットマーキング機能が、ASR 9000用 SIP 700
でサポートされました。

パケットの分類とマーキング機能が、ASR 9000用 SIP 700でサポート
されました。

ポリシーの継承機能が、ASR 9000イーサネットラインカードと ASR
9000用 SIP 700に導入されました。

共有ポリシーインスタンス機能が、ASR 9000イーサネットライン
カードに導入されました。

リリース 3.9.0

DEI機能に基づく分類機能が、ASR 9000イーサネットラインカード
に導入されました。

In-Placeポリシーの変更機能は、ASR 9000イーサネットラインカー
ドと ASR 9000用 SIP 700に導入されました。

IPv6 QoS機能が、ASR 9000用 SIP 700でサポートされました。

同じクラスのポリサーアクションの一部として、スタンドアロンマー

キングアクションが 3つ、マーキングアクションが 3つ、ASR 9000
用 SIP 700に追加されました。（ASR 9000イーサネットラインカー
ドでは、同じクラスのポリサーアクションの一部として、スタンドア

ロンマーキングアクションを 2つ、マーキングアクションを 2つサ
ポートしています）。

リリース 4.0.0

ポートシェーピングポリシー機能のサポートが、ASR 9000イーサ
ネットラインカードに導入されました。

リリース 4.0.1

衛星機能の QoSが追加されました。リリース 4.2.1

• モジュラ QoSパケット分類の設定の前提条件, 121 ページ

• モジュラ QoSパケットの分類の設定に関する情報, 121 ページ

• モジュラ QoSのパケット分類の設定方法, 139 ページ
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• モジュラ QoSパケット分類の設定例, 163 ページ

• その他の関連資料, 170 ページ

モジュラ QoS パケット分類の設定の前提条件
ネットワークでモジュラQoSパケット分類とマーキングを設定するには、次の前提条件が必要で
す。

•適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している
必要があります。このコマンドリファレンスガイドには、各コマンドに必要なタスク IDが
含まれます。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場

合、AAA管理者に連絡してください。

• Cisco IOS XR QoSの設定作業と概念に関する知識が必要です。

モジュラ QoS パケットの分類の設定に関する情報
このマニュアルのQoSパケット分類機能を設定するには、次の概念を理解している必要がありま
す。

パケット分類の概要

パケットの分類には、特定のグループ（またはクラス）内のパケットを分類し、これにトラフィッ

ク記述子を割り当てて、ネットワークでQoS処理用にアクセスできるようにする処理が含まれま
す。トラフィック記述子には、パケットが受ける転送処理（QualityofService）に関する情報が含
まれます。パケット分類を使用すると、複数のプライオリティレベルまたは CoSにネットワー
クトラフィックを区分できます。発信元が契約された条項に従うことに同意し、ネットワークが

QoSの実行を約束します。トラフィックポリサーとトラフィックシェーパーは、契約を順守す
るために、パケットのトラフィック記述子を使用します。

トラフィックポリサーおよびトラフィックシェーパーは、IP precedenceなどのパケット分類機能
を使用して、さまざまなタイプのQoSサービスに対して、ルータを通過するパケット（またはト
ラフィックフロー）を選択します。たとえば、IPパケットヘッダーのタイプオブサービス
（ToS）フィールドの 3つの precedenceビットを使用すると、最大 8種類のトラフィッククラス
で構成される限定的な設定にパケットを分類できます。パケットを分類した後、他のQoS機能を
使用して、輻輳管理、帯域幅割り当て、および遅延限度などの適切なトラフィック処理ポリシー

を、各トラフィッククラスに割り当てることができます。

IPv6ベースの分類は、レイヤ 3インターフェイスでのみサポートされています。（注）
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トラフィッククラスの要素

トラフィッククラスの目的は、ルータのトラフィックを分類することです。 class-mapコマンド
を使用して、トラフィッククラスを定義します。

トラフィッククラスに含まれる 3つの主な要素は、名前、一連の matchコマンド、そしてトラ
フィッククラスに複数のmatchコマンドが存在する場合にmatchコマンドを評価する方法です。
トラフィッククラスの名前は、class-mapコマンドで指定します。たとえば、class-mapコマンド
で ciscoを使用すると、トラフィッククラスの名前は ciscoになります。

matchコマンドは、パケット分類のためのさまざまな基準を指定するために使用します。パケッ
トは、matchコマンドで指定された基準に合っているかどうかを判断するために、チェックされ
ます。指定された基準に合っていれば、パケットはクラスのメンバーと見なされ、トラフィック

ポリシーで設定された QoS仕様に従って転送されます。一致基準を満たさないパケットは、デ
フォルトのトラフィッククラスのメンバーとして分類されます。デフォルトトラフィッククラ

スを参照してください。

複数の一致基準をトラフィッククラスに指定する場合は、これらのmatchコマンドを評価する方
法の説明を指定する必要があります。評価の説明は、class-map match-anyコマンドで指定しま
す。match-anyオプションを評価の説明として指定した場合、トラフィッククラスによって評価
されるトラフィックは、指定した条件のうち少なくとも 1つを満たす必要があります。match-all
オプションを指定した場合、トラフィックはすべての一致基準を満たす必要があります。

これらのコマンドの機能については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Routers Modular
Quality of Service Command Reference』でより詳細に説明します。トラフィッククラスの設定作業
については、トラフィッククラスの作成で説明されています。

トラフィックポリシーの要素

トラフィックポリシーの目的は、ユーザが指定したトラフィッククラスまたはクラスに分類され

たトラフィックに関連付ける QoS機能を設定することです。トラフィックポリシーを作成する
には、policy-mapコマンドを使用します。トラフィックポリシーには、名前、トラフィックク
ラス（classコマンドで指定）、およびQoSポリシーという 3つの要素が含まれます。トラフィッ
クポリシーの名前は、ポリシーマップのModular Quality of Service（MQC）で指定します（たと
えば、policy-map policy1コマンドによって policy1という名前のトラフィックポリシーを作成で
きます）。指定したトラフィックポリシーにトラフィックを分類するために使用するトラフィッ

ククラスは、クラスマップコンフィギュレーションモードで定義します。トラフィックポリ

シーにトラフィックを分類に使用するトラフィッククラスを選択した後で、この分類されたトラ

フィックに適用する QoS機能を入力できます。

MQCでは、必ずしも 1つのトラフィッククラスだけを 1つのトラフィックポリシーに関連付け
る必要はありません。パケットが複数の一致基準に一致する場合、1つのトラフィックポリシー
に 1024のトラフィッククラスを関連付けることができます。 1024のクラスマップには、デフォ
ルトクラスと子ポリシーのクラスが含まれます（存在する場合）。

クラスをポリシーマップで設定する順序が重要です。クラスの一致規則は、クラスをポリシー

マップで指定した順序でTCAMにプログラミングされます。したがって、あるパケットが複数の
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クラスと一致する場合は、最初に一致したクラスだけが返され、対応するポリシーが適用されま

す。

これらのコマンドの機能については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Modular
Quality of Service Command Reference』でより詳細に説明します。

トラフィッククラスの設定作業については、トラフィックポリシーの作成で説明されています。

デフォルトトラフィッククラス

未分類のトラフィック（トラフィッククラスで指定された一致条件を満たさないトラフィック）

は、デフォルトトラフィッククラスに属するものとして扱われます。

ユーザがデフォルトクラスを設定しない場合でも、パケットはデフォルトクラスのメンバとして

扱われます。ただし、デフォルトでは、デフォルトクラスにイネーブルな機能はありません。

そのため、機能が設定されていないデフォルトクラスに属するパケットにはQoS機能は適用され
ません。この後、これらのパケットは、ファーストインファーストアウト（FIFO）キューに配置
され、使用可能な下位リンクの帯域幅で決められたレートで転送されます。このFIFOキューは、
テールドロップと呼ばれる輻輳回避技術で管理されます。テールドロップなどの輻輳回避技術

の詳細については、このマニュアルの「Configuring Modular QoS Congestion Avoidance on
Cisco ASR 9000 Series Routers」モジュールを参照してください。

バンドルトラフィックポリシー

ポリシーがバンドルにバインドされている場合、各バンドルメンバ（ポート）で同じポリシーが

プログラミングされます。たとえば、ポリサーまたはシェーパーレートがある場合、各ポートに

同じレートが設定されます。トラフィックはロードバランシングアルゴリズムに基づいてメン

バをバンドルするようスケジュールされます。

ポリシーは次のものにバインドできます。

•バンドル

•バンドルレイヤ 3サブインターフェイス

•バンドルレイヤ 2サブインターフェイス（レイヤ 2転送）

入力および出力トラフィックの両方がサポートされています。パーセントベースのポリシーと絶

対レートベースのポリシーがサポートされています。ただし、使いやすさのため、パーセント

ベースのポリシーを使用することを推奨します。

共有ポリシーインスタンス

トラフィッククラスとトラフィックポリシーを作成した後、任意で共有ポリシーインスタンス

（SPI）を使用して、QoSリソースを 1つ割り当て、これをサブインターフェイス、複数のイーサ
ネットフローポイント（EFP）、またはバンドルインターフェイスで共有することができます。
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SPIを使用して、QoSポリシーの 1つのインスタンスを複数のサブインターフェイスで共有し、
サブインターフェイスのシェーピングを 1つのレートに集約できます。 QoSポリシーのインスタ
ンスを共有するサブインターフェイスは、すべて同じ物理インターフェイスに属する必要があり

ます。 QoSポリシーのインスタンスを共有するサブインターフェイスの数は、2からポートのサ
ブインターフェイスの最大数までです。

バンドルインターフェイスの場合、ハードウェアリソースはバンドルメンバごとに複製されま

す。共通の共有ポリシーインスタンスを使用し、LinkAggregationControl Protocol（LAG）バンド
ルで設定されたサブインターフェイスは、すべて同じメンバリンクにロードバランシングされる

必要があります。

バンドルEFPにポリシーが設定されている場合、バンドルのメンバリンクごとにポリシーのイン
スタンスが 1つ設定されます。同じバンドルの複数のバンドル EFP間で SPIを使用する場合、バ
ンドルのメンバリンクごとにポリシーの共有インスタンスが 1つ設定されます。デフォルトで
は、バンドルのロードバランシングアルゴリズムでは、ハッシュを使用して（バンドル EFPか
ら送信される必要のある）トラフィックをバンドルメンバ間に分散させます。 1つまたは複数の
EFPのトラフィックを、複数のバンドルメンバ間に分散させることができます。複数のEFPに、
SPIを使用して一緒にシェーピングまたはポリシングを実行しなければならないトラフィックがあ
る場合は、同じ共有ポリシーのインスタンスに属するすべての EFPへのトラフィックに対して、
バンドルロードバランシングで同じバンドルメンバを選択する（ハッシュ選択）ように設定す

る必要があります。これによって、同じポリシーの共有インスタンスを持つすべてのEFPに向か
うトラフィックで、同じポリサー/シェーパーインスタンスが使用されます。

これは通常は同じ加入者が多数の EFPを持つ場合（たとえば、各サービスタイプに対して 1つの
EFPを持つなど）や、プロバイダーですべての加入者の EFPに対してシェーピングおよびキュー
イングを一緒に実装することが求められる場合に使用されます。

ポリシーの継承

ポリシーマップを物理ポートに適用すると、ポリシーは、その物理ポートのすべてのレイヤ 2お
よびレイヤ 3サブインターフェイスに適用されます。

ポートシェーピングポリシー

ポートシェーピングポリシーをメインインターフェイスに適用するときには、個々の通常のサー

ビスポリシーをそのサブインターフェイスに適用できます。ポートシェーピングポリシーマッ

プには、次の制限事項があります。

• class-defaultが許可された唯一のクラスマップです。

•シェイプクラスアクションが許可された唯一のクラスアクションです。

•これらは出力方向でだけ設定できます。

•これらのスクリプトは、メインインターフェイスにのみ適用します。サブインターフェイス
には適用できません。
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• 2レベルまたは 3レベルのポリシーはサポートされていません。 1レベルまたはフラットな
ポリシーだけがサポートされています。

上記の制限のいずれかに違反した場合、設定したポリシーマップはポートシェーピングポリシー

ではなく、通常のポリシーとして適用されます。

クラスベース無条件パケットマーキングの機能と利点

クラスベースの無条件パケットマーキング機能は、ユーザが指定したマーキングに基づいてパ

ケットを区別できる効率的なパケットマーキング機能です。

クラスベースの無条件パケットマーキングでは、次の作業を行うことができます。

• IP precedenceビットまたは IP DiffServコードポイント（DSCP）を IP ToSバイトに設定して
パケットをマーキング。

•インポーズされたラベルまたは最上位ラベル内のEXPビットを設定して、マルチプロトコル
ラベルスイッチング（MPLS）パケットをマーキング。

•レイヤ 2サービスクラス（CoS）値を設定して、パケットをマーキング。

• IEEE 802.1Qトンネリング（QinQ）設定に内部および外部 CoSタグを設定してパケットを
マーキング。

• qos-group引数の値を設定してパケットをマーキング。

• discard-class引数の値を設定してパケットをマーキング。

qos-groupおよび discard-classはルータの内部変数であり、送信されません。（注）

無条件パケットマーキングにより、次のようにネットワークを複数のプライオリティレベルまた

はサービスクラスに区切ることができます。

• QoS無条件パケットマーキングを使用して、ネットワークに入るパケットの IP precedenceま
たは DSCP値を設定します。ネットワーク内のルータは、新しくマーキングされた IP
precedence値を使用して、トラフィックの処理方法を決定できます。

たとえば、輻輳回避技術である重み付けランダム早期検出（WRED）を使用すると、パケッ
トがドロップされる確率を判断できます。さらに、低遅延キューイング（LLQ）を設定し
て、そのマークのすべてのパケットをプライオリティキューに送るよう設定できます。

• QoS無条件パケットマーキングを使用して、パケットをQoSグループに割り当てます。QoS
グループ IDをMPLSパケットに設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレー
ションモードで set qos-groupコマンドを使用します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28380-01-J 125

モジュラ QoS サービスパケットの分類の設定
クラスベース無条件パケットマーキングの機能と利点



QoSグループ IDを設定しても、パケットを送信する優先順位が自動的に決ま
るわけではありません。最初に QoSグループを使用する出力ポリシーを設定
する必要があります。

（注）

• CoS無条件パケットマーキングを使用して、IEEE802.1p/スイッチ間リンク（ISL）パケット
のプライオリティ値を設定するパケットを割り当てます。スイッチ間リンク（ISL）パケッ
ト。ルータでは、CoS値を使用して、パケットに転送のための優先順位を付ける方法を決定
し、このマーキングを使用してレイヤ 2からレイヤ 3へのマッピングを行います。送信パ
ケットのレイヤ 2 CoS値を設定するには、ポリシーマップコンフィギュレーションモード
で set cosコマンドを使用します。

設定作業については、クラスベース無条件パケットマーキングの設定で説明されています。

特に明記されていないかぎり、レイヤ3物理インターフェイスのクラス単位の無条件パケット
マーキングがバンドルインターフェイスに適用されます。

（注）

IP precedence によるパケットの CoS の指定
IP precedenceを使用すると、パケットのCoSを指定できます。この目的には、IPVersion 4（IPv4）
ヘッダーの ToSフィールドの 3つの precedenceビットを使用します。図 1に、ToSフィールドを
示します。

図 7：IPv4 パケットのタイプオブサービスフィールド

ToSビットを使用して、最大 8つのサービスクラスを定義できます。その後、ネットワーク全体
で設定された他の機能によって、これらのビットを使用して、ToSの付与に関するパケットの処
理方法を決定します。これらの他のQoS機能では、輻輳管理戦略や帯域幅の割り当てなど適切な
トラフィック処理ポリシーを割り当てることができます。たとえば、などのパケットの IP優先順
位設定を使用してトラフィックのプライオリティを設定できます。

着信トラフィックに precedenceレベルを設定し、Cisco IOS XR QoSキューイング機能と一緒に使
用することで、ディファレンシエーテッドサービスを作成できます。
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後続の各ネットワーク要素が決定されたポリシーに基づいてサービスを提供できるように、でき

るだけ IP precedenceは、通常ネットワークの端または管理ドメインの近くに配置します。これに
よって、他のコアまたはバックボーンにおいて、優先順位に基づいて QoSを設定できます。

設定作業については、クラスベース無条件パケットマーキングの設定で説明されています。

パケットの分類に使用する IP precedence ビット
IPヘッダーの ToSフィールドにある 3つの IP precedenceビットを使用して、各パケットの CoS割
り当てを指定します。前述したように、最大 8個のクラスにトラフィックを分類した後、ポリ
シーマップを作成して、各クラスの輻輳処理、帯域幅割り当てといったネットワークポリシーを

定義できます。

歴史的な理由から、各優先度はある名前に対応します。これらの名前は RFC 791で定義されてい
ます。表 5に、重要度のより小さいものから大きいものへの順序で、番号とそれに対応する名前
を表示します。

表 2：IP precedence 値

名前番号

routine0

priority1

immediate2

flash3

flash-override4

critical5

internet6

network7

IP precedenceビットの設定 6と 7は、ルーティングアップデートなどのネットワーク制御情報
用に予約されています。

（注）

IP precedence 値の設定
デフォルトでは、Cisco IOSXRソフトウェアは、IP precedence値をそのまま残します。これによっ
て、ヘッダーのprecedence値セットが維持され、すべての内部ネットワークデバイスが IPprecedence
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の設定に基づいてサービスを提供できるようになります。このポリシーは、ネットワークのエッ

ジでネットワークトラフィックをさまざまなタイプのサービスにソートすること、またこれらの

サービスタイプをネットワークコアで設定することを指定する標準的な方法に従っています。

その後、ネットワークのコアにあるルータは、precedenceビットを使用して、送信順やパケット
ドロップの可能性などを決定できるようになります。

ネットワークに入ってくるトラフィックには外部デバイスで設定された precedenceが設定されて
いる可能性があるので、ネットワークに入るすべてのトラフィックの precedenceをリセットする
ことを推奨します。 IP precedenceの設定を制御することによって、すでに IP precedenceを設定し
たユーザが、自身のすべてのパケットに高い優先度設定を設定して、自身のトラフィックに対し

てより高いサービスを得ることを禁止します。

クラスベースの無条件パケットマーキング、LLQ、およびWRED機能では、IP precedenceビット
を使用できます。

DEI に基づく分類
802.1adフレームと 802.1ahフレームに含まれる Drop Eligible Indicator（DEI）ビットに基づいて、
トラフィックを分類できます。デフォルトのDEIマーキングがサポートされています。ポリシー
マップの set deiアクションは、802.1adパケットで次の項目に対してサポートされています。

•入力および出力

•レイヤ 2サブインターフェイス

•レイヤ 2メインインターフェイス

•レイヤ 3メインインターフェイス

set deiアクションは、802.1adカプセル化用に設定されていないインターフェ
イスのトラフィックに対しては無視されます。

（注）

デフォルト DEI マーキング

インポーズされた 802.1ad ヘッダーのデ
フォルト DEI

着信パケット

0なし802.1qパケット

着信パケットの最上位タグの DEIなし802.1adパケット
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インポーズされた 802.1ad ヘッダーのデ
フォルト DEI

着信パケット

0または 1

setアクションの DEI値に基づく

set dei {0 | 1}802.1adパケットに変換され
た 802.1qパケット

または

802.1adパケット

IP precedence と IP DSCP マーキングの比較
ネットワークでパケットをマークする必要があり、すべてのデバイスで IP DSCPマーキングがサ
ポートされている場合は、IP DSCPマーキングの方が無条件パケットマーキングのオプションが
多いため、IP DSCPマーキングを使用してください。 IP DSCPによるマーキングが好ましくない
場合、またはネットワークにあるデバイスで IP DSCP値がサポートされているかどうか不明な場
合は、パケットのマーキングに IP precedence値を使用してください。 IP precedence値は、おそら
くネットワーク内のすべてのデバイスでサポートされています。

最大 8種類の IP precedenceマーキングと、64種類の IP DSCPマーキングを設定できます。

ボーダーゲートウェイプロトコルを使用した QoS ポリシー伝搬
パケット分類は、データパス上で輻輳管理または輻輳回避を必要とするトラフィックフローを識

別し、マーキングします。ボーダーゲートウェイプロトコルを使用した Quality of Serviceポリ
シー伝搬（QPPB）では、アクセスリスト（ACL）、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
コミュニティリスト、BGP自律システム（AS）パス、送信元プレフィックスアドレス、または
宛先プレフィックスアドレスに基づいて、パケットを QoSグループ IDで分類できます。パケッ
トを分類しておくと、ポリシングや重み付けランダム早期検出（WRED）などの他の QoS機能を
使用して、ビジネスモデルに適合するようにポリシーを指定し、実行できます。

BGPを使用した QoSポリシー伝搬（QPPB）では、トラフィックポリシングの適用に使用できる
シスコエクスプレスフォワーディング（CEF）パラメータに BGPプレフィックスおよび BGP属
性をマッピングできます。 QPPBを使用すると、ネットワークのある場所で設定した BGPポリ
シーを、BGPを使用してネットワークの別の場所に伝搬し、そこで適切なQoSポリシーを作成で
きます。

QPPBでは、次の各点に基づいてパケットを分類できます。

•アクセスリスト

• BGPコミュニティリスト。コミュニティリストを使用すると、ルートポリシーのmatch句
で使用するコミュニティグループを作成できます。アクセスリストと同様に、一連のコミュ

ニティリストを作成できます。
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• BGP自律システムパス。 BGP自律システムパスに基づいて、着信および発信の両方のルー
ティングアップデートに対してアクセスリストを指定することにより、これらのルーティ

ングアップデートをフィルタリングできます。

•送信元プレフィックスアドレス。 BGPネイバーのアドレスから送信されたプレフィックス
セットを分類できます。

•宛先プレフィックスアドレス。一連の BGPプレフィックスを分類できます。

分類は、トラフィックの送信元または宛先アドレスに基づいて実行できます。 BGPおよび CEF
は、サポートされている QPPB機能に対して有効にする必要があります。

衛星システム上の QoS
QoS機能の一貫した展開を自動化する自動QoSは、衛星システムで有効化されています。すべて
のユーザ設定のレイヤ 2およびレイヤ 3機能がASR9000で適用され、衛星システムに対する個別
のQoS設定は必要ありません。自動QoSは、ICLリンクのオーバーサブスクリプションを処理し
ます。通常のポート上のその他すべての QoS機能（ブロードバンド QoSを含む）は、衛星ポー
トでもサポートされています。 ASR9000シリーズルータと衛星ポート間のシステムの輻輳処理
は、プライオリティと保護を維持するように設定されます。自動QoSは、ASR9000シリーズルー
タと衛星間の衛星 ICLで流れるトラフィックの異なるクラス間に対する十分な区別を提供します。

システムは、1Gポートシェーパーに対して、最大 14個の一意のシェーピングレートをサポート
できます。 1Gポートは、トラフィックマネージャ（TM）階層の L0エンティティを使用して表
されます。ポートシェーパーは、このレベルで適用されます。衛星ポートで速度が変更された

場合、QoSEAは、基本となる衛星ポートの速度に基づいてポリシーマップを自動的に再設定しま
す。ただし、ポリシーが存在ない場合、ポリシーマネージャ（PM）は、ポートシェーパー API
（アプリケーションプログラミングインターフェイス）を呼び出すことによってポートの速度を

設定する必要があります。システムは、ANによって基本となるポートの速度が変更された場合
に、パーセンテージベースのポリシーを変更します。ASR9000シリーズルータ上のポリシーに自
動ネゴシエーションされた速度を伝播すると、時間差が発生する場合があります。この期間中は、

衛星デバイスでパケットドロップが発生することが想定されます。

入力サービスポリシーでのキューイングは、衛星インターフェイスではサポートされていま

せん。

（注）

衛星システムのQoSの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services RouterModular
Quality of Service Configuration Guide』を参照してください。

自動 QoS
衛星システムから Cisco IOS XR ASR9000シリーズルータへのトラフィック、および ASR9000シ
リーズルータから衛星システムへのトラフィックについて説明します。

衛星から ASR9000シリーズルータ
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•トラフィックは、信頼ポートモデルを使用して処理されます。

•パケットが制御パケット（LACP、STP、CDP、CFM、ARP、OSPFなど）、高プライオリティ
のデータ（VLANCOS5、6、7、IP prec 5、6、7）、または通常のプライオリティのデータで
あり、それに応じてキューイングされるかどうかは、自動パケット分類ルールによって決定

されます。

•衛星によって自動で優先順位付けされるプロトコルタイプ：すべての IEEEコントロールプ
ロトコル（01 80 C2 xx xx xx）、LACP、802.3ah、CFM、STP、CDP、LLDP、ARP、OSPF、
RIP、BGP、IGMP、RSVP、HSRP、VRRP p2 q。

•衛星によって自動で優先順位付けされるユーザデータパケット：VLAN CoS 5、6、7、IP
precedence 5、6、7、MPLS EXP 5、6、7。

図 8：自動 QoS、衛星からホスト

ASR9000シリーズルータから衛星

•衛星出力ポートに宛てられたトラフィックは、ダウンストリームのシェーピングアクセス
ポートの速度を一致させるために ASR9Kでシェーピングされます。

•トラフィックは、フル 3レベル出力キューイング階層に基づいてストリーミングされます。
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•リモートで管理されている各衛星アクセス GigEポートは、アクセス回線速度を一致させる
ために自動シェーピングされます。

図 9：自動 QoS、ホストから衛星

PWHE 上の QoS
疑似配線ヘッドエンド（PWHE）上の QoSは、サービスプロバイダーのエッジルータの拡張
L3VPNサービスをイネーブルにします。

PWHE-QoSの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Modular Quality
of Service Configuration Guide』を参照してください。

サポートされる機能

PWHEでの QoSの機能：

•入力 PWHEと出力 PWHEの両方のポリシーマップ。ハードウェア制限内でのポリシング、
マーキング、およびキューイングが入力と出力の両方でサポートされています。

•通過トラフィック用のポートのポリシーは、PWHEインターフェイス用のポリシーと同時に
適用できます。

•ポリシーは、すべてのPWHEメンバでレプリケートされます。これは、PWHEポリシーマッ
プで指定されたレートが、特定されたすべてのメンバの最低のレートに制限されることを意

味します。たとえば、PW-HEインターフェイスに 1Gと 10Gの両方で特定されたメンバが
存在する場合、レートは 1Gに制限されます。 10Gメンバに 900 mbpsのシェーパーがある場
合、PWHEインターフェイスポリシーのレートは、900 Mbpsに制限されます。
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•メンバインターフェイスのポートシェーピングポリシーは、そのポートを通過する PWHE
トラフィックに影響を与えます。

制限事項

• PW-HEポリシーの親レベルでのパーセンテージベースのシェーピングまたはポリシングは
サポートされていません。

• QoSアカウンティングには、疑似配線ヘッダーが含まれません。

帯域幅の分配

異なる PW HE仮想インターフェイスの QoSポリシー、および物理インターフェイスの QoSポリ
シーに対応するキューイングリソースは、すべてTM内の同一のポート下にあります。スケジュー
リングの観点から、物理インターフェイス QoSポリシーおよび PW HEインターフェイス QoSポ
リシーで設定されたキューイングパラメータ（minimum bandwidth、maximum bandwidth/shape、
weight/bandwidth remaining）は、互いに影響します。物理インターフェイスの帯域幅は、すべて
の QoSポリシーによって共有されます。

Bandwidth remainingコマンドを PW-HEポリシーの親デフォルトクラスで使用して、さまざまな
PW-HEインターフェイスと物理インターフェイス間の超過帯域幅の分配を制御できます。

QoSアカウンティング

• QoS機能（ポリシング、シェーピング、統計情報など）を実行する際のパケット長は、カス
タマー IPパケット、カスタマー L2ヘッダー、および設定された追加オーバーヘッドに基づ
きます。

• QoS統計情報には、カスタマー IPパケット、カスタマー L2ヘッダー、および設定された追
加オーバーヘッドが含まれます。

•外部MPLSヘッダー（VCラベル、トランスポートラベルなど）および外部L2ヘッダー（基
本となる物理インターフェイスのレイヤ 2カプセル化）は、PWHE仮想インターフェイスで
QoSを実行する際のパケット長には含まれません。

マーキングサポート

PW ether：入力と出力

•カスタマー IPヘッダー、qos-group、および discard-classのマーキングがサポートされます。

•インポーズされたすべてのMPLSラベルの EXPビットのマーキングがサポートされます。

•インポーズされたラベルの EXPは、入力ポリシーにだけ設定できます。ただし、出力 QoS
ポリシーの処理後、より多くのラベルがカスタマー IPパケットにインポーズされるため、
PWHEインターフェイスに付加された出力ポリシーでも設定できるように例外が適用されま
す。
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•転送 L2ヘッダーの CoSビットのマーキングはサポートされず、デフォルトの動作になりま
す。

•入力方向の無条件マーキングの場合は、DSCP/precedence、インポーズされたラベルのEXP、
qos-group、および discard-classの各フィールドをマーキングできます。

•出力方向の無条件マーキングの場合は、DSCP/precedenceおよびインポーズされたラベルの
EXPの各フィールドをマーキングできます。

•入力方向の条件付きポリサーマーキングの場合は、DSCP/precedence、インポーズされたラ
ベルの EXP、qos-group、および discard-classの各フィールドのうち、最大で 2つのフィール
ドをマーキングできます。

•出力方向の条件付きポリサーマーキングの場合は、DSCP/precedenceおよびインポーズされ
たラベルの EXPの各フィールドをマーキングできます。

ポリシングおよびキューイングのサポート

通常のL3インターフェイスでサポートされているすべてのポリシング機能は、PW-HEでもサポー
トされます。

キューイング

入力および出力ポリサー入力および出力キュー

N/A各 PW-HEメンバには、ポート
ごとにデフォルトキューがあ

ります。入力および出力の両

方のトラフィックは、メンバ

ポートのデフォルトキューを

使用します。

ポリシーマップのない PW-HE
インターフェイス

ポリシーマップの入力および

出力ポリサーは、各 PW-HEメ
ンバごとに複製されます。

ポリシーマップの入力および

出力キューは、各 PW-HEメン
バで複製されます。

ポリシーマップ付きの PW-HE
インターフェイス

PW-HEメンバがバンドルの場合、ポリシーマップはバンドルメンバで複製されます。（注）

統計

PWHE仮想インターフェイスQoSポリシーの showコマンドは、入力/出力の統計情報を次の条件
で提供します。

•特定されたメンバごと。

•特定されたメンバがバンドルの場合、統計情報はバンドルごとに集約されます。

• pwheインターフェイス全体で集約された統計情報。
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ポリシーのインスタンス化

ここでは、PW-HEの QoSのさまざまなシナリオについて説明します。

•任意のメンバインターフェイスに適用されるポリシーがある場合は、非 PW-HEトラフィッ
クだけがこれらのポリシーの対象になります。これに対する例外は、設定されたポート

シェーパーです。

• PW-HEポリシーが PW-HE仮想インターフェイスに追加されると、すべての PW-HEトラ
フィックがそのポリシーの対象になります。ただし、メンバインターフェイスの非 PW-HE
トラフィックは、対応するメンバインターフェイスで設定されているポリシーの対象になり

ます。

• PW-HEポリシーは、2レベル階層である必要があります。仮想インターフェイスに適用され
る親ポリシーには、絶対レートに基づいて設定されたシェーピング/ポリシング付きの
class-defaultが必要です。

•メンバインターフェイスが異なるラインカードから割り当てられている場合、VCラベル
ベースのハッシュを使用して出力インターフェイス（PW-HEトラフィックにアクセスするコ
ア）を判断する場合にだけ精度を保証できます。 VCラベルベースのハッシュは、PW-HE
に対応するトラフィックを特定のメンバインターフェイスに対して偏向します。これによ

り、絶対値が設定される際に正確な QoSシェーピングを保証します。

•複数の PW-HEインターフェイス（LCごとに最大 1792）は、単一のメンバインターフェイ
ス（物理インターフェイスまたはバンドルインターフェイス）を共有できます。それぞれ

の PW-HEインターフェイスQoSポリシがメンバインターフェイス上でインスタンス化され
ます。

• PW-HEメンバインターフェイスがバンドルの場合、PW-HEポリシーは、各バンドルメンバ
でインスタンス化されます。

PWHEインターフェイスが作成された場合で、PWHE QoSポリシーが適用されない場合、
PW-HEと非 PW-HEの両方のトラフィックがメンバインターフェイスのデフォルトキューを
介して渡されます。

（注）

QoS ポリシーのない PW-HE
次の 2つのケースは、疑似配線ヘッドエンドインターフェイスのデフォルト動作を表します。

• PW-HE入力からコア側出力（アクセスからコア）：カスタマー IPパケットからの
DSCP/precedence値は、コア側方向のすべてのインポーズされたラベル（VPNおよび転送）
の EXPにコピーされます。
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• PW-HE出力（コアからアクセス）：カスタマー IPパケットからの DSCP/precedence値は、
アクセス側方向のすべてのインポーズされたラベル（VPNおよび転送）の EXPにコピーさ
れます。

例：PW-HE
policy-map pw_child_in
class voip
priority level 1
police rate 1 percent 1

class video
police rate percent 10

priority level 2

class data
police rate percent 70 peak-rate-percent
100
exceed-action transmit
violate action drop

end-policy-map
!
policy-map pw_child_out
class voip
priority level 1
police rate 1 mbps
!
!
class data
bandwidth remaining percent 70
random-detect discard-class 3 40 ms 50 ms
!
class video
priority level2
police rate 10 mbps
!
1
class class-default
random-detect discard-class 1 20 ms 30 ms
!
end policy-map

policy-map pw_child_out
class voip
priority level 1
police rate 1 mbps
!
!
class data
bandwidth remaining percent 70
random-detect discard-class 3 40 ms 50 ms
!
class video
priority level 2
police rate 10 mbps
!
!
class class-default
random-detect discard-class 1 20 ms 30 ms
!
end-policy-map
!
policy-map pw_parent_out
class class-default
service-policy pw_child_out
shape average 100 mbps
!
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end-policy-map
!

interface pw-ether 1
service-policy input pw_parent_in
service-policy output pw_parent_out

その他のPW-HEの関連情報については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router L2VPN
and Ethernet Services Configuration Guide』を参照してください。

In-Place ポリシーの変更
In-Placeポリシーの変更機能では、QoSポリシーが1つ以上のインターフェイスに付加されている
場合でもQoSポリシーを変更できます。 1つ以上のインターフェイスに付加されているQoSポリ
シーを変更すると、その QoSポリシーが付加されているすべてのインターフェイスで QoSポリ
シーが自動的に変更されます。変更されたポリシーは、新しいポリシーをインターフェイスにバ

インドするときと同じチェックを受けます。

ポリシー変更が成功した場合、変更されたポリシーは、ポリシーが付加されているすべてのイン

ターフェイスに対して有効になります。コンフィギュレーションセッションはポリシーの変更が

完了するまでブロックされます。

ただし、ポリシーの変更がいずれかのインターフェイスで失敗した場合には、すべてのインター

フェイスに対して変更前のポリシーが有効になるように、自動ロールバックが開始されます。コ

ンフィギュレーションセッションは、影響を受けるすべてのインターフェイスでロールバックが

完了するまでブロックされます。

In-Placeポリシーの変更時に回復不可能なエラーが発生した場合は、ポリシーは対象のインター
フェイスに対して矛盾した状態になります。各場所における矛盾を表示するには、show qos
inconsistencyコマンドを使用してください。（このコマンドは、ASR 9000イーサネットライン
カードでのみサポートされています）。コンフィギュレーションセッションは、変更されたポリ

シーが、ポリシーを使用するすべてのインターフェイスで有効になるまでブロックされます。コ

ンフィギュレーションセッションのブロックが解除されるまで、新たな設定を行うことはできま

せん。

インターフェイスに付加されているQoSポリシーを変更したとき、変更されたポリシーを使用す
るインターフェイスでは、短期間、有効なポリシーがない場合が生じる可能性があります。

インターフェイスに付加されているポリシーの QoS統計情報は、ポリシーを変更すると失わ
れます（0にリセット）。

（注）

In-Place ポリシーの変更を引き起こす可能性のある変更

QoS ポリシーの変更

•帯域幅またはポリシングなどの新しいアクションの追加

•新しいサービスポリシーの追加（階層レベルを上げる）
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•既存のアクションの削除

•既存のアクションの変更

•サービスポリシーの削除（階層レベルを下げる）

•新しいアクションを伴う新しいクラスの追加

•ポリシーへの複数のクラスの追加または削除

•子ポリシーの変更

クラスマップの変更

•新しい match文の追加

•既存の match文の削除

•照合タイプの変更（match-allから match-any、またはその逆）

•既存の match文の変更

クラスマップで使用するアクセスリストの変更

•新しいアクセスコントロールエントリ（ACE）の追加

• ACEの削除

• ACEの修正

In-Place ポリシー変更に関する推奨事項
QoSポリシーを変更している間の短期間、変更するポリシーを使用するインターフェイスでは、
有効なポリシーがない状態が生じることがあります。このため、同時に最小限のインターフェイ

スに影響する QoSポリシーを変更します。ポリシーマップの変更時に影響するインターフェイ
スの数を確認するには、show policy-map targetsコマンドを使用します。

インターフェイス帯域幅の動的な変更

ここでは、インターフェイス帯域幅機能の動的な変更について説明します。

ポリシー状態

•検証：この状態は、新しいインターフェイス帯域幅値について、設定されたQoSポリシーの
非互換性を示します。システムは、ベストエフォート方式でトラフィックを処理します。ま

た、トラフィックドロップが発生する場合があります。
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モジュラ QoS のパケット分類の設定方法
ここでは、次のタスクの手順を示します。

トラフィッククラスの作成

一致基準が含まれるトラフィッククラスを作成するには、class-mapコマンドを使用してトラ
フィッククラス名を指定し、必要に応じて、次の matchコマンドをクラスマップコンフィギュ
レーションモードで使用します。

概念の情報については、トラフィッククラスの要素を参照してください。

制約事項

この設定作業で指定するすべての matchコマンドの使用は任意ですが、1つのクラスに少なくと
も 1つの一致基準を設定する必要があります。

手順の概要

1. configure
2. class-map [type qos] [match-any] [match-all] class-map-name
3. match access-group [ipv4 | ipv6] access-group-name
4. match [not] cos [cos-value] [cos-value0 ... cos-value7]
5. match [not] cos inner [inner-cos-value] [inner-cos-value0...inner-cos-value7]
6. match destination-address mac destination-mac-address
7. match source-address mac source-mac-address
8. match [not] discard-class discard-class-value [discard-class-value1 ... discard-class-value6]
9. match [not] dscp [ipv4 | ipv6] dscp-value [dscp-value ... dscp-value]
10. match [not] mpls experimental topmost exp-value [exp-value1 ... exp-value7]
11. match [not] precedence [ipv4 | ipv6] precedence-value [precedence-value1 ... precedence-value6]
12. match [not] protocol protocol-value [protocol-value1 ... protocol-value7]
13. match [not] qos-group [qos-group-value1 ... qos-group-value8]
14. match vlan [inner] vlanid [vlanid1 ... vlanid7]
15. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

クラスマップコンフィギュレーションモードを開始します。class-map [type qos] [match-any] [match-all]
class-map-name

ステップ 2   

•名前を指定したクラスとパケットとの照合に使用される
クラスマップを作成します。例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
class-map class201

• match-anyを指定すると、トラフィッククラスで受信し
たトラフィックの場合、一致基準の1つに必ず一致し、
そのトラフィッククラスの一部と分類されます。これ

がデフォルトです。 match-allを指定した場合は、トラ
フィックがすべての一致基準を満たす必要があります。

（任意）指定したアクセスコントロールリスト（ACL）名
に基づいて、クラスマップの一致基準を設定します。

match access-group [ipv4 | ipv6]
access-group-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
match access-group ipv4 map1

ステップ 3   

（任意）クラスマップにパケットに一致する cos-valueを指
定します。

match [not] cos [cos-value] [cos-value0 ...
cos-value7]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
match cos 5

ステップ 4   

• cos-value引数は、0～ 7の整数で指定します。

（任意）クラスマップにパケットに一致する inner-cos-value
を指定します。

match [not] cos inner [inner-cos-value]
[inner-cos-value0...inner-cos-value7]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router match cos inner
7

ステップ 5   

• inner-cos-value引数は、0～ 7の整数で指定します。

（任意）指定する宛先MACアドレスに基づくクラスマップ
の一致基準を設定します。

match destination-address mac
destination-mac-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#

ステップ 6   

match destination-address mac 00.00.00

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

140 OL-28380-01-J  

モジュラ QoS サービスパケットの分類の設定
トラフィッククラスの作成



目的コマンドまたはアクション

（任意）指定する送信元MACアドレスに基づくクラスマッ
プの一致基準を設定します。

match source-address mac
source-mac-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
match source-address mac 00.00.00

ステップ 7   

（任意）クラスマップにパケットに一致する

discard-class-valueを指定します。
match [not] discard-class discard-class-value
[discard-class-value1 ... discard-class-value6]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
match discard-class 5

ステップ 8   

• discard-class-value引数は、0～ 7の整数で指定します。

match discard-classコマンドは、出力ポリシーに対してのみ
サポートされています。

（任意）一致基準として特定の DSCP値を指定します。match [not] dscp [ipv4 | ipv6] dscp-value
[dscp-value ... dscp-value]

ステップ 9   

•値の範囲は 0～ 63です。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
match dscp ipv4 15

•数値の代わりに、予約済みキーワードも指定できます。

• match文ごとに最大8つの値または範囲を使用できます。

（任意）クラスマップを設定し、最上位のマルチプロトコル

ラベルスイッチング（MPLS）ラベルの 3ビット experimental
match [not] mpls experimental topmost
exp-value [exp-value1 ... exp-value7]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
match mpls experimental topmost 3

ステップ 10   

（EXP）フィールドが、EXPフィールド値に対して検査され
るようにします。

値の範囲は 0～ 7です。

（任意）IP precedence値を一致基準として確認します。match [not] precedence [ipv4 | ipv6]
precedence-value [precedence-value1 ...
precedence-value6]

ステップ 11   

•値の範囲は 0～ 7です。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
match precedence ipv4 5

•数値の代わりに、予約済みキーワードも指定できます。

（任意）指定されたプロトコルに基づいて、クラスマップの

一致基準を設定します。

match [not] protocol protocol-value
[protocol-value1 ... protocol-value7]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
match protocol igmp

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）クラスマップにパケットに一致するサービス（QoS）
グループ値を指定します。

match [not] qos-group [qos-group-value1 ...
qos-group-value8]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
match qos-group 1 2 3 4 5 6 7 8

ステップ 13   

• qos-group-value ID引数の値は、0～ 63の範囲の正確な
値または値の範囲として指定します。

• 1つの match文に対して最大 8つの値（スペースで区切
る）を入力できます。

• match qos-groupコマンドは、出力ポリシーに対しての
みサポートされています。

（任意）クラスマップにパケットに一致する VLAN IDまた
は VLAN IDの範囲を指定します。

match vlan [inner] vlanid [vlanid1 ... vlanid7]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)#
match vlan vlanid vlanid1

ステップ 14   

• vlanidは、1～ 4094の範囲の正確な値または値の範囲と
して指定します。

•サポートされている VLANの値または範囲の総数は 8
つです。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 15   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ンセッションが終了して、ルータが EXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットさ

れません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

トラフィックポリシーの作成

トラフィックポリシーを作成するには、policy-mapグローバルコンフィギュレーションコマン
ドを使用して、トラフィックポリシーの名前を指定します。

トラフィッククラスは、classコマンドを使用したときにサービスポリシーと関連付けられます。
classコマンドは、ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始した後に実行しなけれ
ばなりません。 classコマンドを入力すると、ルータは自動的にポリシーマップクラスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。ここでトラフィックポリシーの QoSポリシーを定義しま
す。

次のクラスアクションがサポートされています。

• bandwidth：クラスの帯域幅を設定します。このガイドの Cisco ASR 9000シリーズルータで
のモジュラ QoSの輻輳管理の設定に関するモジュールを参照してください。

• police：トラフィックをポリシングします。このガイドの Cisco ASR 9000シリーズルータで
のモジュラ QoSの輻輳管理の設定に関するモジュールを参照してください。

• priority：クラスにプライオリティを割り当てます。このガイドの Cisco ASR 9000シリーズ
ルータでのモジュラ QoSの輻輳管理の設定に関するモジュールを参照してください。

• queue-limit：クラスにキュー制限（テールドロップしきい値）を設定します。このガイドの
「Configuring Modular QoS Congestion Avoidance on Cisco ASR 9000 Series Routers」を参照して
ください。

• random-detect：ランダム早期検出をイネーブルにします。このガイドの「ConfiguringModular
QoS Congestion Avoidance on Cisco ASR 9000 Series Routers」を参照してください。

• service-policy：子サービスポリシーを設定します。

• set：このクラスのマーキングを設定します。クラスベース無条件パケットマーキングの機
能と利点を参照してください。

• shape：クラスのシェーピングを設定します。このガイドの Cisco ASR 9000シリーズルータ
でのモジュラ QoSの輻輳管理の設定に関するモジュールを参照してください。

一致基準として入力できるその他のコマンドについては、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services Router Modular Quality of Service Command Reference』を参照してください。

概念の情報については、トラフィックポリシーの要素を参照してください。
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手順の概要

1. configure
2. policy-map [type qos] policy-name
3. class class-name
4. set precedence
5. endまたは commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始します。policy-map [type qos] policy-name

例：

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポ
リシーマップを作成または修正し、サービスポリシーを

指定します。
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map policy1

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class1

ステップ 3   

IPヘッダーに優先順位を設定します。set precedence

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
set precedence 3

ステップ 4   

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 5   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッション

が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
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目的コマンドまたはアクション

noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレー
ションセッションで継続されます。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

トラフィックポリシーのインターフェイスへの適用

トラフィッククラスとトラフィックポリシーの作成後、service-policyインターフェイスコンフィ
ギュレーションコマンドを使用して、トラフィックポリシーをインターフェイスに付加し、ポリ

シーを適用する方向を指定します（インターフェイスに着信するパケットまたはインターフェイ

スから送信されるパケット）。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで入力できるその他のコマンドについて

は、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services RoutersModular Quality of Service Command
Reference.』を参照してください。

前提条件

インターフェイスにトラフィックポリシーを付加する前に、トラフィッククラスとトラフィック

ポリシーを作成する必要があります。

制約事項

なし
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手順の概要

1. configure
2. interface type interface-path-id
3. service-policy {input | output} policy-map
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. show policy-map interface type interface-path-id [input | output]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、イ

ンターフェイスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface gigabitethernet 0/1/0/9

ステップ 2   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力イン

ターフェイスまたは出力インターフェイスにポリシーマップを

付加します。

service-policy {input | output} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 3   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインターフェイ
スから送信されるすべてのトラフィックを評価します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit
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目的コマンドまたはアクション

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

（任意）指定されたインターフェイスのポリシーの統計情報を表

示します。

show policy-map interface type
interface-path-id [input | output]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show

ステップ 5   

policy-map interface gigabitethernet
0/1/0/9

複数のサブインターフェイスへの共有ポリシーインスタンスの付加

トラフィッククラスとトラフィックポリシーの作成後、任意で service-policy（インターフェイ
ス）コンフィギュレーションコマンドを使用して、共有ポリシーインスタンスを複数のサブイン

ターフェイスに付加し、ポリシーを適用する方向を指定します（サブインターフェイスに着信す

るパケットまたはサブインターフェイスから送信されるパケット）。

共有ポリシーには、レイヤ 2とレイヤ 3のサブインターフェイスの組み合わせを含めること
ができます。

（注）

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで入力できるその他のコマンドについて

は、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Routers Modular Quality of Service Command
Reference』を参照してください。

前提条件

共有ポリシーのインスタンスをサブインターフェイスに付加する前に、トラフィッククラスとト

ラフィックポリシーを作成する必要があります。

制約事項

複数の物理インターフェイスにまたがる共有ポリシーインスタンスはサポートされていません。
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手順の概要

1. configure
2. interface type interface-path-id
3. service-policy {input | output} policy-map [shared-policy-instance instance-name]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. show policy-map shared-policy-instance instance-name [input | output] location rack/slot/module

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、

サブインターフェイスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface gigabitethernet 0/1/0/0.1

ステップ 2   

サブインターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力

サブインターフェイスまたは出力サブインターフェイスにポリ

シーマップを付加します。

service-policy {input | output} policy-map
[shared-policy-instance instance-name]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#

ステップ 3   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインターフェ
イスから送信されるすべてのトラフィックを評価します。service-policy output policy1

shared-policy-instance Customer1

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。
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目的コマンドまたはアクション

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされま

せん。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

（任意）指定した共有ポリシーインスタンスのサブインター

フェイスに対するポリシーの統計情報を表示します。

show policy-map shared-policy-instance
instance-name [input | output] location
rack/slot/module

ステップ 5   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map
shared-policy-instance Customer1
location 0/1/0/7.1

バンドルインターフェイスまたは EFP バンドルへの共有ポリシーインスタンスの付
加

トラフィッククラスとトラフィックポリシーの作成後、任意で service-policy（インターフェイ
ス）コンフィギュレーションコマンドを使用して、共有ポリシーインスタンスをバンドルイン

ターフェイスやバンドル EFPに付加し、ポリシーを適用する方向を指定します（サブインター
フェイスに着信するパケットまたはサブインターフェイスから送信されるパケット）。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで入力できるその他のコマンドについて

は、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services RouterModular Quality of Service Command Reference』
を参照してください。

前提条件

共有ポリシーインスタンスをバンドルインターフェイスまたは EFPバンドルに付加する前に、
トラフィッククラスとトラフィックポリシーを作成する必要があります。

制約事項

複数の物理インターフェイスにまたがる共有ポリシーインスタンスはサポートされていません。
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手順の概要

1. configure
2. interface Bundle-Ether bundle-id
3. service-policy {input | output} policy-map [shared-policy-instance instance-name]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. show policy-map shared-policy-instance instance-name [input | output] location location-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、

バンドルインターフェイスを設定します。

interface Bundle-Ether bundle-id

例：

RP/0/RP1/CPU0:router(config)# interface
Bundle-Ether 100.1 l2transport

ステップ 2   

サブインターフェイスのサービスポリシーとして使用する入

力または出力バンドルインターフェイスにポリシーマップを

付加します。

service-policy {input | output} policy-map
[shared-policy-instance instance-name]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#

ステップ 3   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインターフェ
イスから送信されるすべてのトラフィックを評価します。service-policy output policy1

shared-policy-instance Customer1

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。
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目的コマンドまたはアクション

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

（任意）指定した共有ポリシーインスタンスの場所でのポリ

シーの統計情報を表示します。

show policy-map shared-policy-instance
instance-name [input | output] location
location-id

ステップ 5   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map
shared-policy-instance Customer1
location 0/rsp0/cpu0

クラスベース無条件パケットマーキングの設定

この設定作業では、以下のクラスベースの無条件パケットマーキング機能をルータに設定する方

法を説明します。

• IP precedence値

• IP DSCP値

• QoSグループ値（入力のみ）

• CoS値（レイヤ 3サブインターフェイスの出力のみ）

• MPLS EXP値

•廃棄クラス

MPLSタグ付きパケットに適用される IPv4および IPv6 QoSアクションはサポートされていま
せん。設定は受け入れられますが、アクションは実行されません。

（注）
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クラスごとに setコマンドを 2つだけ選択します。（注）

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. set precedence
5. set dscp
6. set qos-group qos-group-value
7. set cos cos-value
8. set cos [inner] cos-value
9. set mpls experimental {imposition | topmost} exp-value
10. set srp-priority priority-value
11. set discard-class discard-class-value
12. set atm-clp
13. exit
14. exit
15. interface type interface-path-id
16. service-policy {input | output]} policy-map
17. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

18. show policy-map interface type interface-path-id [input | output]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始します。policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map policy1

ステップ 2   

• 1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポ
リシーマップを作成または修正し、サービスポリシーを

指定します。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシークラスマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class1

ステップ 3   

•ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま
す。

クラスごとに 1つの setコマンドを選択します

IPヘッダーに優先順位を設定します。set precedence

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
set precedence 1

ステップ 4   

• tunnelキーワードは、外側 IPヘッダーで IP precedenceを
設定します。このオプションは、IPSecがインストールお
よび設定されている Cisco XR 12000シリーズルータだけ
で使用できます。

ToSバイトに DSCPを設定することにより、パケットにマーキ
ングします。

set dscp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
set dscp 5

ステップ 5   

• tunnelキーワードは、外側 IPヘッダーで IP DSCPを設定
します。このオプションは、IPSecがインストールおよび
設定されている Cisco XR 12000シリーズルータだけで使
用できます。

IPv4パケットまたはMPLSパケットに QoSグループ IDを設定
します。

set qos-group qos-group-value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
set qos-group 31

ステップ 6   

set qos-groupコマンドは入力ポリシーでのみサポートされてい
ます。

発信パケットの固有の IEEE 802.1Qレイヤ 2 CoS値を設定しま
す。値は 0～ 7です。

set cos cos-value

例：

RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
set cos 7

ステップ 7   

発信パケットのレイヤ 2 CoS値を設定します。

•このコマンドは、スイッチに送信中のパケットにマーキン
グをする場合に、ルータで使用する必要があります。ス

イッチは、CoS値のマーキングを含むレイヤ 2ヘッダー
情報を利用できます。

•インターフェイスが受信するパケットは、CoS値で設定で
きません。
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目的コマンドまたはアクション

発信パケットの固有の IEEE 802.1Qレイヤ 2 CoS値を設定しま
す。値は 0～ 7です。

set cos [inner] cos-value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
set cos 7

ステップ 8   

発信パケットのレイヤ 2 CoS値を設定します。

•このコマンドは、スイッチに送信中のパケットにマーキン
グをする場合に、ルータで使用する必要があります。ス

イッチは、CoS値のマーキングを含むレイヤ 2ヘッダー
情報を利用できます。

•レイヤ 2インターフェイスでは、set cosコマンドは次のよ
うに処理されます。

メインインターフェイスの入力または出力ポリシーでは

拒否されます。

サブインターフェイスの入力ポリシーでは受け入れられま

すが、無視されます。

サブインターフェイスの出力ポリシーではサポートされて

います。

•レイヤ 3インターフェイスでは、set cosコマンドは次のよ
うに処理されます。

メインインターフェイスの入力ポリシーでは無視されま

す。

サブインターフェイスの入力ポリシーで拒否されます。

メインインターフェイスとサブインターフェイスの出力

ポリシーではサポートされています。

MPLSパケットの最上位ラベルまたはインポジションラベルの
EXP値を設定します。

set mpls experimental {imposition |
topmost} exp-value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
set mpls experimental imposition 3

ステップ 9   

• impositionは、入力ポリシーに付加されるサービスポリ
シーに対してのみ使用できます。

発信パケットのスペース再利用プロトコル（SRP）のプライオ
リティ値を設定します。

set srp-priority priority-value

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)# set
srp-priority 3

ステップ 10   

•このコマンドは、インターフェイスの出力方向に対応付け
られたサービスポリシーでのみ使用できます。
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目的コマンドまたはアクション

IP Version 4（IPv4）またはマルチプロトコルラベルスイッチ
ング（MPLS）パケットの廃棄クラスを設定します。

set discard-class discard-class-value

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)# set
discard-class 3

ステップ 11   

•このコマンドは、入力ポリシーに付加されるサービスポ
リシーに対してのみ使用できます。

セル損失率優先度（CLP）ビットを設定します。set atm-clp

例：

RP/0/0/CPU0:router(config-pmap-c)#
set atm-clp

ステップ 12   

ルータをポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻

します。

exit

例：

ステップ 13   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻しま

す。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
exit

ステップ 14   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、

インターフェイスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface pos 0/2/0/0

ステップ 15   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用する入力イン

ターフェイスまたは出力インターフェイスにポリシーマップを

付加します。

service-policy {input | output]} policy-map

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy output policy1

ステップ 16   

•この例では、トラフィックポリシーでそのインターフェ
イスから送信されるすべてのトラフィックを評価します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 17   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ
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目的コマンドまたはアクション

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
commit

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされま

せん。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

（任意）指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポ

リシーに対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を

表示します。

show policy-map interface type
interface-path-id [input | output]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show
policy-map interface pos 0/2/0/0

ステップ 18   

ボーダーゲートウェイプロトコルを使用した QoS ポリシー伝搬の設
定

ここでは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コミュニティリスト、BGP自律システム
パス、アクセスリスト、送信元プレフィックスアドレス、または宛先プレフィックスアドレス

に基づいて、BGPを使用したポリシー伝搬をルータ上で設定する方法について説明します。

BGP を使用したポリシー伝搬の設定のタスクリスト
BGPを使用したポリシー伝搬では、BGPコミュニティリスト、BGP自律システムパス、アクセ
スリスト、送信元プレフィックスアドレス、および宛先プレフィックスアドレスに基づいて、IP
precedenceまたはQoSグループ ID（あるいはその両方）でパケットを分類できます。パケットを
分類しておくと、重み付けランダム早期検出（WRED）などの他の QoS機能を使用して、ビジネ
スモデルに適合するようにポリシーを指定し、実行できます。
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タスクの概要

BGPによるポリシー伝搬を設定するには、次の基本作業を実行します。

• BGPおよびシスコエクスプレスフォワーディング（CEF）を設定します。 BGPを設定する
には、『Cisco IOS XR Routing Configuration Guide』を参照してください。 CEFを設定するに
は、『Cisco IOS XR IP Address and Services Configuration Guide』を参照してください。

• BGPコミュニティリストまたはアクセスリストを設定します。

•ルートポリシーを定義します。BGPコミュニティリスト、BGP自律システムパス、アクセ
スリスト、送信元プレフィックスアドレス、または宛先プレフィックスアドレスに基づい

て、IP precedenceまたは QoSグループ IDを設定します。

• BGPにルートポリシーを適用します。

•目的のインターフェイス上で QPPBを設定します。

•上記の分類（IP precedenceまたは QoSグループ IDによる分類）を使用するように QoSポリ
シーを設定します。専用アクセスレート（CAR）、WRED、およびテールドロップを設定
するには、「ConfiguringModular QoSCongestionAvoidance on Cisco IOSXRSoftware」モジュー
ルを参照してください。

ルートポリシーの定義

この作業では、IP precedenceまたは QoSグループ IDによる BGPプレフィックスの分類に使用す
るルートポリシーを定義します。

前提条件

ルートポリシーで使用する BGPコミュニティリストまたはアクセスリストを設定します。

制約事項

•出力 QoSポリシーを使用した IPv4 QPPBおよび IPv6 QPPBは、すべてのイーサネットおよ
び SIP-700ラインカードでサポートされています。

•入力 QoSポリシーを使用した IPv4 QPPBは、最初の世代の ASR9000イーサネットライン
カードでサポートされています。

手順の概要

1. configure
2. route-policy name
3. set qos-groupqos-group-value
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ルートポリシーコンフィギュレーションモードに切り替え、設

定するルートポリシーの名前を指定します。

route-policy name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
route-policy r1

ステップ 2   

QoSグループ IDを設定します。 set qos-groupコマンドは入力ポ
リシーでのみサポートされています。

set qos-groupqos-group-value

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)
# set qos-group 30

ステップ 3   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。
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BGP に対するルートポリシーの適用
この作業では、BGPにルートポリシーを適用します。

前提条件

BGPおよび CEFを設定します。

手順の概要

1. configure
2. router bgpas-number
3. address-familyaddress-prefix
4. table-policypolicy-name
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

BGPコンフィギュレーションモードを開始します。router bgpas-number

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config) #
router bgp 120

ステップ 2   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始しま

す。このモードでは、アドレスファミリを設定できます。

address-familyaddress-prefix

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp) #
address-family ipv4 unicast

ステップ 3   

ルーティングポリシーを適用します。table-policypolicy-name

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)
# table-policy qppb a1

ステップ 4   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

目的のインターフェイスでの QPPB の設定
この作業では、指定したインターフェイスにQPPBを適用します。ルートポリシーでのプレフィッ
クスの一致に基づいて、トラフィックの分類が始まります。トラフィックの送信元または宛先の

IPアドレスを使用して、ルートポリシーを照合できます。

手順の概要

1. configure
2. interface type interface-path-id
3. ipv4 | ipv6 bgp policy propagation input {ip-precedence | qos-group} {destination [ip-precedence

{destination | source}] | source [ip-precedence {destination | source}] }
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#ipv4 bgp policy propagation input qos-group destination
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始して、1つ以上のインターフェ
イスを VRFに関連付けます。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#interface POS 0/0/0/0

ステップ 2   

いずれかのインターフェイスでQPPBをイネー
ブルにします。

ipv4 | ipv6 bgp policy propagation input {ip-precedence
| qos-group} {destination [ip-precedence {destination |
source}] | source [ip-precedence {destination | source}] }

ステップ 3   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#ipv4 bgp policy propagation
input qos-group destination

QPPB の使用例
トラフィックが（単一の）ルータ port1および port2を介して Network1から Network2に移動する
場合について考えます。 QPPBが port1でイネーブルの場合

•入力の QoSの場合：インターフェイス port1の入力ポリシーに対応付けます。

•出力の QoSの場合：インターフェイス port2の出力ポリシーに対応付けます。

階層型入力ポリシングの設定

手順の概要

1.
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. service-policy policy-name
5. police rate percent percentage
6. conform-action action
7. exceed-action action
8. endまたは commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

例：

RP/0//CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

policy-map policy-name

例：

RP/0//CPU0:router(config)# policy-map
parent

ステップ 2   

1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポリ
シーマップを作成または修正し、サービスポリシーを指定

します

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを

開始します。

class class-name

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap)# class
class-default

ステップ 3   

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。

ポリシーマップを入力または出力インターフェイスに適用

します。

service-policy policy-name

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)#
service-policy child

ステップ 4   

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポリシ

ングコンフィギュレーションモードを開始します。

police rate percent percentage

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c)# police
rate percent 50

ステップ 5   

レート制限に適合したパケットに対して実行するアクショ

ンを設定します。可能なアクションは次のとおりです。

conform-action action

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c-police)#
conform-action transmit

ステップ 6   

transmit：パケットを送信します。

レート制限を超過したパケットに対して実行するアクショ

ンを設定します。可能なアクションは次のとおりです。

exceed-action action

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c-police)#
exceed-action drop

ステップ 7   

drop：パケットをドロップします。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 8   

例：

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c-police)#
end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

162 OL-28380-01-J  

モジュラ QoS サービスパケットの分類の設定
階層型入力ポリシングの設定



目的コマンドまたはアクション

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

または

RP/0//CPU0:router(config-pmap-c-police)#
commit yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ

イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレー
ションセッションで継続されます。コンフィギュレー

ションセッションは終了せず、設定変更もコミットさ

れません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。

モジュラ QoS パケット分類の設定例
ここでは、次の例を示します。

定義されたトラフィッククラス：例

次に、2つのトラフィッククラスを作成し、その一致条件を定義する例を示します。 1つ目のト
ラフィッククラス class1では、ACL 101を一致基準として使用します。 2番めのトラフィックク
ラス class2では、ACL 102を一致条件として使用しています。パケットはこれらのACLの内容と
照合され、そのクラスに属するかどうかが判断されます。

class-map class1
match access-group ipv4 101
exit

!
class-map class2
match access-group ipv4 102
exit

notキーワードを matchコマンドに使用すると、指定していないフィールド値に基にして照合を
行います。次の例では、DSCP値が 4、8、10以外である qos_exampleクラスのすべてのパケット
が含まれます。

class-map match-any qos_example
match not dscp 4 8 10
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!
end

トラフィックポリシーの作成：例

次の例では、policy1というトラフィックポリシーを定義し、class1と class2という 2つのクラス
のポリシー設定を含めます。これらのクラスの一致基準は、定義されたトラフィッククラス：例

で作成されたトラフィッククラスで定義されています。

class1では、帯域幅割り当て要求と、そのクラス用に予約されるキューの最大バイト数の制限がポ
リシーに含まれています。 class2に対しては、帯域幅割り当て要求だけがポリシーで指定されて
います。

policy-map policy1
class class1
bandwidth 3000
queue-limit bytes 1000000000
exit

!
class class2
bandwidth 2000
exit

policy-map policy1
class class1
bandwidth 3000 kbps
queue-limit 1000 packets

!
class class2
bandwidth 2000 kbps

!
class class-default

!
end-policy-map
!
end

インターフェイスへのトラフィックポリシーの付加：例

次に、既存のトラフィックポリシーをインターフェイスに付加する例を示します（定義されたト

ラフィッククラス：例を参照）。 policy-mapコマンドを使用してトラフィックポリシーを定義し
た後、インターフェイスコンフィギュレーションモードで service-policyコマンドを使用して、こ
のポリシーを 1つ以上のインターフェイスに付加し、これらのインターフェイスのトラフィック
ポリシーを指定できます。同じトラフィックポリシーは複数のインターフェイスに付加すること

ができますが、各インターフェイスには入力と出力に対してそれぞれトラフィックポリシーを 1
つだけ付加することができます。

interface gigabitethernet 0/1/0/9
service-policy output policy1
exit

!
interface TenGigE 0/5/0/1
service-policy output policy1
exit
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複数のサブインターフェイスへのトラフィックポリシーの付加：例

次に、複数のサブインターフェイスに既存のトラフィックポリシーを付加する例を示します。

policy-mapコマンドを使用してトラフィックポリシーを定義した後、サブインターフェイスコン
フィギュレーションモードで service-policyコマンドを使用して、このポリシーを 1つ以上のサブ
インターフェイスに付加できます。

interface gigabitethernet 0/1/0/0.1
service-policy input policy1 shared-policy-instance ethernet101
exit

!
interface gigabitethernet 0/1/0/0.2
service-policy input policy1 shared-policy-instance ethernet101
exit

バンドルインターフェイスへのトラフィックポリシーの付加：例

次に、既存のトラフィックポリシーをバンドルインターフェイスに付加する例を示します。

policy-mapコマンドを使用してトラフィックポリシーを定義した後、サブインターフェイスコン
フィギュレーションモードで service-policyコマンドを使用して、このポリシーを 1つ以上のバン
ドルサブインターフェイスに付加できます。

interface Bundle-Ether 100.1
service-policy tripleplaypolicy shared-policy-instance subscriber1
exit

!
interface Bundle-Ether 100.2
service-policy output tripleplaypolicy shared-policy instance subscriber1
exit

共有ポリシーインスタンスによる EFP ロードバランシング：例
次に、SPIが実装されている場合に EFPに対してロードバランシングを設定する例を示します。
リンクバンドルの EFPロードバランシングの詳細については、『Cisco IOS XR Interface and
Hardware Component Configuration Guide』を参照してください。

バンドルインターフェイスの設定：例

interface Bundle-Ether 50
interface gigabitethernet 0/1/0/5
bundle id 50 mode active

interface gigabitethernet 0/1/0/8
bundle id 50 mode active
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ロードバランスオプションによる 2 つのバンドル EFP の設定：例
次の例では、同じ物理メンバリンクを通過する 2つのバンドル EFP宛てのトラフィックを設定し
ます。

interface Bundle-Ether 50.25 l2transport
encapsulation dot1q 25
bundle load-balance hash-select 2

!
interface Bundle-Ether 50.36 l2transport
encapsulation dot1q 36
bundle load-balance hash-select 2

デフォルトトラフィッククラスの設定例

次に、トラフィックポリシー policy1のデフォルトクラスに対してトラフィックポリシーを設定
する例を示します。デフォルトクラスの名前は class-defaultで、他のすべてのトラフィックから
構成され、インターフェイスの帯域幅の 60パーセントでシェーピングされます。

policy-map policy1
class class-default
shape average percent 60

class-map match-any コマンドの設定: 例
次の例では、一致基準が複数ある場合に、パケットがどのように評価されるかについて説明しま

す。 class-map match-anyコマンド中のパケットがトラフィッククラスのメンバであると見なさ
れるためには、一致基準が 1つだけが満たされる必要があります（論理的な OR演算子）。この
例では、プロトコル IP OR QoSグループ 4 ORアクセスグループ 101が成功する一致基準になる
必要があります。

class-map match-any class1
match protocol ipv4
match qos-group 4
match access-group ipv4 101

トラフィッククラス class1では、成功する一致条件が見つかるまで連続的に一致基準が評価され
ます。各一致基準が評価され、パケットがその基準に一致するかどうかが判断されます。パケッ

トが指定した条件のうち少なくとも 1つに一致すると、パケットはトラフィッククラスのメンバ
として分類されます。

match qos-groupコマンドは、出力ポリシーでのみサポートされています。（注）

クラスベースの無条件パケットマーキングの例

次に、一般的なクラスベースの無条件パケットマーキングの例を示します。
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IP precedence のマーキングの設定：例
次の例では、policy1というサービスポリシーを作成します。このサービスポリシーは、classコ
マンドを使用して事前に定義したクラスマップ class1に関連付けられ、その後、出力 POSイン
ターフェイス 0/1/0/0に付加されます。 ToSバイトの IP precedenceビットを 1に設定します。

policy-map policy1
class class1
set precedence 1

!
interface pos 0/1/0/0
service-policy output policy1

IP DSCP マーキングの設定：例
次の例では、policy1というサービスポリシーを作成します。このサービスポリシーは、classコ
マンドを使用して事前に定義したクラスマップに関連付けられます。この例では、class1という
クラスマップが事前に設定されていることを前提としています。

次の例では、ToSバイトの IP DSCP値を 5に設定します。

policy-map policy1
class class1
set dscp 5

class class2
set dscp ef

エッジで音声パケットに対して示される設定を行った後、すべての中間ルータは次のように音声

パケットに低遅延処理を行うよう設定されます。

class-map voice
match dscp ef

policy-map qos-policy
class voice
priority level 1
police rate percent 10

QoS グループマーキングの設定：例
次の例では、policy1というサービスポリシーを作成します。このサービスポリシーは、classコ
マンドを使用してクラスマップ class1に関連付けられ、その後 GigabitEthernetインターフェイス
0/1/0/9の入力方向に付加されます。 qos-group値は 1に設定されます。

class-map match-any class1
match protocol ipv4
match access-group ipv4 101

policy-map policy1
class class1
set qos-group 1

!
interface gigabitethernet 0/1/0/9
service-policy input policy1
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set qos-groupコマンドは入力ポリシーでのみサポートされています。（注）

CoS マーキングの設定：例
次の例では、policy1というサービスポリシーを作成します。このサービスポリシーは、classコ
マンドを使用してクラスマップ class1に関連付けられ、その後 10-Gigabit Ethernetインターフェ
イス TenGigE0/1/0/0の出力方向に付加されます。レイヤ 2ヘッダーの IEEE 802.1p（CoS）ビット
は 1に設定します。

class-map match-any class1
match protocol ipv4
match access-group ipv4 101

policy-map policy1
class class1
set cos 1

!
interface TenGigE0/1/0/0
interface TenGigE0/1/0/0.100
service-policy output policy1

MPLS EXP ビットインポジションマーキングの設定：例
次の例では、policy1というサービスポリシーを作成します。このサービスポリシーは、classコ
マンドを使用してクラスマップ class1に関連付けられ、その後 10-Gigabit Ethernetインターフェ
イス TenGigE0/1/0/0の入力方向に付加されます。すべてのインポーズされたラベルのMPLS EXP
ビットは 1に設定します。

class-map match-any class1
match protocol ipv4
match access-group ipv4 101

policy-map policy1
class class1
set mpls exp imposition 1

!
interface TenGigE0/1/0/0
service-policy input policy1

set mpls exp impositionコマンドは入力ポリシーでのみサポートされています。（注）

MPLS EXP 最上位マーキングの設定：例
次の例では、policy1というサービスポリシーを作成します。このサービスポリシーは、classコ
マンドを使用してクラスマップ class1に関連付けられ、その後 10-Gigabit Ethernetインターフェ
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イス TenGigE0/1/0/0の出力方向に付加されます。最上位ラベルのMPLS EXPビットは 1に設定し
ます。

class-map match-any class1
match mpls exp topmost 2

policy-map policy1
class class1
set mpls exp topmost 1

!
interface TenGigE0/1/0/0
service-policy output policy1

In-Place ポリシーの変更：例
この例では、ポリシーを定義してインターフェイスに付加した後、precedenceを 3から 5に変更
します。

クラスを定義します。

class-map match-any class1
match cos 7
end-class-map

クラスを使用するポリシーマップを定義します。

policy-map policy1
class class1
set precedence 3

インターフェイスにポリシーマップを付加します。

interface gigabitethernet 0/6/0/1
service-policy output policy1
commit

ポリシーマップの precedence値を変更します。

policy-map policy1
class class1
set precedence 5
commit

変更されたポリシー policy1は、ポリシーが付加されるすべてのインターフェイスに反映され
ます。また、ポリシーマップに使用するすべてのクラスマップを変更できます。クラスマッ

プに対して行った変更は、ポリシーが付加されているすべてのインターフェイスに反映されま

す。

（注）

この show policy-map targetsコマンドの出力は、ギガビットイーサネットインターフェイス
0/1/0/0に、メインポリシーとして付加されているポリシーマップがあることを示しています（階
層型QoS設定の子ポリシーに付加されるのではなく）。このインターフェイスの発信トラフィッ
クは、ポリシーが変更された場合に影響を受けます。

show policy-map targets

Fri Jul 16 16:38:24.789 DST
1) Policymap: policy1 Type: qos

Targets (applied as main policy):
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GigabitEthernet0/1/0/0 output
Total targets: 1

Targets (applied as child policy):
Total targets: 0

その他の関連資料
ここでは、パケット分類の実装に関する関連資料について説明します。

関連資料

参照先関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Getting Started Guide』

初期システム起動と設定

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Master Command Listing』

マスターコマンドリファレンス

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Modular Quality of Service Command Reference』

QoSコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Security Configuration Guide』の「Configuring
AAA Services on Cisco ASR 9000 Series Router」モ
ジュール

ユーザグループとタスク ID

標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準また

は変更された標準はありません。また、既

存の標準のサポートは変更されていませ

ん。
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MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOSXRソフトウェアを使用してMIBを検索お
よびダウンロードするには、http://cisco.com/public/
sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlにある Cisco MIB
Locatorを使用し、[Cisco Access Products]メニューか
らプラットフォームを選択します。

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFC
または改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更は
ありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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第 7 章

モジュラ QoS の導入シナリオ

このモジュールでは、L2VPNまたはMPLSなどの他のテクノロジーガイドに記載されている特
定の QoS機能または QoS実装の導入シナリオの使用例について説明します。

ラインカード、SIP および SPA のサポート

ASR 9000 用 SIP 700ASR 9000 イーサネットライ
ンカード

機能

noyes802.1ad DEI

yesnoフレームリレー QoS

2ポートチャネライズド
OC-12c/DS0 SPAのみ

noIPHC QoS

yesyesL2VPN QoS

2ポートチャネライズド
OC-12c/DS0 SPAのみ

noMLPPP/MLFR QoS

yesyesMPLS QoS

yesyesマルチキャスト VPNでの QoS

2ポートチャネライズド
OC-12c/DS0 SPAのみ

noNxDS0インターフェイスでの
QoS

Cisco ASR 9000 シリーズルータの QoS 導入シナリオの機能履歴

変更内容リリース
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L2VPNQoS機能が、ASR 9000イーサネットラインカードに導入され
ました。

MPLS QoS機能が、ASR 9000イーサネットラインカードに導入され
ました。

リリース 3.7.2

MLPPP QoS機能が、ASR 9000用 SIP 700に導入されました。リリース 3.9.0

マルチキャスト VPNでの QoS機能が、ASR 9000イーサネットライ
ンカードに導入されました。

リリース 3.9.1

802.1ad DEI機能が、ASR 9000用 SIP 700に導入されました。

フレームリレーQoS機能が、ASR9000用SIP700に導入されました。

IPヘッダー圧縮QoS機能が、ASR9000用SIP 700に導入されました。

L2VPN QoS機能が、ASR 9000用 SIP 700でサポートされました。

MLFR QoS機能が、ASR 9000用 SIP 700に導入されました。

一時停止/再開の方法がMLPPPおよびMLFRインターフェイスに追加
されました。

MPLS QoS機能が、ASR 9000用 SIP 700でサポートされました。

NxDS0インターフェイスの QoS機能が、ASR 9000用 SIP 700に導入
されました。

リリース 4.0.0

VPLSと VPWS QoS機能が導入されました。リリース 4.1.0

• 802.1ad DEI, 175 ページ

• フレームリレー QoS, 176 ページ

• IPヘッダー圧縮の QoS, 179 ページ

• L2VPN QoS, 181 ページ

• MLPPP QoS/MLFR QoS, 183 ページ

• MPLS QoS, 186 ページ

• マルチキャスト VPNでの QoS, 191 ページ

• NxDS0インターフェイスでの QoS, 193 ページ

• VPLSと VPWS QoS, 194 ページ

• 関連情報, 197 ページ
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802.1ad DEI
802.1adフレームと 802.1ahフレームに含まれる Drop Eligible Indicator（DEI）ビットに基づいてト
ラフィックを分類できます。 DEIのサポートには次の機能が含まれます。

•特定のレートにポリシングし、トラフィックが適合または超過しているかどうかに基づい
て、DEIを 0または 1としてマークします。

•入力に対して、ポリシングを行い、廃棄クラスを設定します（802.1adカプセル化が設定され
ていないインターフェイスでも）。

•出力に対して、廃棄クラス値に基づいて DEIをマーキングします（802.1adインターフェイ
スのみ）。

802.1adフレームと 802.1ahフレームに含まれる Drop Eligible Indicator（DEI）ビットに基づいて輻
輳を管理できます。 DEIのサポートには次の機能が含まれます。

• DEIビットの値に基づいて、重み付けランダム早期検出（WRED）を実行します。

•あるインターフェイスでの輻輳時にトラフィックに優先処理（他より大きなしきい値）を与
えることによって、アクティブキュー管理を行います。あるいは、DEI値に基づいて不適合
なトラフィックに他より小さなしきい値を設定します。

ポリシングアクションに基づく DEI のマーキング：例
この例では、ポリシングレートを 5 Mbpsに設定しています。適合するトラフィックは 0の DEI
値でマーキングします。ポリシングレートを超過したトラフィックは 1のDEI値でマーキングし
ます。

policy-map 1ad-mark-dei
class c1
police rate 5 mbps

conform-action set dei 0
exceed-action set dei 1

end-policy-map

着信フィールドに基づく DEI のマーキング：例
この例では、802.1ad CoSと DEIは、着信する 802.1q CoSから導かれます。 CoS値が 0のパケッ
トは、DEI値 1でマーキングされます。

class-map match-any remark-cos
match cos 0

end-class-map

policy-map p1
class remark-cos
set dei 1

end-policy-map

interface GigabitEthernet0/4/0/39.1 l2transport
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encapsulation dot1q 1
rewrite ingress tag push dot1ad 5 symmetric
service-policy input p1
!

DEI を使用する輻輳管理：例
この例では、DEI値が 0のパケットをドロップする前に、DEI値が 1のパケットをドロップする
ことで輻輳を管理します。

policy-map dei-sample
class class-default
random-detect dei 1 1000 6000
random-detect dei 0 5000 10000

end-policy-map

フレームリレー QoS
フレームリレー QoSと他のインターフェイスタイプとの主な違いは、以下のことを実行できる
ことです。

•フレームリレー DLCIの分類

•フレームリレー DEの分類

•フレームリレー DEのマーキング

QoSポリシーは、フレームリレーサブインターフェイスの PVCに対しての
み適用できます。フレームリレーサブインターフェイスに直接適用すること

はできません。

（注）

フレームリレー DLCI の分類
この設定では、フレームリレーでカプセル化されたパケットのフレームリレー DLCI値に基づい
て照合できます。フレームリレーでカプセル化されていないパケットはこの設定に対応しませ

ん。

class-map foo
match frame-relay list of dlci-values

DLCI値のリストには、次の例のように、範囲や個々の値を含めることができます。

class-map foo
match frame-relay dlci 1-100 150 200-300

DLCIのマッチングはメインインターフェイスでのみサポートされています。（注）
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フレームリレー DE の分類
この設定では、フレームリレーヘッダーに廃棄適性（DE）ビットが設定されているフレームリ
レーパケットを照合できます。

class-map fr_class
match fr-de 1

フレームリレー DEビット 0を照合するには、次の設定を使用します。

class-map match-not-fr-de
match not fr-de 1

DEビットの分類は、レイヤ 3インターフェイスではサポートされていません。（注）

フレームリレー DE のマーキング
この例では、トラフィックがポリシング認定情報レートを超えたときに fr-deビットを設定しま
す。そのため、（輻輳が発生したとき）下位システムでは fr-deビットが1に設定されたトラフィッ
クを廃棄します。

policy-map fr_de_marking
class class-default
police rate percent 50
conform-action transmit
exceed-action set fr-de 1
!
!
end-policy-map

DEビットのマーキングは、レイヤ 3インターフェイスではサポートされていません。（注）

フレームリレー QoS：例
この例では、parent_policyをマルチリンクフレームリレーのメインインターフェイスに適用しま
す。フレームリレーDLCIで一致する parent_policyには 2つのクラスがあります。マルチリンク
フレームリレーのメインインターフェイスには、2つのフレームリレー PVCが設定されていま
す（DLCI 16、DLCI 17）。

show run int multi 0/2/1/0/1
Mon Aug 2 11:34:31.019 UTC
interface Multilink0/2/1/0/1
service-policy output parent_policy
encapsulation frame-relay
frame-relay intf-type dce
!

show run policy-map parent_policy
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Mon Aug 2 11:34:36.118 UTC
policy-map parent_policy
class parentQ_1
service-policy child_queuing_policy
shape average 64 kbps
!
class parentQ_2
service-policy child_queuing_policy
shape average 1 mbps
!
class class-default
!
end-policy-map
!

show run class-map parentQ_1 <----- class map parent class dlci=16
Mon Aug 2 11:34:43.363 UTC
class-map match-any parentQ_1
match frame-relay dlci 16
end-class-map
!

show run class-map parentQ_2 <----- class map parent class dlci=17
Mon Aug 2 11:34:45.647 UTC
class-map match-any parentQ_2
match frame-relay dlci 17
end-class-map
!

show run int multi 0/2/1/0/1.16 <------ dlci 16 pvc config
Mon Aug 2 11:34:53.988 UTC
interface Multilink0/2/1/0/1.16 point-to-point
ipv4 address 192.1.1.1 255.255.255.0
pvc 16
encap cisco
!
!
show run int multi 0/2/1/0/1.17 <------ dlci 17 pvc config
Mon Aug 2 11:34:56.862 UTC
interface Multilink0/2/1/0/1.17 point-to-point
ipv4 address 192.1.2.1 255.255.255.0
pvc 17
encap cisco
!
!
show run policy-map child_queuing_policy <--------- child policy-map
Mon Aug 2 11:35:05.821 UTC
policy-map child_queuing_policy
class voice-ip
priority level 1
police rate percent 20
!
!
class video
bandwidth percent 40
!
class premium
service-policy gchild_policy
bandwidth percent 10
random-detect discard-class 2 10 ms 100 ms
random-detect discard-class 3 20 ms 200 ms
queue-limit 200 ms
!
class best-effort
bandwidth percent 20
queue-limit 200 ms
!
class class-default
!
end-policy-map
!

show run policy-map gchild_policy <-------- grandchild policy map

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

178 OL-28380-01-J  

モジュラ QoS の導入シナリオ
フレームリレー QoS：例



Mon Aug 2 11:35:15.428 UTC
policy-map gchild_policy
class premium_g1
police rate percent 10
!
set discard-class 2
!
class premium_g2
police rate percent 50
!
set discard-class 3
!
class class-default
!
end-policy-map
!

show run class-map <----------- shows all class map configs
Mon Aug 2 11:35:19.479 UTC
class-map match-any video
match precedence 1
end-class-map
!
class-map match-any premium
match precedence 2 3
end-class-map
!
class-map match-any voice-ip
match precedence 0
end-class-map
!
class-map match-any parentQ_1
match frame-relay dlci 16
end-class-map
!
class-map match-any parentQ_2
match frame-relay dlci 17
end-class-map
!
class-map match-any premium_g1
match precedence 2
end-class-map
!
class-map match-any premium_g2
match precedence 3
end-class-map
!
class-map match-any best-effort
match precedence 4
end-class-map
!

IP ヘッダー圧縮の QoS
IPヘッダー圧縮（IPHC）プロファイルはインターフェイス上でイネーブルにできるため、QoS
サービスポリシーと一致するパケットにのみ IPHCプロファイルが適用されます。この場合、QoS
サービスポリシークラス属性によって、圧縮するパケットが決定されます。これにより、ユー

ザはより IPHCの精度を最適化できます。

ポリシーマップは、service-policyコマンドを使用してインターフェイスに割り当てます。 IPHC
アクションは、出力サービスポリシーにだけ適用されます。 IPHCは、入力サービスポリシーで
はサポートされません。（IPHCは入力方向でサポートされていますが、入力ポリシーで IPHCを
設定する使用例はありません）。

次のように QoSを使用して IPHCを設定できます
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• compression header ipアクションで QoSポリシーを作成します。

• ipv4 iphc profile profile_namemode service-policyコマンドを使用して、IPHCプロファイルを
インターフェイスに付加します。

• service-policy outputコマンドを使用して compression header ipアクションが含まれる QoS
ポリシーを付加します。

また、次の例に示すように、show policy-map interfaceコマンドを使用して、IPHCの統計情報を
表示できます。

show policy-map interface Serial0/0/3/0/3:0 output

show policy-map int Serial0/0/3/0/3:0 output
Mon May 18 22:06:14.698 UTC
Serial0/0/3/0/3:0 output: p1
Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 0
High watermark (Unknown) : 0
Inst-queue-len (packets) : 0
Avg-queue-len (packets) : 0
Taildropped(packets/bytes) : 0/0

Compression Statistics
Header ip rtp
Sent Total (packets) : 880
Sent Compressed (packets) : 877
Sent full header (packets) : 342
Saved (bytes) : 31570
Sent (bytes) : 24750
Efficiency improvement factor : 2.27

IP ヘッダー圧縮の QoS：例
この例では、compress header ipコマンドを使用し、クラスマップのアクションとしての QoSを
通じて、IPHCを設定しています。

パケットはクラスマップの基準に基づいて分類されます。ポリシーマップでは、クラスに適用

する動作を指定します。 IPHCは、クラスに対する compress header ipアクションを使用してイ
ネーブルにします。QoSサービスポリシーを持つ IPHCプロファイルを、シリアルインターフェ
イスに適用します。

class-map match-all voice1
match precedence 2

class-map match-all voice2
match access-group acl_iphc

access-list acl_iphc permit udp any range lower-bound src udp port 5000 upper-bound src udp
port15000 any lower-bound udp dst port 5000 upper-bound dst udp port 15000

ipv4 access-list acl_iphc permit udp any range 5000 15000 any range 5000 15000

policy-map iphc_policy
class iphc_class_1
compress header ip
class iphc_class_2
compress header ip
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interface serial 0/1/0/1:1
ipv4 iphc profile Profile_3 mode service-policy
service-policy output iphc_policy

interface Serial 0/2/0/0/1/1/1:1
ipv4 address 10.0.0.1 255.255.255.252
ipv4 iphc profile Profile_3 mode service-policy
service-policy output iphc_policy
encapsulation ppp

L2VPN QoS
ここでは、次のフレームリレー L2VPNの導入シナリオについて説明します。

•フレームリレー <->疑似配線上でのフレームリレー

•フレームリレー <->疑似配線上でのイーサネット

これらのシナリオの疑似配線を経由しないローカル接続形態もあります。こ

こでは、疑似配線シナリオに重点を置いて説明します。

（注）

フレームリレー <-> 疑似配線上でのフレームリレーの例
この例では、ルータ PE1の入力フレームリレーインターフェイスのフレームリレー DLCIに基
づいて照合を行い、fr-de値を設定できることを示します。この設定は、L2VPN疑似配線に引き
継がれます。フレームリレーパケットがフレームリレー l2transportインターフェイスを経由し
てルータ PE2から出るとき、fr-de値はそのままです。

この設定を変更し、L2VPNを越えてフレームリレーQoS値に引き継ぐことができます。図2に、
ネットワークトポロジを示します。

図 10：MPLS 上のフレームリレー

CE1

interface pos0/2/0/0.26
pvc 26
ipv4 add 10.0.0.1 255.0.0.0

PE1

interface pos0/2/0/0.26 l2transport
pvc 26
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l2vpn
xconnect group frfr
p2p p1
interface pos0/2/0/0.26
neighbor y.y.y.y pw-id 1001

!QoS Policy
class-map matchdlci
match frame-relay dlci 26

policy-map setde1
class matchdlci
set fr-de 1

interface pos0/2/0/0
service-policy input setde1

PE2

interface pos0/3/0/0.26 l2transport
pvc 26

l2vpn
xconnect group frfr
p2p p1
interface pos0/3/0/0.26
neighbor x.x.x.x pw-id 1001

CE2

interface pos0/3/0/0.26
pvc 26
ipv4 add 10.0.0.2 255.0.0.0

フレームリレー <-> 疑似配線上でのイーサネット：例
この例では、ルータ PE1の入力フレームリレー l2transportインターフェイスの fr-de値に基づいて
照合を行い、特定のMPLS EXP値を設定できることを示します。MPLSパケットが PE1コアイ
ンターフェイスを出るとき、この EXP値が設定されます。パケットがイーサネット l2transportイ
ンターフェイスを経由してルータPE2から出るとき、この値はイーサネットパケットのCoSフィー
ルドの値の一部になります。

この設定により、QoSフィールドをフレームリレーネットワークからイーサネットネットワー
クに引き継ぐ、またはマップできます。図 3に、ネットワークトポロジを示します。

図 11：MPLS 上の IP Interworking

CE1

interface pos0/2/0/0.26
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pvc 26
ipv4 add 10.0.0.1 255.0.0.0

PE1

interface pos0/2/0/0.26 l2transport
pvc 26

l2vpn
xconnect group freth
p2p p1
interface pos0/2/0/0.26
neighbor y.y.y.y pw-id 1001
interworking ipv4

!QoS Policy
class-map matchfrde
match fr-de 1

policy-map setexp
class matchfrde
set mpls exp imposition 5

interface pos0/2/0/0.26 l2transport
pvc 26
service-policy input setexp

PE2

interface gig0/4/0/0.26 l2transport
encapsulation dot1q 100

l2vpn
xconnect group freth
p2p p1
interface gig0/4/0/0.26
neighbor x.x.x.x pw-id 1001
interworking ipv4

CE2

interface gig0/4/0/0.26
encapsulation dot1q 100
ipv4 add 10.0.0.2 255.0.0.0

MLPPP QoS/MLFR QoS
マルチリンクとは、複数のシリアルリンクを 1つのバンドルに集約するメカニズムです。バンド
ルにより、より高い帯域幅、リンク間のロードバランシングが可能になり、シングルポイント障

害からの保護によりサービスアベイラビリティが向上します。このサービスで、複数の低速リン

クを集約して帯域幅を増やすことができます。1本の高速リンクにアップグレードするよりも費
用対効果に優れています。これは T1レートより大きく T3レートより小さい帯域幅の専用回線
サービスを必要とするユーザにとって、費用対効果の高いソリューションです。

マルチリンクインターフェイスは、PPPカプセル化（MLPPP）またはフレームリレーカプセル
化（MLFR）で設定できます。マルチリンクインターフェイスがフレームリレーカプセル化で
設定されている場合、その下にサブインターフェイスを設定できます。
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マルチリンクインターフェイスで使用可能な総帯域幅は、マルチリンクインターフェイスへのリ

ンクの追加や、マルチリンクインターフェイスからのリンクの削除によって動的に変化します。

メンバのリンクの状態が動作面でアップまたはダウンに変化した場合や、ポリシーの保留状態を

変更することによって、使用可能な総帯域幅も変化します。このようなインターフェイスに付加

されているQoSポリシーは、帯域幅の変更に基づいて更新する必要があります。この場合、次の
いずれかの操作を実行します。

•ポリシーを保留にする：付加されているポリシーの帯域幅要件が使用可能な帯域幅（メンバ
リンクが運用面でダウンすると小さくなります）を上回ったときには、ポリシーが保留状態

になります。ポリシーが保留状態になると、そのインターフェイスの着信パケットまたは発

信パケットは QoSの影響を受けなくなります。

次の状況では、入力に対してポリシーは保留状態になります。

◦拡張階層型の入力ポリシングでは、子ポリシングレートの合計が親ポリシングの適合
レートよりも大きい場合

◦ポリシングピークレートがポリシング適合レートを下回っている場合

次の状況では、出力に対してポリシーは保留状態になります。

◦最小帯域幅レートとプライオリティクラスのポリシングレートの合計がインターフェ
イスのレートを上回っている場合

◦シェーピングレートが最小帯域幅レートを下回っている場合

◦プライオリティクラスのポリシング適合レートがインターフェイスのレートを上回って
いる場合

◦プライオリティクラスのポリシングピークレートが、インターフェイスのレートを上
回っている場合

◦ポリシングピークレートがポリシング適合レートを下回っている場合

•ポリシーを再開する：付加されているポリシーの帯域幅要件が使用可能な帯域幅（メンバリ
ンクが運用面でアップすると大きくなります）以下のときには、ポリシーが再開されます。

保留中のポリシーは、メンバリンクのステータスの変化がなくても、ポリシーマップの保

留状態を変更することでも再開できます。

•ポリシーを更新する：新しい使用可能な帯域幅を反映するように、アクティブなポリシー
レートを更新します。使用可能な帯域幅は、増加または減少している場合がありますが、適

用されているポリシーの帯域幅要件は引き続き満たされています。

QoS統計情報は、アクティブ状態から保留状態に移行するポリシーについては保持されません。
ポリシーを再度アクティブにすると、それまでに収集された統計情報はすべて失われ、再アクティ

ブ化後にインターフェイスを通過したパケットだけがカウントされます。保留中のポリシーを変

更して帯域幅要件を減らし、再アクティブ化することができます。保留中のポリシーは、イン

ターフェイスに付加したまま変更できます。
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QoS を使用するマルチクラス MLPPP
マルチクラスのマルチリンクポイントツーポイントプロトコル（MLPPP）は、QoSと一緒に使用
することができ、ポリシーマップのクラスでのencap-sequenceコマンドを使用して設定できます。
encap-sequenceコマンドは、MQC定義クラス内のパケットのMLPPP MCMPクラス IDを指定し
ます。

encap-sequence ID番号の有効値は、none、1、2、または 3です。 none値は、priority levelが 1の
ときだけ適用でき、MLPPPカプセル化がないことを示します。1、2、または3の値は、プライオ
リティ 1もしくは 2のクラスまたはキューイングアクションを含むその他のクラスで使用できま
す。ゼロ（0）の encap-sequence ID番号は、システムでのみ使用し、デフォルトクラス用に予約
されているため、他のクラスでは使用できません。

encap-sequence ID番号は番号順に設定する必要があります。たとえば、1と 2をすでに割り
当てていない限り、ID番号 3は割り当てることができません。

（注）

encap-sequence ID番号の数は、マルチリンクヘッダーによってピア間でネゴシエーションされた
MLPPPクラスの数よりも小さくする必要があります。システムによってこれが確認されないた
め、ユーザは設定がこれに合っていることを確認する必要があります。

ppp multilink multiclass remote applyコマンドは、これを確認する方法を提供します。
encap-sequence ID番号（デフォルト値の 0を含む）を使用するクラスの数が、ppp multilink
multiclass remote applyコマンドの min-number値よりも小さいことを確認します。たとえば、
min-number値が 4の場合は、encap-sequence ID番号を持つクラスを 3つまでしか使用できません。

QoSポリシーは、次の条件を検証します。これらの条件が満たされていない場合、ポリシーは拒
否されます。

• encap-sequence ID番号が 1～3という許容値内である。

• encap-sequenceがポリシーマップ内のいずれかのクラスに設定されている場合は、priority
level 1を持つポリシーマップ内のすべてのクラスに encap-sequence ID番号を含める必要が
あります。

• encap-sequenceが noneの設定は、priority levelが 1のクラスに限定されます。

• class-defaultには encap-sequence設定は含まれていません。

•キューイングアクションを含むクラスだけが encap-sequence設定を持ちます。

同じ encap-sequence ID番号を共有するクラスは、プライオリティが同じであ
る必要があります。

（注）

QoSポリシーマップは、次のとおりに設定されます。

config
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policy-map type qos policy-name class class-name action action action
. . .

次に、MLPPPのポリシーマップを設定する例を示します。

config
policy-map foo
class ip-prec-1
encap-sequence none
police rate percent 10
priority level 1

!
class ip-prec-2
encap-sequence 1
shape average percent 80

!
class ip-prec-3
encap-sequence 1
bandwidth percent 10

!
class class-default
!
end-policy-map
!

MLPPP QoS/MLFR QoS：例
メンバリンクがアップまたはダウンすると、バンドルインターフェイスの帯域幅は動的に変化す

るため、このようなインターフェイスに適用されているQoSポリシーは帯域幅の変更に基づいて
更新する必要があります。

MPLS QoS

導入テキストとトポロジ図は、『MPLS Fundamentals』（Luc De Ghein、Copyright 2007, Cisco
Systems, Inc）から引用しました。

（注）

MPLSQoSには、均一モード、パイプモード、およびショートパイプモードという、トンネリン
グモデルに基づく 3つの導入シナリオがあります。表 2に、トンネリングモデルの概要を示し
ます。

Label-to-IPLabel-to-LabelIP-to-Labelトンネリング

モード

MPLS EXPを IP
precedence/DiffServにコピー

コピーされたMPLS
EXP

IP precedence/DiffServを
MPLS EXPにコピー
/DiffServからMPLSEXPへ

Uniform

IP precedence/DiffServを保持
/DiffServ

MPLSEXPに基づく転送処理

コピーされたMPLS
EXP

サービスプロバイダーのポ

リシーに応じたMPLSEXP
設定

Pipe
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Label-to-IPLabel-to-LabelIP-to-Labelトンネリング

モード

IP precedence/DiffServを保持
/DiffServ

IP precedence/DiffServに基づ
く転送処理

コピーされたMPLS
EXP

サービスプロバイダーのポ

リシーに応じたMPLSEXP
設定

Short Pipe

MPLS 均一モード
均一モードでは（図 4に図示）、MPLSネットワークを通過するときに、パケットに関連する
DiffServマーキングが 1つだけ存在します。パケットの DiffServマーキングがMPLSネットワー
ク内で変更された場合、更新情報は LSPの出口で意味のあるものになります。MPLSネットワー
ク内でのパケットマーキングに対するあらゆる変更は永続的であり、パケットがMPLSネット
ワークを出るときに伝播されます。

図 12：均一モード

MPLS パイプモード
パイプモード（図 5に図示）では、MPLSネットワークを通過するときに、2つのマーキングが
パケットに関連します。 1つめは、出力 LSRを含む LSPスパンに沿って中間ノードによって使用
されるマーキングです。2つめは、元のマーキングであり、MPLSネットワークに入る前にパケッ
トによって伝送され、パケットを出た後も継続して使用されます。MPLSネットワーク内のパケッ
トマーキングに対するあらゆる変更は、永続的なものではなく、パケットがMPLSネットワーク
を出るときに伝播されません。

出力 LSRではまだ中間 LSRで使用されたマーキングを引き続き使用することに注意してくださ
い。ただし、出力LSRは、元のパケットにインポーズされたすべてのラベルを削除する必要があ
ります。ラベルで伝送されるマーキングを維持するために、エッジLSRは、マーキングの内部コ
ピーを保管してから、ラベルを削除します。この内部コピーは、ラベルが削除されたあとに、
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（CE方向の）アウトバウンドインターフェイスでパケットを分類するために使用されます。こ
れは通常、set qos-groupコマンドと match qos-groupコマンドを使用して行います。

図 13：パイプモード

MPLS ショートパイプモード
ショートパイプモード（図6に図示）は、パイプモードとわずかに異なります。唯一の違いは、
出力 LSRが中間 LSRによって使用されるマーキングを使用する代わりに元のパケットマーキン
グを使用することです。

図 14：ショートパイプモード

均一、パイプ、ショートパイプモード：入力 PE の例
この例では、MPLS DiffServを実装する方法と、入力 PEで必要な設定について説明します。
precedence 4のみ一致します。 precedence 4は、帯域幅が超過しない限り、ポリサーによって EXP
ビット値 4にマップされます。この場合、EXPビットは値 2にリカラーされます。出力インター
フェイスの設定は、MPLS DiffServ均一モデルには不要ですが、EXPビットに対する QoSの実行
方法を示すために追加しています。

!Ingress interface:
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class-map prec4
match precedence 4
!
policy-map set-MPLS-PHB
class prec4
police rate 8000 kbps
conform-action set mpls experimental imposition 4
exceed-action set mpls experimental imposition 2
!
interface GigabitEthernet0/0/0/1
service-policy input set-MPLS-PHB

!Egress interface:
class-map exp2and4
match mpls experimental topmost 2 4
!
policy-map output-qos
class exp2and4
bandwidth percent 40
random-detect default
!
interface GigabitEthernet0/0/0/2
service-policy output output-qos

均一モード：出力 PE の例
出力 PEでは、EXPビットは set qos-groupコマンドと match qos-groupコマンドを使用して
precedenceビットにコピーします。

!Ingress interface:
class-map exp2
match mpls experimental topmost 2
!
class-map exp4
match mpls experimental topmost 4
!
policy-map policy2
class exp2
set qos-group 2
class exp4
set qos-group 4
!
interface GigabitEthernet0/0/0/2
service-policy input policy2

!Egress interface:
class-map qos2
match qos-group 2
class-map qos4
match qos-group 4
!
policy-map policy3
class qos2
set precedence 2
bandwidth percent 20
random-detect default
class qos4
set precedence 4
bandwidth percent 20
random-detect default
!
interface GigabitEthernet0/0/0/1
service-policy output policy3
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パイプモード：出力 PE の例
次に、MPLS DiffServパイプモードの出力 PEの設定例を示します。出力 LSRでは発信 IPパケッ
トの precedenceビットにEXPビットをコピーしません。出力インターフェイスでのパケットのス
ケジューリングは、set qos-groupコマンドと match qos-groupコマンドを使用して EXPビットに
間接的に行います。

!Ingress interface:
class-map exp2
match mpls experimental topmost 2
!
class-map exp4
match mpls experimental topmost 4
!
policy-map policy2
class exp2
set qos-group 2
class exp4
set qos-group 4
!
interface GigabitEthernet0/0/0/2
service-policy input policy2

!Egress interface:
class-map qos2
match qos-group 2
class-map qos4
match qos-group 4
!
policy-map policy3
class qos2
bandwidth percent 20
random-detect default
class qos4
bandwidth percent 20
random-detect default
!
interface GigabitEthernet0/0/0/1
service-policy output policy3

ショートパイプモード：出力 PE の例
次に、MPLS DiffServショートパイプモードの出力 PEの設定例を示します。出力 LSRでは、ラ
ベルを削除した後、IPパケットの precedenceまたは DiffServコードポイント（DSCP）ビットに
基づいてパケットを転送します。出力 LSRでは発信 IPパケットの precedenceビットに EXPビッ
トをコピーしません。

! Configuration is not needed for ingress interface

!Egress interface:
class-map prec4
match precedence 4
!
policy-map policy3
class prec4
bandwidth percent 40
random-detect precedence 4 100 ms 200 ms
!
interface GigabitEthernet0/0/0/1
service-policy output policy3
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マルチキャスト VPN での QoS

ASR 9000 イーサネットラインカード
マルチキャストVPN（mVPN）対応ネットワークでのQoSサービスのサポートには、トンネル IP
ヘッダーの DSCPまたは precedenceビットのマーキングが含まれます。この機能により、mVPN
サービスのQoSを行うMPLSキャリアがイネーブルになります。mVPNネットワークでは、プロ
バイダーエッジ（PE）デバイス間の総称ルーティングカプセル化（GRE）トンネルを使用しま
す。マルチキャストパケットは、MPLSコアネットワーク上で送信するために GREトンネルに
置かれます。

入力インターフェイスでは、入力インターフェイスに適用される入力ポリシーセット内で set
precedence tunnelコマンドと set dscp tunnelコマンド（条件付きと無制限の両方）を使用します。
一般的なmVPNネットワークを示します。 IPパケットが入力インターフェイス E1の PE1に着信
すると、GREトンネル内で IPパケットをカプセル化することによって、パケットがトンネルイ
ンターフェイス E2からコアネットワークに送信されます。

図 15：mVPN ネットワーク

set dscp tunnelコマンドまたは set precedence tunnelコマンドが入力インターフェイス E1で設定
されている場合、DSCPまたは precedence値はインターフェイス E2から送信されるカプセル化パ
ケットの GREトンネルヘッダーに設定されます。そのため、次の点に注意してください。

• set dscpコマンドまたは set precedenceコマンド（条件付きまたは無条件）により、IPヘッ
ダー内の DSCPまたは precedence値がマークされます。

• set dscp tunnelコマンドまたは set precedence tunnelコマンド（条件付きまたは無条件）によ
り、GREヘッダー内の DSCPまたは precedence値がマークされます。
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マルチキャスト VPN での QoS：例
mVPN対応ネットワークでQoSをサポートするには、トンネルヘッダーにDSCPまたはprecedence
ビットの条件付きおよび無条件マーキングが必要です。無条件マーキングでは、ポリシーアク

ションとして DSCPまたは precedenceトンネルをマークします。条件付きマーキングでは、ポリ
サーのアクションとしてトンネルヘッダーに DSCPまたは precedence値をマークします（適合、
超過、または違反）。

無条件マーキング

class-map c1
match vlan 1-10

policy-map p1
class c1
set precedence tunnel 3

条件付きマーキング

policy-map p2
class c1

police rate percent 50
conform action set dscp tunnel af11
exceed action set dscp tunnel af12

ASR 9000 用 SIP 700
set precendence tunnelコマンドおよび set dscp tunnelコマンドはサポートされませんが、次の例
に示すように一般的なマルチキャスト VPNはサポートされます。

マルチキャスト VPN での QoS：例
この例では、ネットワーク全体で、モバイル、エンタープライズ、およびその他の 3つのサービ
スが提供されています。モバイルトラフィックは、ブロードバンド 2Gモバイルトラフィックと
3Gモバイルトラフィックとして分類されます。

制御トラフィックには最高のプライオリティが必要であり、プライオリティレベル 1を持ちま
す。ブロードバンド 2Gモバイルトラフィックは、プライオリティレベル 2を持ちます。プラ
イオリティキューは、これらの各トラフィッククラスに関連付けられます。これらのクラスの

トラフィックは、100パーセントのレートでポリシングされます。つまり、フル回線レート帯域
幅がこれらのトラフィッククラス専用であることを意味します。

残存帯域幅はMcast_BBTV_Trafficクラス、Enterprise_Trafficクラス、およびEnterprise_Low_Traffic
クラスに分配されます。

policy-map CompanyA-Profile
class Control_Traffic

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

192 OL-28380-01-J  

モジュラ QoS の導入シナリオ
マルチキャスト VPN での QoS：例



priority level 1
police rate percent 100
!
!
class BB_2GMobile_Traffic
priority level 2
police rate percent 100
!
!
class Mcast_BBTV_Traffic
bandwidth remaining ratio 1000
!
class 3GMobile_Traffic
bandwidth remaining ratio 100
!
class Enterprise_Traffic
bandwidth remaining ratio 10
!
class Enterprise_Low_Traffic
bandwidth remaining ratio 1
!
class class-default
!
end-policy-map

NxDS0 インターフェイスでの QoS
NxDS0インターフェイスの QoSでは、シェーピング、ポリシング、およびキューイングの最小
レートは 8 kbps、粒度は 1 kbpsです。 QoSが低速 NxDS0リンクに適用されると、リアルタイム
プライオリティトラフィックに低遅延を行うために、フレームリレーフラグメンテーション

（frf12）設定を行うことを推奨します。NxDS0インターフェイスでの一般的な設定は次のとおり
です。

• 1レベルのポリシーが、フレームリレーの設定のないメインインターフェイスに適用される

• 2レベルのポリシーが、フレームリレーが設定されたサブインターフェイスに適用される

メインインターフェイスに適用される 1 レベルのポリシー：例

show run int Serial0/2/1/0/1/1:0

Mon Aug 9 11:29:50.721 UTC
interface Serial0/2/1/0/1/1:0
service-policy output fractional_T1_E1_policy --------policy applied to serial interface
encapsulation frame-relay
!

RP/0/RSP1/CPU0:viking-1#show run policy-map
policy-map fractional_T1_E1_policy
class Conversational
priority level 1
police rate 64 kbps
!
!
class Streaming-Interactive
bandwidth remaining percent 35
!
class Background
bandwidth remaining percent 15
!
class TCP-traffic
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bandwidth remaining percent 10
!
class class-default
bandwidth remaining percent 40
!
end-policy-map

サブインターフェイスに適用される 2 レベルのポリシー：例

show run int Serial0/2/1/0/1/1:0

Mon Aug 9 11:29:50.721 UTC
interface Serial0/2/1/0/1/1:0
encapsulation frame-relay
frame-relay intf-type dce
!

Mon Aug 9 11:29:37.150 UTC
interface Serial0/2/1/0/1/1:0.16 point-to-point
ipv4 address 192.1.1.1 255.255.255.0
pvc 16
service-policy output parent_policy --------policy applied to serial subinterface
encap cisco
fragment end-to-end 350 -------------------frf12 enabled
!
!
!

show run policy-map

policy-map parent_policy
class class-default
shape average rate 768 kbps

show run policy-map

policy-map fractional_T1_E1_policy
class Conversational
priority level 1
police rate 64 kbps
!
!
class Streaming-Interactive
bandwidth remaining percent 35
!
class Background
bandwidth remaining percent 15
!
class TCP-traffic
bandwidth remaining percent 10
!
class class-default
bandwidth remaining percent 40
!
end-policy-map

VPLS と VPWS QoS
1つまたは複数のVirtual PrivateWire Services（VPWS）対応ネットワーク上で、次の一致基準に基
づいてパケットを分類できます。

• vplsブロードキャストとの一致（VPLSに適用可能）
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• vplsマルチキャストとの一致（VPLSに適用可能）

• vpls制御との一致（VPLSに適用可能）

• arp ethertypeとの一致（VPLSと VPWSの両方に適用可能）

VPLS固有およびVPWS固有の分類は、入力方向に対してのみ実行されます。（注）

次のガイドラインが、VPLSと VPWSの QoS機能に適用されます。

•入力レイヤ 2バンドルおよび非バンドルサブインターフェイスでサポートされます。

•レイヤ 3サブインターフェイスではサポートされませんが、ポート継承ポリシーを持つポー
トではサポートされます。システムは、ポートに対応付けられたレイヤ3サブインターフェ
イスの VPLSの分類を無視します。

• match vpls <control | multicast | broadcast>およびmatch ethertype arpは、レイヤ 2のサービスタ
イプに関係なくレイヤ2インターフェイスに適用されますが、vpls<control |multicast | broadcast>
の分類は非 VPLSレイヤ 2インターフェイスタイプでは無視されます。

図9は標準的なVPLSトポロジを示しています。VPLSネットワークはルータのドメインをブリッ
ジングするために相互接続された疑似配線（PW）のメッシュです。プロバイダーエッジ（PE）
ルータのそれぞれがブリッジドメインを持ちます。各PWは、ブリッジドメインに対するブリッ
ジポートです。各 PEルータに対するカスタマーエッジ（CE）接続は、同じブリッジドメイン
に対する接続回線（AC）ブリッジポートです。 QoSのコンフィギュレーションコマンドは、一
方の CEルータに接続する ACと、他方の PEルータのブリッジドメインに適用されます。

図 16：一般的な VPLS ネットワークトポロジ
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VPLS と VPWS の QoS：例
ここでは、図 9に示す構成要素に基づいて設定例を説明し、さらに設定された値に基づいてネッ
トワークでパケットを照合する方法について説明します。

PE1ルータ上では、次のようにポリシーマップと PE-to-CE接続が設定されています。

class c1
match vpls multicast

!
class c2
match vpls broadcast

!
class c3
match vpls control

!
class c4
match ethertype arp

!
policy-map p1
class c1
set qos-group 3
set mpls experimental imposition 4
shape average percent 40

!
class c2
bandwidth remaining percent 10
set mpls experimental imposition 5

!
class c3
police rate percent 10
set mpls experimental imposition 6

!
class c4
bandwidth remaining percent 10
set mpls experimental imposition 7

!
class class-default
!
end policy-map

interface GigabitEthernet0/2/0/0 l2transport
description PE to CE connection
service-policy input p1

!

l2vpn
bridge group examples
bridge-domain vpls-bridge
interface GigabitEthernet0/2/0/0
!
vfi pe12link
neighbor 10.0.0.2 pw-id 12
!
!
vfi pe13link
neighbor 10.0.0.3 pw-id 13
!
!
!
!
!

この例に従い、VPLSとVPWSをイネーブルにして設計および実装されているネットワークでは、
一致基準を満たすパケットは、ポリシーに定義されているポリシーアクションに従ってQoSの処
理を受けます。
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• VPLSのマルチキャストパケットが PEルータの入力インターフェイスに着信すると、クラ
ス c1に一致します。

• VPLSのブロードキャストパケットが PEルータの入力インターフェイスに着信すると、ク
ラス c2に一致します。

• VPLS制御パケットが、MACアドレスの範囲が 01-80-C2-00-00-00～ 01-80-C2-00-00-3Fの PE
ルータの入力インターフェイスに着信すると、クラス c3に一致します。

• ARPパケットが PEルータの入力インターフェイスに着信すると、クラス c4に一致します。

関連情報
このモジュールでは、他のテクノロジーガイドに記載されている機能でのQoS実装について説明
します。次の表に、これらの機能の詳細を入手できるマニュアルを示します。

ガイド機能

このマニュアルの「モジュラ QoSパケット分類とマーキングの設定」お
よび「モジュラ QoSの輻輳管理の設定」

802.1ad DEI

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Interface and Hardware
Component Configuration Guide』

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Interface and Hardware
Component Command Reference』

フレームリレー

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Interface and Hardware
Component Configuration Guide』

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Interface and Hardware
Component Command Reference』

IPヘッダー圧縮

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router L2VPN』および『Ethernet
Services Configuration Guide』

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router L2VPN and Ethernet Services
Command Reference』

L2VPN

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Interface and Hardware
Component Configuration Guide』

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Interface and Hardware
Component Command Reference』

MLPPP/MLFR
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ガイド機能

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router MPLS Configuration
Guide』

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router MPLS Command
Reference』

MPLS

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Multicast Configuration
Guide』

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Multicast Command
Reference』

マルチキャストVPN
での QoS

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Interface and Hardware
Component Configuration Guide』

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Interface and Hardware
Component Command Reference』

NxDS0インターフェ
イスでの QoS
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第 8 章

階層型モジュラ QoS の設定

階層型QoSでは、トラフィック管理をより細かい粒度で実行する、複数のポリシーレベルでQoS
動作を指定できます。

ラインカード、SIP および SPA のサポート

ASR 9000 用 SIP 700ASR 9000 イーサネットライ
ンカード

機能

yesno拡張階層型の入力ポリシング

yesyes階層型ポリシング

yesyes階層型 QoS

yesyes3つのパラメータによるスケ
ジューラ

Cisco ASR 9000 シリーズルータの階層型 QoS の機能履歴

変更内容リリース

階層型ポリシング機能が、ASR 9000イーサネットラインカードの
Cisco ASR 9000シリーズルータで導入されました。

階層型 QoS機能が、ASR 9000イーサネットラインカードの
Cisco ASR 9000シリーズルータで導入されました。

3パラメータスケジューラ機能が、ASR9000イーサネットラインカー
ドの Cisco ASR 9000シリーズルータで導入されました。

リリース 3.7.1

階層型 QoS機能は、ASR 9000用 SIP 700でサポートされるようにな
りました。（2レベルのポリシーのみ）

リリース 3.9.0
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拡張階層型入力ポリシング機能が、ASR 9000に対する SIP 700の
Cisco ASR 9000シリーズルータで導入されました。

階層型ポリシング機能が、ASR 9000に対する SIP 700の
Cisco ASR 9000シリーズルータでサポートされました。

階層型QoS機能については、ASR9000用SIP 700で 3レベルポリシー
のサポートが追加されました。

3つのパラメータによるスケジューラ機能が、ASR 9000用 SIP 700で
サポートされるようになりました。

リリース 4.0.0

• 階層型 QoSの設定方法, 200 ページ

• 階層型ポリシー設定の確認, 217 ページ

• その他の関連資料, 218 ページ

階層型 QoS の設定方法
階層型 QoSを設定する場合は、次の注意事項に従ってください。

•ポリシーを定義する場合は、階層の最下位から開始します。たとえば、2レベルの階層型ポ
リシーには、最下位ポリシーの後で最上位ポリシーを定義します。 3レベルの階層型ポリ
シーでは、最下位ポリシー、中位ポリシー、最上位ポリシーの順に定義します。

•最上位ポリシー内に最下位ポリシーを設定する際、service-policyコマンドで inputまたは
outputキーワードを指定しないでください。

•中位および最上位ポリシーだけに最下位ポリシーを設定します。

3 つのパラメータによるスケジューラの設定
3つのパラメータによるスケジューラを設定する場合は、次の注意事項に従ってください。

• 3つのパラメータによるスケジューラを使用するには、キューイングクラスをイネーブルに
する必要があります。キューイングクラスをイネーブルにするには、3つのパラメータのう
ち少なくとも 1つを設定する必要があります。少なくとも 1つのパラメータを設定すると、
キューがクラスに割り当てられます。

• 1つのパラメータだけを設定すると、スケジューラは他の 2つのパラメータにデフォルト値
を使用します。

• 3つのパラメータすべてを同じクラスに設定できます。

•最小帯域幅は、最大帯域幅未満でなければなりません。
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ASR 9000 イーサネットラインカード

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. shape average {percent percentage | rate [units]}
5. exit
6. policy-map policy-name
7. class class-default
8. bandwidth {rate [units] | percent percentage-value} or bandwidth remaining [percent percentage-value

| ratio ratio-value] or shape average {percent percentage | rate [units]}
9. service-policy policy-map-name
10. end
11. または commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

最下位ポリシーを作成または変更します。policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map bottom-child

ステップ 2   

指定するトラフィッククラスをポリシーマップに割り当て

ます。ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードを開始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class Bronze

ステップ 3   

表示されたビットレートにトラフィックをシェーピングし

ます。

shape average {percent percentage | rate
[units]}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
shape average 1 mbps

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 5   

最上位ポリシーを作成または変更します。policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
policy-map Top-Parent

ステップ 6   

親 class-defaultクラスを設定または変更します。class class-default

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class-default

ステップ 7   

（注） •親ポリシーの class-defaultクラスは 1つだけ
設定できます。他のトラフィッククラスは

設定しないでください。

クラスに割り当てられた最小帯域幅をリンク帯域幅の割合

で指定します。

bandwidth {rate [units] | percent
percentage-value} or bandwidth remaining
[percent percentage-value | ratio ratio-value]

ステップ 8   

クラスに超過帯域幅を割り当てる方法を指定します。or shape average {percent percentage | rate
[units]} （他のクラスがすべての帯域幅共有を使用していない場合）

最大帯域幅をリンク帯域幅の割合で指定します。
例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
（注） • 3つのパラメータの少なくとも1つを設定す

る必要があります。bandwidth percent 30
or
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 80
or
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
shape average percent 50

最上位 class-defaultクラスに最下位ポリシーを適用します。service-policy policy-map-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
service-policy Bottom-Child

ステップ 9   

endステップ 10   

設定変更を保存します。または commitステップ 11   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before exiting
(yes/no/cancel)? [cancel]:
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目的コマンドまたはアクション

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変
更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。

ASR 9000 用 SIP 700

手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. bandwidth {rate [units] | percent percentage-value} or bandwidth remaining [percent percentage-value

| ratio ratio-value] or shape average {percent percentage | rate [units]}
5. exit
6. policy-map policy-name
7. class class-default
8. shape average {percent percentage | rate [units]}
9. service-policy policy-map-name
10. end
11. または commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

最下位ポリシーを作成または変更します。policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
policy-map bottom-child

ステップ 2   

指定するトラフィッククラスをポリシーマップに割り当て

ます。ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードを開始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class Bronze

ステップ 3   

クラスに割り当てられた最小帯域幅をリンク帯域幅の割合

で指定します。

bandwidth {rate [units] | percent
percentage-value} or bandwidth remaining
[percent percentage-value | ratio ratio-value]

ステップ 4   

クラスに超過帯域幅を割り当てる方法を指定します。or shape average {percent percentage | rate
[units]} （他のクラスがすべての帯域幅共有を使用していない場合）

最大帯域幅をリンク帯域幅の割合で指定します。
例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
（注） • 3つのパラメータの少なくとも1つを設定す

る必要があります。bandwidth percent 30
or
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
bandwidth remaining percent 80
or
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
shape average percent 50

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
exit

ステップ 5   

最上位ポリシーを作成または変更します。policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
policy-map Top-Parent

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

親 class-defaultクラスを設定または変更します。class class-default

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#
class class-default

ステップ 7   

（注） •親ポリシーの class-defaultクラスは 1つだけ
設定できます。他のトラフィッククラスは

設定しないでください。

（任意）指定ビットレートにトラフィックをシェーピング

します。

shape average {percent percentage | rate
[units]}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
shape average 1 mbps

ステップ 8   

最上位 class-defaultクラスに最下位ポリシーを適用します。service-policy policy-map-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
service-policy Bottom-Child

ステップ 9   

endステップ 10   

設定変更を保存します。または commitステップ 11   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before exiting
(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変
更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。
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物理および仮想リンクへの階層型ポリシーの付加

階層型ポリシーをインターフェイス、サブインターフェイス、仮想回線、および仮想LANに付加
するには、service-policy {input | output} policy-map-nameコマンドを使用します。

手順の概要

1. configure
2. interface type interface-path-id
3. service-policy {input | output} policy-map-name
4. end
5. または commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

階層型ポリシーを付加するインターフェイスを指定します。interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface pos 0/2/0/0

ステップ 2   

指定したポリシーマップを付加します。service-policy {input | output}
policy-map-name

ステップ 3   

• input：着信パケットに QoSポリシーを適用します。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
service-policy input All_Traffic

• output：送信パケットに QoSポリシーを適用します。

• policy-map-name：設定済み最上位ポリシーマップの名前。

endステップ 4   

設定変更を保存します。または commitステップ 5   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them before exiting
(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッション

が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
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目的コマンドまたはアクション

noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレー
ションセッションで継続されます。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

拡張階層型入力ポリシングの設定

拡張階層型入力ポリシングの設定と階層型入力ポリシングの設定の違いは、child-conform-awareコ
マンドが追加されていることです。

親ポリサーで使用すると、child-conform-awareコマンドは親ポリサーが子ポリサーで指定される最
大レートに適合する入力トラフィックをドロップしないようにします。

制約事項

拡張階層型入力ポリシングには次の制限があります。

•入力方向のみ。

•すべての子ポリサーレートの合計は親ポリサーレートを超えることはできません。

•シングルレート、2カラーポリサー（カラーブラインド）のみ。

• police rateコマンドでバーストサイズを指定する設定がサポートされています。ピークバー
ストを指定する設定はシングルレート 3カラーポリサーになり、拒否されます。

• child-conform-awareコマンドは親ポリサーだけで設定します。
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手順の概要

1. configure
2. policy-map policy-name
3. class class-name
4. service-policy policy-map-name
5. police rate {value [units] | percent percentage} [burst burst-size [burst-units]] [peak-rate value [units]]

[peak-burst peak-burst [burst-units]]
6. child-conform-aware
7. conform-action [drop | set options | transmit]
8. exceed-action [drop | set options | transmit]
9. endまたは commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

policy-map policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map
parent

ステップ 2   

1つ以上のインターフェイスに対応付けることができる
ポリシーマップを作成または修正し、サービスポリシー

を指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモード

を開始します。

class class-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class
class-default

ステップ 3   

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま

す。

親 class-defaultクラスに最下位ポリシーマップを適用し
ます。

service-policy policy-map-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#
service-policy child

ステップ 4   

（注） • inputまたは outputキーワードを指定しな
いでください。

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードを開始します。

police rate {value [units] | percent percentage}
[burst burst-size [burst-units]] [peak-rate value
[units]] [peak-burst peak-burst [burst-units]]

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police
rate percent 50

親ポリサーが子ポリサーで指定される最大レートに適合

する入力トラフィックをドロップしないようにします。

child-conform-aware

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
child-conform-aware

ステップ 6   

レート制限に適合したパケットに対して実行するアク

ションを設定します。可能なアクションは次のとおりで

す。

conform-action [drop | set options | transmit]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
conform-action transmit

ステップ 7   

transmit：パケットを送信します。

レート制限を超過したパケットに対して実行するアク

ションを設定します。可能なアクションは次のとおりで

す。

exceed-action [drop | set options | transmit]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
exceed-action drop

ステップ 8   

drop：パケットをドロップします。

設定変更を保存します。endまたは commitステップ 9   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
end

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#
commit

yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショ

ンセッションが終了して、ルータが EXECモード
に戻ります。

noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュ
レーションセッションで継続されます。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定変更

もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

2 レベルの階層型キューイングポリシー：例
次に、マルチリンクフレームリレーメインインターフェイスに適用される 2レベルのポリシー
の例を示します。同じポリシーは、マルチリンクPPPメインインターフェイスに適用できます。

class-map match-any video
match precedence 1
end-class-map
!
class-map match-any premium
match precedence 2 3
end-class-map
!
class-map match-any voice-ip
match precedence 0
end-class-map
!
class-map match-any best-effort
match precedence 4
end-class-map

policy-map parent_shape
class class-default
service-policy child_policy
shape average percent 90
!
end-policy-map
!

policy-map child_policy
class voice-ip
priority level 1
police rate percent 20
!
!
class video
bandwidth percent 40
!
class premium
bandwidth percent 10
random-detect precedence 2 10 ms 100 ms
random-detect precedence 3 20 ms 200 ms
queue-limit 200 ms
!
class best-effort
bandwidth percent 20
queue-limit 200 ms
!
class class-default
!
end-policy-map
!

interface Multilink0/2/1/0/1
service-policy output parent_shape
encapsulation frame-relay
frame-relay intf-type dce
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3 レベル階層型キューイングポリシー：例

3 レベル階層型キューイングポリシー：例
この例では、ポリシー grand-parentはメインイーサネットインターフェイスに適用されます。親
の親ポリシーは、500 Mbpsまでのインターフェイスのすべての発信トラフィックを制限します。
親ポリシーにクラス vlan1および vlan2があり、vlan1または vlan2のトラフィックは 500 Mbpsの
40 %に制限されます。ポリシー child_policyはさまざまなサービスに基づいてトラフィックを分
類し、それに応じて各クラスの帯域幅を割り当てます。

class-map match-any video
match precedence 1
end-class-map
!
class-map match-any premium
match precedence 2 3
end-class-map
!
class-map match-any voice-ip
match precedence 0
end-class-map
!
class-map match-any best-effort
match precedence 4
end-class-map

class-map match-any vlan1
match vlan 1
end-class-map

class-map match-any vlan2
match vlan 2
end-class-map

policy-map grand-parent
class class-default
shape average 500 Mbps
service-policy parent
!
end-policy-map

policy-map parent
class vlan1
service-policy child_policy
shape average percent 40
!
class vlan2
service-policy child_policy
shape average percent 40
!
end-policy-map
!

policy-map child_policy
class voice-ip
priority level 1
police rate percent 20
!
!
class video
bandwidth percent 40
!
class premium
bandwidth percent 10
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random-detect precedence 2 10 ms 100 ms
random-detect precedence 3 20 ms 200 ms
queue-limit 200 ms
!
class best-effort
bandwidth percent 20
queue-limit 200 ms
!
class class-default
!
end-policy-map

interface GigabitEthernet0/0/0/9
service-policy output grand-parent

ASR 9000 用 SIP 700
この例では、parent_policyポリシーは、マルチリンクフレームリレーメインインターフェイス
に適用されます。ポリシー parent_policyにはフレームリレー DLCIで一致する 2つのクラスがあ
ります。マルチリンクフレームリレーのメインインターフェイスには、2つのフレームリレー
PVCが設定されています（DLCI 16、DLCI 17）。

interface Multilink0/2/1/0/1
mtu 1504
service-policy output parent_policy
encapsulation frame-relay
frame-relay intf-type dce
!

policy-map parent_policy
class parentQ_1
service-policy child_queuing_policy
shape average 64 kbps
!
class parentQ_2
service-policy child_queuing_policy
shape average 1 mbps
!
class class-default
!
end-policy-map
!

class-map match-any parentQ_1 <----- class map parent class dlci=16
match frame-relay dlci 16
end-class-map
!

class-map match-any parentQ_2 <----- class map parent class dlci=17
match frame-relay dlci 17
end-class-map
!

interface Multilink0/2/1/0/1.16 point-to-point <------ dlci 16 pvc config
ipv4 address 192.1.1.1 255.255.255.0
pvc 16
encap cisco
!
!
interface Multilink0/2/1/0/1.17 point-to-point <------ dlci 17 pvc config
ipv4 address 192.1.2.1 255.255.255.0
pvc 17
encap cisco
!
!
policy-map child_queuing_policy <--------- child policy map
class voice-ip
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priority level 1
police rate percent 20
!
!
class video
bandwidth percent 40
!
class premium
service-policy gchild_policy
bandwidth percent 10
random-detect discard-class 2 10 ms 100 ms
random-detect discard-class 3 20 ms 200 ms
queue-limit 200 ms
!
class best-effort
bandwidth percent 20
queue-limit 200 ms
!
class class-default
!
end-policy-map
!

policy-map gchild_policy <-------- grandchild policy map
class premium_g1
police rate percent 10
!
set discard-class 2
!
class premium_g2
police rate percent 50
!
set discard-class 3
!
class class-default
!
end-policy-map
!

show run class-map <----------- shows all class-map configs
Mon Aug 2 11:35:19.479 UTC
class-map match-any video
match precedence 1
end-class-map
!
class-map match-any premium
match precedence 2 3
end-class-map
!
class-map match-any voice-ip
match precedence 0
end-class-map
!
class-map match-any parentQ_1
match frame-relay dlci 16
end-class-map
!
class-map match-any parentQ_2
match frame-relay dlci 17
end-class-map
!
class-map match-any premium_g1
match precedence 2
end-class-map
!
class-map match-any premium_g2
match precedence 3
end-class-map
!
class-map match-any best-effort
match precedence 4
end-class-map
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3 つのパラメータによるスケジューラ：例

3 つのパラメータによるスケジューラ：例
次に、2レベルの階層型ポリシーに 3つのパラメータによるスケジューラを設定する例を示しま
す。

policy-map Bottom-ChildA
class A1

shape average 400 kbps
class A2

shape average 400 kbps

policy-map Bottom-ChildB
class B1

shape average 250 kbps
class B2

shape average 450 kbps

policy-map Top-Parent
class parentA
shape average 500 kbps
bandwidth percent 30
bandwidth remaining percent 80
service-policy Bottom-ChildA
class parentB
shape average 500 kbps
bandwidth percent 60
bandwidth remaining percent 10
service-policy Bottom-ChildB

ASR 9000 用 SIP 700
次に、2レベルの階層型ポリシーに 3つのパラメータによるスケジューラを設定する例を示しま
す。

policy-map Bottom-Child
class A
bandwidth percent 30
bandwidth remaining percent 80
shape average percent 50

class B
bandwidth percent 60
bandwidth remaining percent 10

class class-default
exit

policy-map Top-Parent
class-default
shape average 1 mbps

service-policy Bottom-Child
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階層型ポリシング：例

階層型ポリシング：例

次に、各レベルでポリシングアクションを持つ 2レベルのポリシーの例を示します。最上位に 2
つのクラスがあり、顧客ごとに 1つです。各顧客からの集約されたトラフィックは、最上位の
police rateコマンドで指定されたレート制限が適用されます。最下位の各クラスのトラフィック
は、追加の一連のポリシングアクションによって、顧客ごとに異なるタイプのトラフィックを制

御するように制限されています。

class-map match-any customera
match vlan 10-14
class-map match-any customerb
match vlan 15-19
class-map match-any prec1
match precedence 1
class-map match-any prec3
match precedence 3

policy-map parent
class customera
service-policy childa
bandwidth remaining ratio 10
police rate percent 50
conform-action transmit
exceed-action drop

class customerb
service-policy childb
bandwidth remaining ratio 100
police rate percent 70
conform-action transmit
exceed-action drop

policy-map childa
class prec1
police rate percent 25
conform-action transmit
exceed-action drop
class prec3
police rate percent 25
conform-action transmit
exceed-action drop

policy-map childb
class prec1
police rate percent 30
conform-action transmit
exceed-action drop
class prec3
police rate percent 30
conform-action transmit
exceed-action drop

ASR 9000 用 SIP 700
この例では、ポリサーは Prec1および Prec3クラスのポリシー childで、およびポリシー parentの
class-defaultで指定されます。子ポリシーのポリサーは、クラス Prec1のトラフィックを（50%の
うち）30 %でポリシングし、クラス Prec3のトラフィックを（50 %のうち）60 %でポリシング
し、その他のトラフィックを（50 %のうち）10 %でポリシングします。累積方式で、インター
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フェイスのすべてのトラフィックは親ポリシーのポリサーによってインターフェイスレートの50
%でポリシングされます。

class-map match-any prec1
match precedence 1

class-map match-any prec3
match precedence 3

policy-map parent
class class-default

service-policy child
police rate percent 50

conform-action transmit
exceed-action drop

policy-map child
class prec1

police rate percent 30
conform-action transmit
exceed-action drop

class prec3
police rate percent 60

conform-action transmit
exceed-action drop

class class-default
police rate percent 10

conform-action transmit
exceed-action drop

物理および仮想リンクへのサービスポリシーの付加：例

物理リンク：例

この例では、ポリシー p1はギガビットイーサネットインターフェイスに適用されます。

interface gigabitethernet 0/2/0/0
service-policy input p1

仮想リンク：例

この例では、p2ポリシーは、マルチリンクフレームリレーサブインターフェイス下のプライベー
ト仮想回線（PVC）に適用されます。 QoSポリシーは、フレームリレーサブインターフェイス
の PVCに対してのみ適用できます。フレームリレーサブインターフェイスに直接適用すること
はできません。

interface Multilink0/2/1/0/1.16 point-to-point
encapsulation frame-relay
ipv4 address 192.1.1.1 255.255.255.0
pvc 16
service-policy output p2
encap cisco
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拡張階層型の入力ポリシング：例

次に、2つのクラスが子ポリシーに定義された親と子ポリシーの例を示します。クラス AF1で
は、exceedアクションがトラフィックをドロップする以外のアクションに設定されます。

child-conform-awareコマンドが親ポリシーで設定されていない場合、親ポリサーは子ポリサーの適
合レートと一致し、親ポリサーの適合レートを超過するトラフィックをドロップします。

親ポリサーで使用すると、child-conform-awareコマンドは親ポリサーが子ポリサーで指定した認定
レートに適合する入力トラフィックをドロップしないようにします。

この例では、子ポリシーのクラス EFが 1 Mbpsの認定レート、conformアクション、exceedアク
ションで設定されます。 1 Mbps未満のトラフィックはMPLS EXPビットが 4に設定された親ポ
リサーが適用され、1 Mbpsを超えるトラフィックはドロップされます。

子ポリシーのクラスAF1は 1 Mbpsの認定レート、conformアクション、exceedアクションで設定
されます。 1 Mbps未満のトラフィックはMPLS EXPビットが 3に設定された親ポリサーが適用
され、1Mbpsを超えるトラフィックはMPLS EXPビットが 2に設定された親ポリシーが適用され
ます。

この子ポリシーを設定すると、親ポリサーは子クラスのトラフィックが2Mbpsの認定レートを超
えていると見なします。親ポリサーの child-conform-awareコマンドがない場合、親は 2 Mbpsに
ポリシングします。これにより、子ポリシーのクラスEFから一部の適合トラフィックがドロップ
されることがあります。 child-conform-awareコマンドが親ポリサーに設定されている場合、親ポ
リサーは、子ポリシーで適合するトラフィックをドロップしません。

policy-map parent
class class-default
service-policy child
police rate 2 mbps
child-conform-aware
conform-action transmit
exceed-action drop

policy-map child
class EF
police rate 1 mbps
conform-action set mpls experimental imposition 4
exceed-action drop

class AF1
police rate 1 mbps
conform-action set mpls experimental imposition 3
exceed-action set mpls experimental imposition 2

階層型ポリシー設定の確認
階層型ポリシーを確認するには、特権 EXECモードで次のいずれかのコマンドを入力します。

指定されたインターフェイス上のすべてのサー

ビスポリシーに対して設定されている全クラス

のポリシー設定情報を表示します。

show policy-map interface
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指定したインターフェイスに適用されている

サービスポリシーの全クラスの QoS情報を表
示します。

show qos interface

ルータに設定されているすべてのクラスマップ

設定を表示します。

show running-config class-map

ルータに設定されているすべてのポリシーマッ

プ設定を表示します。

show running-config policy-map

指定するポリシーマップに含まれるすべてのク

ラスの設定を表示します。

show running-config policy-map policy-map-name

その他の関連資料
ここでは、階層型 QoSの実装に関する関連資料について説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Getting Started Guide』

初期システム起動と設定

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Master Command Listing』

マスターコマンドリファレンス

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Modular Quality of Service Command Reference』

QoSコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Security Configuration Guide』の「Configuring
AAA Services on Cisco ASR 9000 Series Router」モ
ジュール

ユーザグループとタスク ID
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標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準また

は変更された標準はありません。また、既

存の標準のサポートは変更されていませ

ん。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOSXRソフトウェアを使用してMIBを検索お
よびダウンロードするには、http://cisco.com/public/
sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlにある Cisco MIB
Locatorを使用し、[Cisco Access Products]メニューか
らプラットフォームを選択します。

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFC
または改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更は
ありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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第 9 章

リンクバンドルのモジュラ QoS の設定

リンクバンドルは、1つ以上のポートを集約したグループで、1つのリンクとして扱われます。
このモジュールでは、リンクバンドルの QoSについて説明します。

ラインカード、SIP および SPA のサポート

ASR 9000 用 SIP 700ASR 9000 イーサネットライ
ンカード

機能

yesyesリンクバンドルの QoS

Cisco ASR 9000 シリーズルータのリンクバンドルでの QoS 設定の機能履歴

変更内容リリース

リンクバンドルのQoS機能が、ASR9000イーサネットラインカード
に導入されました。

リリース 3.9.0

• リンクバンドルの概要, 221 ページ

• ロードバランシング, 222 ページ

• QoSおよびリンクバンドル, 223 ページ

• その他の関連資料, 224 ページ

リンクバンドルの概要
リンクバンドル機能を使用すると、複数のポイントツーポイントリンクを 1つの論理リンクにグ
ループ化して、2台のルータ間により高い双方向帯域幅、冗長性とロードバランシングを提供で
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きます。仮想インターフェイスは、バンドルリンクに割り当てられます。コンポーネントリン

クは仮想インターフェイスに動的に追加および削除できます。

仮想インターフェイスは、IPアドレスやリンクバンドルで使用されるその他のソフトウェア機能
を設定できる、単一のインターフェイスとして扱われます。リンクバンドルに送信されたパケッ

トは、バンドル内のリンクの 1つに転送されます。

リンクバンドルは、1つに束ねられたポートのグループであり、1つのリンクとして振る舞いま
す。リンクバンドルには次のような利点があります。

•複数のリンクが複数のラインカードにまたがり、1つのインターフェイスを形成します。そ
のため、単一のリンクで障害が発生しても接続性は失われません。

•バンドルされたインターフェイスでは、バンドルの使用可能なすべてのメンバにわたってト
ラフィックが転送されるため、帯域幅の可用性が向上します。したがって、バンドル内のリ

ンクの 1つで障害が発生した場合、トラフィックは使用可能なリンクを通過できます。パ
ケットフローを中断することなく、帯域幅を追加できます

1つのバンドル内の個別リンクは、すべて同じタイプと同じ速度でなければなりません。

Cisco IOS XRソフトウェアは、次のイーサネットインターフェイスのバンドルを形成する方法を
サポートしています。

• IEEE802.3ad：バンドル内のすべてのメンバーリンクの互換性を確保するため、LinkAggregation
Control Protocol（LACP）を採用した標準テクノロジー。互換性がないリンクや障害になっ
たリンクは、バンドルから自動的に削除されます。

• EtherChannel：ユーザがリンクを設定してバンドルに参加させることができるシスコの専用
テクノロジー。バンドル内のリンクに互換性があるかどうかを確認するための仕組みはあり

ません

ロードバランシング
ロードバランシングは、バンドル内のすべてのリンクでサポートされています。ロードバラン

シング機能は、ルータのレイヤ 3ルーティング情報に基づいて、複数のリンクにトラフィックを
分散する転送メカニズムです。次の 2種類のロードバランシング方式があります。

•宛先別ロードバランシング

•パケット単位のロードバランシング

トラフィックストリームがルータに着信すると、パケット単位のロードバランシングによって、

トラフィックが均等に複数の等コストリンク間に分散されます。パケット単位の方式では、個々

の送信元/宛先ホストに関係なく、ラウンドロビン技法に基づいてルーティングの決定を行いま
す。

宛先別ロードバランシングだけがサポートされています。

宛先別ロードバランシングでは、ルータがバンドルリンクの 1つにパケットを分散して、ロード
シェアリングを行います。この方法では、送信元/宛先アドレスとユーザセッションに基づくハッ
シュ計算を利用します。
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宛先別ロードバランシングがイネーブルの場合、使用可能なリンクが複数ある場合でも、特定の

送信元/宛先のペア間のすべてのパケットが同じリンクを通過します。つまり、宛先別ロードバ
ランシングでは特定の送信元/宛先のペアに対するパケットが順々に着信するようになります。

リンクバンドルのレイヤ 3 ロードバランシング
デフォルトで、レイヤ 2リンクバンドルのロードバランシングは、パケットヘッダーのMAC
SA/DAフィールドに基づいて行われます。リンクバンドルのレイヤ 3ロードバランシングは、
イーサネットフローポイント（EFP）に基づいて実行され、パケットの IPv4送信元アドレスおよ
び宛先アドレスに基づきます。レイヤ 3サービス固有のロードバランシングが設定されている場
合、すべての出力バンドルは IPv4送信元アドレスおよび宛先アドレスに基づいてロードバランシ
ングされます。パケットに IPv4アドレスがない場合、デフォルトのロードバランシングが使用
されます。

リンクバンドルのレイヤ 3ロードバランシングは、次のコマンドを使用して、グローバルにイ
ネーブルになります。

hw-module load-balance bundle l2-service l3-params

QoS およびリンクバンドル
物理インターフェイスおよびサブインターフェイスで現在サポートされているすべてのQuality of
Service（QoS）機能は、すべてのリンクバンドルインターフェイスおよびサブインターフェイス
でサポートされています。QoSは、個々のインターフェイスに設定する方法と同じ方法でリンク
バンドルに設定します。ただし、次の点に注意してください。

• QoSポリシーがバンドルに適用される場合（入力または出力方向）、ポリシーはそれぞれの
メンバインターフェイスに適用されます。ポリシーマップ内のキューおよびポリサー（入

力または出力方向）は、各バンドルメンバに複製されます。

• QoSポリシーがバンドルインターフェイスまたはバンドル VLANに適用されない場合、入
力および出力トラフィックはどちらもリンクメンバごとのポートのデフォルトキューを使

用します。

•リンクバンドルメンバは、複数のネットワーク処理装置やラインカードで表すことができ
ます。バンドルポリシーマップで指定されたシェーピングレートは、すべてのバンドルメ

ンバを集約したものではありません。バンドルに適用されたシェーピングレートは、リン

クのロードバランシングによって異なります。たとえば 10 Mbpsのシェーピングレートの
ポリシーマップが 2つのメンバリンクを持つバンドルに適用され、トラフィックが常に同
じメンバリンクにロードバランシングされると、全体で 10 Mbpsのレートがバンドルに適
用されます。ただし、トラフィックが 2つのリンクの間で均等にロードバランシングされ
ている場合、バンドルの全体的なシェーピングレートは 20 Mbpsになります。

例 1では、トラフィックポリシーが入力方向においてどのようにイーサネットリンクバンドル
に適用されるかを示します。ポリシーは、イーサネットリンクバンドルのメンバであるすべて

のインターフェイスに適用されます。
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例 1イーサネットリンクバンドルへのトラフィックポリシーの適用

interface Bundle-Ether bundle-id
service-policy input policy-1
end

POS リンクバンドリングの QoS
POSリンクバンドルでは、ポリサーと出力キューに対してパーセンテージベースの帯域幅がサ
ポートされています。出力キューに対しては、時間指定のキュー制限がサポートされています。

入力 QoS ポリシーの設定
入力 QoSではキューイングがサポートされていないので、帯域幅はポリサーでのみ使用されま
す。入力 QoSを設定したバンドルでメンバリンクの追加や削除があると、その影響を受けたラ
インカードの集約バンドルの帯域幅が変化します。 1つの入力 QoSポリシーインスタンスが、
POSリンクバンドルの一部である各 SIP 700ラインカードに割り当てられます。

出力 QoS ポリシーの設定
出力QoSを設定したバンドルにメンバリンクを追加すると、そのバンドルのポリシーマップが、
追加したメンバリンクに適用されます。

例 2は、POSリンクバンドルでサポートされている出力 QoSポリシーを示しています。

例 2 POSリンクバンドルでサポートされている出力 QoSポリシー

policy-map out-sample
class voice
priority level 1
police rate percent 10

class premium
bandwidth percent 30
queue-limit 100 ms

class class-default
queue-limit 100 ms

その他の関連資料
ここでは、リンクバンドルの QoSの設定に関する関連資料について説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Getting Started Guide』

初期システム起動と設定

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルーターモジュラ QoS サービスコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

224 OL-28380-01-J  

リンクバンドルのモジュラ QoS の設定
POS リンクバンドリングの QoS



マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Interface andHardwareComponent ConfigurationGuide』
の「Configuring Link Bundling on the Cisco ASR 9000
Series Router」モジュール

リンクバンドル

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Master Command Listing』

マスターコマンドリファレンス

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Modular Quality of Service Command Reference』

QoSコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Security Configuration Guide』の「Configuring
AAA Services on Cisco ASR 9000 Series Router」モ
ジュール

ユーザグループとタスク ID

標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準また

は変更された標準はありません。また、既

存の標準のサポートは変更されていませ

ん。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOSXRソフトウェアを使用してMIBを検索お
よびダウンロードするには、http://cisco.com/public/
sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlにある Cisco MIB
Locatorを使用し、[Cisco Access Products]メニューか
らプラットフォームを選択します。

—
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RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFC
または改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更は
ありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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